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はじめに

富山大学「東アジア『共生』学創成の学際的融合研究」は,2010年度から3年間のプロジェク

トとして開始された。本報告書は,この融合研究のなかでも,富山県を対象として,地域にお

ける外国人との共生という課題について, とりわけ富山に暮す外国で生まれ育ち,親とともに

来日した家族の子どもたちの現状を把握し,地域が解決しなければならない「共生」の実現に

とっての妨げとなっているのはどのようなことなのかを明らかにすることにツ

`戦

したものであ

る。日系ブラジル人の家族の子どもたちが本研究では主要な調査の課題とされているが,かれ

らが直面している生活や学校での困難は, 日本で生まれ育った「日本人」にはありえない深刻

な問題を手んでいる。国籍や民族 出生地,あるいはどこで暮すのか (移民として暮らすのかど

うか)は,子 どもたちが選択できるものではない。にもかかわらず,これらの要因が深刻な差

別や偏見を生み出し,子どもたちの将来をも大きく左右してしまう。これは当事者の親や家族
の問題であるとみなすことはできない。むしろ,本報告書は,かれらが暮す地域の人びとが,

国境を越えて移動する人びとの文字通りの意味での「共生」を実現する上でのもう一方の主体

となるべきことを示唆してもいる。

本研究の主要な担い手は,富山県で実際に外国生まれの子どもたちの日本語教育などに携わ

つている教育現場の実践者たちである。この意味で,本研究は,大学という研究機関が地域の

専門家とのコラボレーションによつて成り立ったものであり,大学が地域に開かれることの一

つの試みであると同時に,地域研究は大学の研究者の特権に属すべきものではなく,むしろ,

現場のく知〉との共同作業がいかに豊穣な成果をもたらすものであるかをも示しうるものである。

本書の各報告等は,それぞれの執筆者の調査,研究の成果であり,その見解は各執筆者に帰

属するものであることは言うまでもない。同時に,本研究を実施する際に,多くの皆さんの協

力なくしては実現できなかつた。とくに,富山に暮す外国人の子どもたちとそのご家族の皆さ

んには言葉に尽くせない大きな協力をいただいたことを,この場を借りて,深く感謝するもの

です。

2013生
「

2月

東アジア 「共生」学創成の学際的融合研究

人間の安全保障,人の移動プロジェク ト

小倉利丸
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第1章「ドキュメンタリー上映会&トークイベント “デカセギ"の
子どもたちの今」

1.1.イベント実施までの経緯

1.1.1.プログラム
田上栄子 (ト ヤマ 0ヤポニカ)

日 時  2012年 5月 20日 (日 )

場 所  高岡市ふれあい福祉センター

内 容

第一部 13:30-15:00 映画上映

ドキュメンタリー映画 「孤独なツバメたち ～デカセギの子どもに生まれて～」

第二部 15:15-16:45 ディスカッション

津村公博       ,パ ブロ0ナダヨシ。ロリン MinorityYouth」apalll代表)

鈴木ユリ 映画出開 ,二瓶博子 (高岡市外国人相調 ,青木由香 (ア レッセ高岡代表)

小倉利丸 (富山大学経済学部)

司会 :田上栄子 (ト ヤマ・ヤポニカ)  通訳 :エヴエルソン・レモス

1.1.2.イ ベン ト開催の趣旨

富山県の外国人登録者数は 2008年のリーマンショック以降減少傾向にあつたが 2011年にはわず力ヽ こ

増加に転じている。これまでも,そ してこれからも身近なところに隣人として外国人住民がいるにもか

かわらず,言葉の壁や就業形態などの理由により, 日本人住民にとつて「見えない」存在となってしま

つている。彼らがどのような状況にあり, どのような悩みを抱いているのかなど, 日本人住民が知る機

会はほとんどなかつた。特に,子 どもたちの教育の問題は,多くの深刻な問題を抱えているにもかかわ

らず,「義務教育ではない」という理由から見過ごされてしまったり,取 り組みに当たつても問題がなか

な力勁牢決できずにいたりする場合がしばしばみられる。そして,子 どもたち自身,その状況を客観的に

認識し,声を上げるような術を獲得できないでいる。

2012年現在まで,富山県では,増え続ける外国につながる子どもたちへの支援に対し,学校,地域と

もそれぞれが努力を重ねてきた。例えば,地域においては「年少者 日本語教育」について複数の団体に

よって,基礎的な知識や先進的な指導例など,支援にあたつて必要な事柄について勉強会,講演会等が

数年にわたり実施されてきた。これらの企画の目的は,富山県に広く散在している子どもたちの言語・

学力の状況を理解し,よ りよい支援の在 り方を支援者が学んで,支援のすそ野を広げることや,支援の

ネットワークを創出することが目的であつた。それは一定の成果を上げ,実際に日に見える形となって

現れたのが,2011年度に行われた高校入試特別措置を求める動きであったのだろうと考える。 (3章 )

このような状況にあつて,私達は,年少者支援の在り方について,新たなステップを模索したいと考

えた。それは,見えない存在になつてしまっている子どもたちや今は青年となつた 「元子ども」たちを

見える存在とすること,その過程で彼らをエンパワメントしていくことである。本イベントでは,当事

者である「元子ども」の青年たち自身に自らの体験を語るという形で声をあげてもらい, 日本人へ発信

してもらう。そこで,まずは外国人または外国につながる子どもたち自身がこの問題を個人の問題では

なく,社会の問題として認識すること,そ して外国人 。日本人の双方が,共に暮らす社会における共通

の問題であるという認識を持ち,問題解決に向けて共に考え行動を起こせるようになることを望む。本

イベントの実施はその第一歩である。
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1.1.3.ドキュメンタリー映画「孤独なツバメたち」とディスカッション

この映画は浜松学院大学の津村公博氏,映画監督の中村真夕氏が,浜松の 5人の日系ブラジル人 4世

の 2年半を追つた ドキュメンタリーである。5人の青年たちが自分たちの居場所を求めて懸命に生きよ

うとする姿が描かれている。映画のチラシには「彼らは幼い時,デカセギの親と共に日本にやつてきた。

日本で生まれ育っても,ブラジル国籍のため義務教育が保障されておらず,多 くの子どもたちは中卒か,

中学も中退して,工場で働いている。夢があつてもそれを叶えるすべを知らず,安定した仕事にもつけ

ない。しかし彼らは,どんなにつらくても,生き生きとして,底抜けに明るい。」とある。これまでほと

んど自らを語ることのなかつた青年たちの現実を青年たちの視点で描いた映画である。第一部ではこの

映画を参加者全員で同じ場で鑑賞する。そして映画への共感 (あ るいは異論)をきっかけとして,富山

県,特に高岡・射水の青年たちに自らを語つてもらい,そ して議論を起こしたいと考えたのが第二部の

ディスカッションである。浜松より当事者である「MinorityYouth Japanl」 代表パブロ。ナダヨシ・ロリ

ン氏,映画の出演者の一人である鈴木ユリ氏が来てくださつた。第二部の議論に彼らが直接参加 してく

れたことの意義は大きい。

富山での議論を活発にするために,富山の青年たちの状況や思いを主催者側として知つておきたく,

事前に高岡でインタビューも実施している。インタビューの詳細は 7章で,ディスカッションの詳細は

1.3.で報告する。

1.1.4.イ ベン トを終えて

参加者は 150人程度で,そのうちブラジルをはじめとする南米系の外国人の参加者は 3割程度であっ

た。最後にアンケー トに見られる参加者の代表的な感想を抜粋する。

◆当事者の声について
。日本人より日系の方,特にティーンエイジャーの方と同年代のパネリス トの方との討論をもつと聞

きたかった。

・子供だつた人たちの生の声を聞けたのは, とてもよかつたし, うれしかつた。彼らの言うことが,

よく理解できたし,今私たちが出会つてることの,表裏を感じた。(映画での青年たちのよく世の中

を見ているのにとても感心した。あの若さで,すごい人生観だと思つた。)

◆もつと当事者たちのことを知り,互いに分かり合うことが必要ではないか
。「マイノリティー」のことをよく知る必要 (マイノリティーに対する態度,マイノリティーの生徒た

ちに対する学習支援)力 あ`ると感じました。
。相手の気持ち,文化,理解しあう。出来そうだが,難しい。

◆今後も継続的に取り組んでほしい
。外国人の問題も,その多くは日本人が同様にかかえる問題ではないだろうか。しかし, 日本人と違
い,外国人の選択肢の少なさが問題をより難しくしていると思う。知らないことを知るには勇気が

必要になる。メッセージを伝える活動は,よ り人を動かすパワーが必要になる。この活動も,よ り

多くの人をまきこんでいくような力強いムーブメントになつてほしいと思う。
。何度も何度も価値を共有できる場をつくって,今より少しでも前進できればと思う。
。Continuen■ sempre,pois 6 impOrtante p/a desenvOlvermos uma sociedade com diversidade.Sou

brasielro e gosto mu■ o do」apa。 .(これからも継続してください。多様性のある社会の発展のため

に重要なので。私はブラジル人ですが, 日本が大好きです。)

1「
NIinorityYouth Japan」

2008年に浜松学院大学の学生たちを中心に結成された日系ブラジル人,フィリピン人, 日本人の若者たちの
グループtマイノリティーの若者たちが,様々な活動を通して社会人としての基礎能力を高めることを活動
の目的としている。これまでに映像制作,外国人のソフトボールチームの設立,世界の平和を願 うフリーハ
グなどの活動を通して,浜松から全国に多文化共生の未来を発信している。 (映画の資料より)
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1.2.イ ベントのちらし

ドキュメンタリ…上映会&トークィベント
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1.3.ディスカッションの記録

◆は じめに

(田上)最 初に 15分ほど,津村さんから浜松の様子を,パブロ君からどんな活動しているかを少し詳

しく話してもらいたいと思います。よろしくお願いします。

(津村) 今日は田上さん,青木さん,富山大学の小倉先生をはじめ,こ のような形でお招きいただき

まして,本当に感謝しています。それから中日新聞のNさん,あ りがとう。

私がぺらぺら話すよりは,隣にいるパブロ・ナダヨシ君に話してほしいと思います。この ドキュメン

タリーは,2006年からの調査の副産物と言つていいかもしれません。調査の中で彼らと出会つて,彼ら

の生き方に感動し,彼らの生き方を追跡調査した結果です。ですから,本当に普通の青年たちを描いて

いると思います。よくおしかりを受けるのですが,「高等教育まで進んだブラジルの精鋭たちがいるでは

ない力ち なぜ彼 らのような,ロールモデルになる人を選んで ドキュメンタリーにしなかったのですか」

という言われ方をします。そもそも調査の中で協力してもらつて,僕には全く分からなかつた世界を見

せてくれた,街で会つた普通の青年たちの生き方に僕も感動したのです。私の報告は本当に面白くない

のですが,つまらない研究会や学会だけではなく,もつと一般の人たちに伝えたいという気持ちで,調
査の流れの中で出会つた 5人の青年たちをこのような形で皆さんに紹介させていただくことになりまし

た。

そもそも,外国人の子どもたちが働いているという許せない状況が 2001年から分かつてきました。出

稼ぎの子どもが働いていいのかということです。ここにコミュニティーの方たちがいると思いますが,

12歳 ぐらいから働き始めることが僕は許せなかったし,議論があると思います。私の最初の企画は,こ

こに来ているブラジルのコミュニティーの方たちも,学校で受け入れられなかったら働いても仕方がな

いのではないかということです。そういう形で,地域の中で子どもたちがどんな生活をしているのか,

学校を離れた子どもたちがどうなつていくのかを知りたくて,夜の街に出て彼らのインタビューを始め

ました。

◆外国人にとつての日本での居場所

(田上) 津村先生は,恐らくたくさんのブラジル人の青年たちのことを知つていると思いますので,

また後で教えてください。

次に,パブロ君はMinOrity Youth Japanと いうグループをつくっていますが,そ こで何をしている

のか, どうしてそれをつくつたのか説明してもらえます力Ъ

(パブロ)MinOrityYouth」apanをつくつたきつかけとして,も ともとは友達のグループのプレゼン

サというものがありました。どんどんみんな成長してきて,その間に知り合つた津村先生から,「友達の

間でいるだけではなくて,コ ミュニティーに対して何かできるのではないか」という提案をしていただ

き,みんなでMinOrityYouth」 apanと いう団体をつくることに発展しました。

MinorityYouth Japanで は,外国人の若者に対してサポー トをしています。通訳をはじめ,日 本語教

室やポル トガル語教室,フ ットサル教室では「スポーツの日」というものがあります。そういうことを

することでコミュニティーと交流を増やす場所でもあるし,特に居場所のない若者がたくさんいるので,

そういう人たちが頼りにできる団体としても頑張りたいと思つています。
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(田上) 居場所がなかったのでつくりたかつたというのが,今 日のキーワー ドの一つかと思います。

パブロ君にとつて,学校は居場所ではなかつたのです力、 学校自体の様子を紹介してもらえます力、

(パブロ)私 は中学校までしか出ていませんが,学校での友達もいましたし,いい経験でした。しか

し,やはり外国人ということで気遣いもあります。どうしても自然にはなかなかうまくフィットしませ

んでした。私たちの居場所というか,私たちが自由に思つたことをもう少し言える,行動できるところ

として,プレゼンサでは同じ意見を持つた人同士で行動できました。Minority Youth」 apanはプレゼン

サの成長版というか,仲間だけではなくてコミュニティーも入れてというものです。

(田上) エリ君は学校のとき, どうでした力、 何か苦労したことなどあります力濾

(鈴木) 自分は高校を中退したのですが,最初に日本に来たときは広島県のブラジル人の結構少ない

地域にある○〇小学校に通いました。そこでは,自分ともう一人しかブラジル人がいませんでした。小

学校時代から苦労はしていませんが,逆にブラジル人が少なくて珍しく,皆さんと結構仲良くなりまし

た。中学校は,広島を出て浜松の△△中学校へ行き,外国人だからかはよく分かりませんが,外国人で

あることで日を付ける先生がいて,なかなかうまくやっていけなくてス トレスがたまる部分もありまし

た。自分のことがいろいろあまり気に食わない日本人の生徒たちとけんかして,退学になったこともあ

りますが,別に学校が自分の居場所ではないと感じたこともないですし,普通に自分が明るくていい人

ならみんなはついてくる感じだつたからいい思い出はたくさんあるので, 日本の学校を出てよかつたと

思つています。

(田上) 前の二人は非常に穏や力ヽ こ学校のことを話してくれましたが, 自分の周りはこうだったとい

うことがあればどんどん発言してください。

(フ ロア 1) 私は学校で通訳をしていますが,ユ リさん,パブロさんに聞きたいことがあります。私

も毎日問題を抱えている子どもたちと付き合っていますが,実際にそういう時代を経て大人になって,

大人から見た学校の問題について語つていただきたいと思います。自分たちは学校でどういう問題があ

ったのか教えてください。

(鈴木) 私が学校に行つていたころは,問題があつたときは親から隠そうとしました。学生当時は自

分は一人前の男だと思っていて, 自分の起こしたことで親に心配をかけるわけにはいかないと思ってい

ました。今振り返つてみると,一人で問題を解決しようと思つたのはそれほど正しくなかつたのではな

いかと思います。誰か相談に乗つてくれる方がいれば,自分の人生は違 う方向に展開していたのではな

いでしょう力Ъ 学校でそういう仕事をされているなら,そ ういうことを踏まえてブラジル人の面倒を見

てもらえればうれしいです。

◆周囲の人間からのサポー トが重要

(フ ロア 2)質 問に入る前に,こ こにいる親の方々を代表して,開催者に感謝したいと思います。高

岡市は浜松市に似たような町になつてきているのではないかと思うので,こ のような会はとても貴重な

機会だと思います。

親や大人からの支援,サポー トが必要だという話ですが,親としてはできるだけいい育て方をしたい

のですが,分からないこともたくさんあります。話をしようと思っても,子 どもが言うことを聞かない

こともあります。ユリ君に聞きますが,親はどのように振る舞えばいいと思いますか。
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(鈴木) 私も今,親になって, 自分でもそういう問題を考えます。分かつているつもりではありませ

んが,一応こういうふうに私の娘たちを育てられればいいと思う理想的な答えをお話しします。

子どもは,親は年を取つていて今のことをあまり分かつていないと思っています。今の時代を生きて

いる自分は, とにかく楽しみたい, とにかく遊びたいという気持ちもあります。今,私が親になつて考

えるのは,親が子どもの立場に立って, 自分が同じ立場であればどうかと考えるといいと思います。そ

のためには,あ る程度の謙遜が必要です。プライ ドを捨てて,子どもの側に立って話し合 うことが一番

大事ではないでしょう力ヽ 親だから自分の言うことをしろというのではなく,同 じ立場で話し合ったら

どうかと私は思います。

(田上) 親子関係について,ユ リ君自身の話の中に親との対立ということが出てきましたが,も う少

し後で考えたいと思います。

ユリ君が親に対してどう思うかは,親になったユリ君が今話してくれたとおりで感動的なのですが,

学校でどのような問題があつたかというところに話を戻して,学校時代はどうだつたのか,会場の方で

話してくれる人はいます力、

(フ ロア 3) 私は高岡の小学校と中学校を出ていますが,最初に日本に来たときは全く日本語が分か

りませんでした。小学校に入つて,最初に受けたのはいじめです。何を言つているのか分からないし,

先生に話そうにも話せないので,結局けんかしてなぐつたりしました。するとやつと先生が来て,「それ

をしてはいけないでしょう」と言うのですが,それも分からないので,先生が親に電話して家に来ます。

親も日本語は分からないのですが。「けんかは駄目だよ」と言われて,また学校へ行くのですが,やつぱ

り何を言つているか分かりません。勉強しようにもずつと黒板を眺めているだけで,分かりません。

私はブラジル人と日本人の間に生まれたのですが,い じめやつらいことがありました。今,子どもが

4人いますが,一番上の子どもにも同じようなことがたまにあります。

(田上) 学校での生きにくさみたいなものはあります力Ъ

(フ ロア 4) 日本に来てもう8年たちました。学校生活ではいろいろなことが起きて,つ らいことも

いいこともありました。ブラジルから来て中学校に入つたとき,14歳でした。当時は日本人だらけでブ

ラジル人はとても少なく,ほかの日本人から「この人は一体何者だ」という日で見られたのです。この

人は日本語が話せないから差別 して,役に立たないからこちらに置いておこうという日でみんなに見ら

れました。でも,私はここで暮らすしかないから,いろいろな人に相談したり,先生たちにも話したり

しているうちに,いろいろな人から信頼されて勉強する気分になりました。親の仕事が苦しいことを毎

日頭の中において,「会社に入つたらこんなにつらいの力Ъ学校でつらい思いをしているけれど,親 と比

べたらそんなにつらくない」と思い,仕事も学校と同じ感じかとずっと思つていました。そして中学校

を卒業して高校に入り,バイ トを始めました。親と同じ会社でしたが,やはり会社も学校と同じ感じだ

ったのです。ブラジル人だからこの人はこの仕事をやらなければいけないとか,外人だからと差別され

ていました。

今の子どもたちは,「おれは学校を辞めて仕事をして自分でお金を稼ぐから,や りたいことをやれる」

と思つて,そ こでみんな終わってしまっています。もつと勉強したらもつといい就職が見つかるとか,

学校のことには全く気付かないのです。ですから,相談に乗つてくれる人や親の信頼も必要です。自分

だけがつらい思いをしているとずつと考えているのは間違いです。子どもと親との相談が大事だし,友
達をつくるのも大事なことだと思います。だから,親や信頼していた先生や友達がいなければ,僕は今

ここにはいないと思いますし, 日本語も話していないと思います。
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(田上) 学校の中で信頼できる人に出会えたということです力、

(フ ロア4) はい。

(田上) パブロ君はどうです力、 学校がどうなればいいと思っています力、

(パブロ) 僕の場合,少 し感じたのは,外国人だからと日本人と少し違った対応をされるときには,

僕は違う人なのだなと思いました。多分そこで居場所がどんどんなくなってくるのです。僕はみんなと

同じ学校に来て,みんなと同じ授業を受けているのに,外国人だから少し違うのかなと思うと,「 自分の

居場所ではないのだな」とか「もう学校に来たくないな」と思うこともありました。

学校の先生たちは,外国人であつても同じ対応をすることです。日本人とブラジル人ではなくてみん

な同じ生徒として,「 ここはみんなの学校だ」と区別はしない。しかし日本語は分からないから,後で翻

訳したり,翻訳された書類をあげたりしてほしいのです。最初はみんなと同じだという気持ちを表現し

たらいいと思います。

(田上) 津村先生はいかがです力Ъ たくさんの青年たちに接していると思いますが,彼 らにとつて学

校とは何だつたかという語 りなどはありましたか。

(津村) 今の二人の話を聞いていても,決して学校は否定していません。それでも何か物足りないと

いうか, 自分たちの居場所を学校にも求めているのですが,例えばユリは SLGやプレゼンサという集団

をつくりました。学校で満たされない部分はあるのでしょうか。

◆ ドキュメンタリーに対する意見

(フ ロア 5)私 自身もよく似た活動をしていますので,非常に関心を持って来ました。まずは, ドキ

ュメンタリーの中で青年たちがもう少し伝えなければいけないことがある。私には伝わってきませんで

した。やはりどこの国にも外国人の居住者はいて,そ この国籍を持つのも一つの選択肢ですし,持たな

いで母国に帰ることも一つです。これは世界中に今 200カ 国ある中で,ブラジルだけが特別ではありま

せん。

この若者たちの今の年齢は聞いていて分かりました。親になっていらっしゃることも分かります。そ

うすると,学校での在り方に問題があるのであれば,誰にこれを訴えなければいけないのか。市の行政

であつたり国であつたり,その訴える場所も知ってほしいのであれば,それなりのやり方を今やってい

らつしゃるし,その中の状態でマイナス点があればここで知りたかつたです。

それから環境はそれぞれ違いますが,ほかの国の状態を子どもたちにも教えてあげてほしいです。親

子問題はどこの国にもありますから別問題です。そうではなくて,今いるブラジルの子どもたちが小学

生,中学生,高校生,大学生もしくは社会人になって本当に困つていることをどうやって解決したらい

いかという今の具体策を先に挙げて,意見を求めていただきたかったと私は思つています。

それから「幸せ度」と申しますか,GllPと GllHが よく言われます。各国によつて違 うかもしれません

が,同 じ与えられた 70年や 80年の年数には差がありません。私もそうです。ですから,本当の自分の

今の生き方,こ うやっているという生の声を聞きたいです。

それから映像もそうですが,支援者も行政も企業です。いろいろなことをして活動しています。でき

ればそういうところとネットワークを結んでいただけたらありがたいと思つています。
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(田上) ご意見ありがとうございました。外国人の国籍がいろいろあることは知っていますし,行政

との連携ができれば,も ちろん私たちはこの上もないことです。ただ,それには非常に難しい問題がい

ろいろあると思います。教育委員会にしてもそうだと思います。その第一歩だと思つています。小さな

一歩です。

とにかく今日は,今ご質問された方から当事者の語りがよく見えないということもあつたと思います

が,映画も含め,こ こにいる私たちも含め,その点に対して最大限,非常に努力しているつもりです。

問題点も絞つているつもりです。もし進行上,至らないところがありましたら,それはおわび申し上げ

ます。

(フ ロア 6) 今日,私がここに来た目的で一番大事なことは,実は高岡の野村にブラジルの子どもた

ちが非常に多いのです。それで,去年から小学生に土曜日を利用して国語や算数を教えることをスター

トしたのですが,子どもが来なくて困つています。一生懸命教えようという先生たちがいるのに,来ま

せん。それはいろいろな理由があると思いますが,そ ういう場面をつくったのに私たちは本当に苦労し

ています。小学校の宿題,国語や算数を教えようといつて 4人も5人も待ち構えているのですが,全然

来ない週もあります。雪が降ったから来ない,雨が降ったから来ない。ブラジルの大人というのはどう

いう考えを持つているのか,教えてほしいです。

(田 上)

ます。

ご意見,あ りがとうございます。いろいろと広報を頑張るということでまず収めたいと思い

(田上) 私たちは今回このイベントを企画する前に,高岡の青年たちにいろいろたくさん話を聞きま

した。そして苦しいことがたくさんあった,いろいろなことがあつたとたくさん語つてくれました。ユ

リ君は映画の中で昔ギャングだつたという話が出てきますが,あの時代の気持ちはどうだったのか,教
えてもらえます力、

(鈴木) 先ほどの話に戻りますが,映画を通して誰かにメッセージを送るといつたきれい事を言うつ

もりは全くありません。ただ,津村先生に出会つて,映画内で自分の今までの経験を語つただけです。

ですので,これが教材としてとらえられて,今, 日本でブラジル人が背負っている問題を私の背中に押

し付けられても困ります。

ギャングの時代は遊んでお金をもうけて,その当時は大変楽しかったです。しかし,つかまって, 自

分がお金をもうける手回の先に被害者がいて,それだけではなく自分の親や周囲の人,妹や弟たちもそ

うですが,自分一人ではなく必ず周りに人がいて,その人たちに迷惑を掛けることでいろいろな人を苦

しませている事実を初めて知つてから, 自己中心的な考えで楽しかったことや,被害者がどんな思いを

しようとお金をもうけることを優先したことを反省していますし,も うやるつもりはありません。そう

する価値がないのです。別に突つ張つていても,それで一人前の男だとか格好いいという意味では全然

ありません。ですから,楽 しかつたけれど,価値はありませんでした。人間にはもつとそれなりの価値

があることが今になって分かりました。

◆お互いに歩み寄る努力

(パブロ)今 ,ユ リが話したことに関連しますが,算数や国語などの宿題をサポー トする教室をつく

つたけれども生徒が全く来ないという先ほどの質問に対して,少 し言わせていただきたいと思います。

自分もMinOrity Youth Japanの 中で,浜松市の援助を受けてポル トガル語教室, 日本語教室,そ し

て英語教室をさせていただいていますが,やはりなかなか来ない日もあります。家庭の事情もあつたり
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と,みんないろいろあるのです。もちろん,ただ行きたくないというときもあります。それは自分も本

当に感じますが,実際に僕も誰も来ないと「みんな,やる気がないね」「もうこんなことはやらなくても

いい。もうやめよう」と思つたことはあります。しかし,やはりそういうものは本当にやりたいのであ

れば,生徒たちにその大切さ,実際に学校だけではなくて,せっかくそういう教室があるのに行かない

のはよくない,これは本当に大事であなたの将来のためだということを主催者が伝える。本当にそれを

やりたと思つている人というのは・・・。

(フ ロア 8) ブラジルの親の考えです。

(パブロ)親の考えです力、 もしかしたら,その大切さが分かつていないだけではありません力Ъ

(フ ロア8) 子どもは分からないから,親が教えてやらなければいけません。親の考えです。

(パブロ)僕 にもルーマニア人の生徒がいて,授業には来るのですが,なかなかまじめにやりません。

それで親に電話して話したら,なぜまじめにやらないのか,なぜ毎日来ないのかという事情が分かりま

した。僕が言つてもそれはケース・バイ・ケースなので,本当に真剣にやっていらつしゃると思います

が,実際に親を呼んで直接お話しすると一番分かると思います。「私はこういうことをやりたいと思つて

います。あなたたちの息子さんにぜひ来てほしいのですが,考えはどうです力Ъ 私たちはあなたたちを

サポー トしたいのです」と中に入つた方がいいと思います。ただ来ないから「何だよ」と思うのではな

くて,も う少し距離を縮めることが非常に大事だと思います。

(田上) 間違つていたら言つてください。結局ユリ君の話は日本人,支援者,それから学校などとブ

ラジル人との距離が遠いという話でしたよオ礼 つまり中にも入つていない,見ていないのに何か問題が

あるのではないか,何か悪いのではないかと思つてしまうという意見だつたと思います。これに関して

何か意見がある方はどうぞ。

(フ ロア 9) 今日はどうもありがとうございました。今の話を聞いていて,ブラジルから来ている人

に日本語などを教えることはとてもいいことですが,「なぜブラジル人は来ないのか」とか「だから日本

人はこうなのだ」という考え方こそ距離を広げているので,お互いに話してみて「どうしたのですか」

と声を掛けられるなど歩み寄つていくことが大事かと思いました。それは外国人だろうが日本人だろう

が一緒だと思います。

僕は高岡の瑞龍寺というお寺の近くで「コミュニティーハウス『ひとのま』」という場所を開いていま

す。そこは小さい子どもから高齢者まで,それこそ外国人でも障害者でも誰でも来ていいという家で,

日本人でも生きづらさを抱えている人がたくさん集まってきています。最初に居場所の話がありました

が,今, 日本にはひきこもりの若者が 100万人いるといわれていて, 日本人でも非常に生きづらい社会

になつてしまっています。そういう若者と毎日のように触れ合つています。みんなが生きづらい状況に

なっているのがなぜなのかは分かりませんが,僕は日本人なので,も つとみんなが生きやすい社会をつ

くつていかなければいけないと思い,誰でも来られる場所をつくりました。そこで何か生まれるのでは

ないでしょう力、 今,生きづらいと思っている人こそが新しい社会をつくるヒントを持っているのでは

ないかと思うし,そ ういう場所がたくさんできていくといいと僕は思つています。「外国人だからどうだ」

とか「ブラジルの人はどう思つているのか」という見方ではなくて,同 じ人間なので歩み寄つていく姿

勢が大事だと思いました。
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(田上) ありがとうございました。今の話の中で,中に入つていかない,お互いに知ろうとしていな

いとい うこと,それから日本人側にも同じような問題があつて,生きにくくなつているという指摘だっ

たと思いますが,こ の点に関してご意見のある方はいらつしゃいます力、

(フ ロア 10) このようなイベントは,最高に大事で貴重だと思います。この二人の若者が勇気を持つ

てここで顔を見せていることを,私は非常に尊敬しています。津村先生も, 日本のことではなくてもコ

ミュニティー全体,ブラジル人全体, 日本人全体,社会のための仕事をされていて,私はそれを非常に

尊敬しています。私はこの方々と同じ勇気を持つていませんが,今 日,こ のイベントに参加させていた

だいて,勇気を出さないことはとても自己中心的ではないかと反省しました。これからもこういうイベ

ントなどをどんどん続けてほしいです。これからも富山に何回も来ていただきたいと思います。

ここで ドキュメンタリーの映画を見て, 日本にいるブラジル人は日本が大好きだということが明らか

になつたのではないかと思います。確かにお互いに分からないこと,理解できないことがたくさんある

と思いますが, 日本のいいところは,言葉が分からなくても,仕事が分からなくても,本当に丁寧にい

ろいろ教えてもらえることです。確力ヽ こ人間はみんな一緒ではないので,そんなに優しくない人もいま

すが,できるだけのことはしていただいていると思います。

われわれブラジル人は日本のことが大好きだと知らせてほしいです。私には息子が二人いますが,小

さいころに来て,ブラジルに帰つたことがありません。私も今この年になっていますが,ブラジルに帰

ったら自分の人生がどうなるか分からないので帰るつもりはありません。日本が大好きです。

(田上) ありがとうございます。とにかくお互いに分かり合 うことがまず一歩だと本当に思います。

パブロ君,お願いします。

(パブロ)確 かに,これはこれからの第一歩に過ぎないと思います。課題は多く残つています。今の

ドキュメンタリーは私だけではなく多くの方々の手でつくられたものです。これからもマイノリティー

として,ブラジル人として頑張つていきたいと思います。ご理解をいただきまして,今回,その気持ち

を表していただいて本当にありがたいと思います。

◆まとめ

(田上) 本当にありがとうございます。青木さんから一言。

(青木) 先ほど「ひとのま」の方がちらっとおっしゃっていましたが, 日本人にも同じ問題がありま

す。差別やいじめの経験を高岡の若者のお二人が語つてくれましたが,実際に日本人だけの集団でもあ

りますよオヽ 勉強が分からなくて自分に自信をなくしてしまって,居場所がないと感じている子がいる

のは日本人も同じです。実は,就労問題も同じなんですが,そ ういう日本人が抱えている問題を,外国

人は色濃く凝縮して抱えていると思います。外国人の子どもたちの問題に取り組むことは,そ ういう日

本人の抱えている問題に取り組むことと同じだと私は思つています。ユリ君の 「認められたいためにギ

ャングをやつている」という言葉がすごく心に残りましたが,人に認められたいという気持ちや自分の

居場所がほしいという気持ちは映画にも出てきたし,同 じ気持ちを抱えている子どもが高岡にもたくさ

んます。

いろいろな子どもと今まで出会ってきて,不登校になつたり,問題行動を起こしたりして, ドロップ

アウトする子がたくさんいました。居場所がないと,そ ういう周辺化した子たちで集まります。クラス

で友達はなかなかできなかつたけれど,不良は友達になってくれたと言うんです。やはり子どもにとつ
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て人間関係は一番大事だと思いますし,そのためには,自分に自信を持ってほしいと思います。どうや

っていくかは難しいですが,い じめや差別をなくしたいです。でも,まずは, 自分に自信を持ってもら

うために,言葉や勉強をこれからもサポー トしていきたいと思っています。

(二瓶) ブラジルと日本の文化の違いは大きいです。例えば,ブラジルでは「ありがとう」は 1回 し

か言いませんが, 日本では何回も言います。そこでもトラブルがあるのです。ですから,一番大事なの

は文化を理解 し合って信頼することだと思います。

(田上) 時間が少し過ぎてしまいましたので,ま とめに入らせてください。会場で 「最後に一言」と

いう方はいらっしゃいますか。

(フ ロア 11) 今日は非常に楽しみで来ました。二瓶さんとはもう 15年になります。彼女はブラジル

から来ていますが,彼女のおしとやかな物言わず我慢する性格は,私 とは全く正反対で驚いています。

それでずっと長い間お互い理解してきています。私は国際ソロプチミス トという女性の世界的なボラン

ティア団体で,高岡では三瓶さんを通じて,も うなくなりましたがブラジルの就学前の幼稚園の子ども

たちのサポー トや,去年からやっとアレッセに少しサポー トできるようになりました。とにかく理解し

合うのは一緒です。人間ですから10年前も20年前も同じで,今は理解するしかありません。高岡市や

行政の方もやつと多文化共生を少し認めるようになつてきている時代なので,やはりこれは話し合うし

かないと思います。

とにかく褒めることです。私はデザイン関係の専門学校をしていまして,留学生も来ていますが,来
ない子もいます。ただ,在留資格などのために成績や出席 日数が落ちかけて必死になっていますが,そ
れよりも何よりも褒めて楽しく授業をすれば必ず来ます。そして,下手でもどんどん日本語を使 うよう

にしながら楽しく褒めていれば,みんな前向きになって勉強しだすので,お互いに心を許して褒め合っ

て楽しくすればいいと思います。先ほどユリ君が「楽しかつた」と言つたのはそのとおりだと思います。

楽しかつたからそこにいたのだと思います。だから,普通にしていても楽しくなればいいと思うので,

これをもつと進めてください。

(田上) 最後に津村先生,小倉先生,お願いします。

(津村) 今日は重ねてありがとうございます。私は彼らと出会って,む しろ彼らから元気と力をもら

っています。僕は酒が好きですが,だ らしないのでいつも彼らに「少し酒を控えろよ」と言われていま

す。僕もつらいときがあつて,断念 したこともいろいろありますが,彼 らから「頑張れよ」「頑張ろうぜ」

と力をいつももらっているので,彼 らと会えてよかつたと思います。今日はありがとうございました。

(小倉) 今日はどうもありがとうございました。僕は富山大学の人間で,主催者側の一人ですので,

皆さんに感謝します。

最初に,今 日はいろいろな話がありまして,一つは文化の違いがあると思いました。僕も日本人です

から,これから「ありがとう」は 1回だけにしようと思いました。

それから,富山に住んでいる外国人で一番数が多いのは中国人,2番目がブラジル人です。私たち日

本人は,この富山に住んでいる中国人たちと同じようにコミュニケーションしようとしたときに中国語

を勉強するでしよう力Ъ ポル トガル語を勉強してブラジル人たちとコミュニケーションを取ろうと考え

るでしょう力ヽ そうではなく,みんなが日本語を勉強するべきだとつい思つてしまいます。その考え方

をどこかで変えなければといけないと僕は思いました。実際にそれができるかどうかという問題は非常

に難しいですが,ポル トガル語や中国語を勉強しなくてはいけないと思つても思わなくてもいいのは日
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本人です。しかし,ブラジル人や中国人たちは日本語を勉強しなければならないという状態に置かれて

います。その環境の違いは非常に大きいのです。そのことを身に染みて感じることが必要だと思いまし

た。

それから映画を見ていて,僕は大学の教師なので非常に複雑な気持ちになりました。16歳から 20歳

代前半ぐらいの人たちがこの映画に出てきて,自分の人生を語り, 自分が置かれている境遇について自

分なりに分析し, 自分の将来についても語つています。そして家族のこと, 日本のこと, 自分の故郷と

いうと難しいですがブラジルのこと,さ まざまなことを必死になって考えて語つています。そういうこ

とが,例えば今の普通に高校や大学に行つた日本人の若者にできるだろうか,それだけのことを語れる

だろうかと僕は感じました。多分,語ることは非常に難しいと思います。なぜなら,そんなことは考え

なくてもいいからです。つまり,高校に行き,大学に行き,そ して普通に就職していい会社に入るとい

う路線に乗れば,何も考えなくてもいいのです。逆に言えば,何も考えないことがこの日本の中でうま

くやつていく一つの方法なのです。それでいいのかどう力、

そこで,僕は「それでいい」と言いたいけれども,それは自分の魂の半分を売ることだと思います。

そういう社会になつている今の日本をつくつているのは,少なくとも主権者である私たち日本人の責任

だろうと思います。先ほども話がありましたが,今,日 本の社会には 1年間に 3万人の自殺者がいます。

それは,世界的に見ても非常にとんでもなくリスクが大きい社会です。その中で若い人たちにリスクを

負わせていることを,私のような世代はどうしても考えぎるを得ないと思います。今の若者たちに一番

多い死亡原因は,当然,事故死です。しかし,それに次いで多いのは自殺です。一番これからエネルギ

ッシュに生きていかなければいけない人たちが,自分で自分の命を絶つ。それが今の日本の社会です。

その中で最もつらい状況に置かれているのは, 日本の中のマイノリティーの人たちだと思います。

本当であれば,大学はこういうことをもつときちんとサポー トしなければいけません。それが富山大

学はきちんとできてこなかつたと思うので,これをきつかけにして何かできることをやつていかなけれ

ばいけないと私は思つています。私は学長でも何でもありませんが,今後こういうことをやりたい,富

山でこういう活動をしてみたいということがあれば,ぜひまたご相談いただければと思います。どうも

ありがとうございました。

(田上) 皆さん, どうもありがとうございました。だいぶ時間が過ぎてしまいましたが,これから日

本が成熟していくために何をしなければいけないか,今のディスカッションの中から少し見えたような

気がします。一人一人の行動の変化につながればと思つています。どうもありがとうございました (拍

手)。
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1.4.孤独なツパメたち ―子育て編― デカセギ第二世代の母親 2人の選択

津村公博 (浜松学院大学)

ガブリエラ (22)は ,デカセギロ的で来日したブラジル人の子どもで,いわゆるデカセギ第二世代の

若者である。同じ第二世代の若者と出会い,みゆう (1歳)をもうけた。ガブリエラは,昼間は大学に

籍を置く大学生だ。高校の時,一年休学して大手家電量販店で働いた経験がある。2008年末の経済不況

の影響で父親が仕事を失い,ガブリエラが働いて家族を支える必要があつたからだ。ようやく父親が仕

事に就いた時に高校に復学して,今までの遅れを取り返すように勉強して大学に合格した。ガブリエラ

と一緒に住む彼 (子 どもの父親)は,非正規雇用の派遣労働者であるため仕事がない時も多い。経済的

に不安定であるため,ガブリエラは大学での授業の後に夜間に塾で講師のアルバイ トをする日もある。

その間,子 どもを彼の母親が預かつている。くたくたに疲れて彼の母親宅に寄り子どもを連れて帰る時

に,子 どもと一緒に過ごせない自分が情けなく自然と涙があふれる。

スザーナ (20)も ,幼い子どもが 2人いる。ガブリエラとスザーナは親友だ。2人はいつでもお互い

の子育てを相談し励まし合つてきた。子どもの将来についても毎日のように話し合つた。そんな中,ス

ザーナは子どもの将来を考えてブラジルに帰国する決心をした。スザーナ自身は日本の公立学校は外国

人である彼女には学力も何も期待されていないと感じ,やがて勉強する意味や学校に籍を置く意味を見

つけられなくなった。14歳で中学校を退学
1して働き始めた。彼女の周りにも中学校を退学して工場で

違法
2に

働き始める子どもがいた。しかし,今は学校を退学したことを後悔している。「日本の学校は,

外国人の子どもに本気で勉強させようとはしない。デカセギの子どもだからやがて国に帰ると思つてい

るから。外国人の子どもに正面から向き合おうとしない日本の社会の中では,外国人の子どもの将来は

ないと思う。私のようになって欲しくない。子どもをしっかり受け止めてくれるブラジルで教育を受け

させ,ブラジル人として育てたい」と強い口調で話した。

1990年 (平成 2年)の出入国管理及び難民認定法 (以下入管法という)改正で多くの日系ブラジル

人の労働者が日本に渡つてきた。入管法改正当初は,単身で来日して短期間でお金を貯めて帰国した。

しかし,徐々に家族を呼び寄せて生活する者も増えてきた。幼くして連れて来られた子どもや日本生ま

れの子どもたちは,20歳前半から 30歳後半になつた。法務省登録外国人統計表 (国籍別 :ブラジル)

では,「25歳～39歳」の年齢層に属していると考えられる。この年齢層の登録者数は他の年齢層よりも

多く,7万人 (70,746人 )を超えており,ブラジル人の外国人登録者数全体の 37%に上る。

(「2011年法務省の登録外国人統計表 (国籍別 :ブラジル)」 から作成)

。現く4礁44魂4ノキ亀444444〆
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日本で教育を受けたデカセギ第二世代の若者の中には,親が帰国しても日本に留まり生活をする者も多

いことも,青年層の年齢が高い要因の一つであろうと推測される。

ガブリエラもスザーナもそのようなデカセギ第二世代の青年たちだ。彼らは, 日本で青年期を迎え子

どもを産んで育てる時代になった。しかし,第二世代の若者たちの子育ては厳しい。デカセギ労働者は

ブラジルの拡大家族を離れて日本での単一家族でのデカセギ生活が始まる。異なる文化での慣れない生

活から地域で孤立化するなか母親も含めて兄弟も働き始め家族の共有する時間が少なくなり家族の役割

も担 うことが少なくなる。デカセギにより家族結合がゆらぎ,親が離婚をして兄弟が家を出るなど家族

がバラバラになることも珍しくない。

2008年の経済不況は,輸送用機器を中心とした企業の集積地を直撃しデカセギ労働者から仕事を奪つ

た。日本政府が再雇用を望めない厳しい雇用環境にあるデカセギ労働者に対して一定額の帰国支援金を

支給する支援
3を

実施したこともあり,デカセギ家族の中には帰国する者と日本に留まる者に分かれ,さ

らなる家族の分散化を招く結果となつた。そのため,家族の分散化により子育てを家族に頼ることがで

きない者も多い。さらに,デカセギ第二世代の若者の中には,結婚しないまま子どもを育てる者も少な

くない。ブラジル人同士が日本国内で結婚する場合,母国と日本の両方へ婚姻届を出す必要があり,婚

姻手続きの面倒を避ける者も多い4。 なかには,子どもを産んだ後に結婚しないまま別れてしまうケース

もある。ガブリエラは,近い将来彼と婚姻の手続きを始めるつもりだ。「(ブラジル人は)子どもができ

たために一緒になる。正式な結婚をしていないから夫婦や親としての自党がない人も多い」と正式な婚

姻関係の重要性を言う。ガブリエラとスザーナの子どものかかりつけの小児科の院長は,「彼らの親たち

は,子育ては家族や同じデカセギの人たちで助け合つていた。しかし,その子どもたちの子育ては孤立

している。日本人の若い母親たちの子育てサークルにも入らない」と語る。

ガブリエラはスザーナが日本を離れる日の朝,スザーナを見送った。彼女は, 日本で子どもを育てる

つもりだ。「一人になつてしまった。ブラジルで子育てをするスザーナにうらやましい気持ちもある。正

直,子どもはどちらの国で育てるべきか気持ちが揺れる時もある。しかし,今は大学を出て一生懸命働

いて日本でみゆうを育てることが私の責任bだから,こ の選択を絶対に後悔したくない」

l日
本の義務教育は, 日本国籍を有しない外国人の子どもには適用されていない。

2_方,労働基準法や職業安定法など労働関係法案は,外国人にも適用される。労働は労働基準法の 56

条 (最低年齢)で 「使用者は,児童が満 15歳に達した日以降の 3月 31日 が終了するまで,これを雇

用してはならない」としており,中学校に在学中には働くことはできない。
3「我が国での再就職を断念し,母国に帰国して,同様の身分に基づく在留資格による再度の入国を行

わないこととした者及びその家族」を対象に帰国支援を実施した。
4出生登録証明書,独身宣誓書,証人 2名による宣誓書等の他ブラジルから直接,婚姻要件具備証明書な

ども取り寄せる必要がある。
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第 2章 富山県の状況

米田 哲雄 (子 どもの日本語グループ)

2.1.富山県に住む外国人の子ども

2.1.1.富山県に住む外国人児童生徒総数 (市町村別,学校種別)は次のようである。

表 1  外国人児童生徒総数 (小 。中・高校の総数)

2007生巨度 2008生
「 度 2009生巨度 2010Z千切虻

/1ヽ 中 一局 /1ヽ 中 一局 /1ヽ 中 一品 /1 中 一品

富山市 56 30 69 25 55 38 55 30

高岡市 128 36 151 57 150 46 150 50

魚津市 1 0 1 0 2 0 2 0

氷見市 3 1 7 ０
´ 5 2 5 0

滑川市 5 0 6 1 0 1 0 0

黒部市 5 1 0 3 1 3 1

砺波市 2 14 2 10 7 10 4

小矢部市 2 5 1 5 7 1 7 0

南砺市 14 10 2 15 3 15 8

射水市 73 19 95 21 115 30 115 24

舟橋村 0 0 0 0 0 0 0

上市町 2 0 1 0 1 0 1 0

立山町 0 1 0 1 0 0

入善町 0 1 3 0 2 1
０
´ 0

朝日町 5 0 2 1 4 ９

“ 4 4

計 305 97 25 371 117 44 369 133 39 339 ０
る 47

校

校

一局

一局

エユ
　
エエ

公

私

＊ 19 21 22 27

6 23 17 20

出典 富山県多文化共生推進プラン改訂版 2011 学校基本調査

富山県に住む外国人児童生徒数は 507人である。この中には,オール ドカマーの子どもたちが含まれる。

2.1.2.ポル トガル語やタガログ語・ウル ドウ語など非漢字日の子どもが多 くいる (表 2)

「外国人児童生徒総数」表 1と 「日本語指導が必要な児童生徒数」表 2を見ると, リーマン・ショッ

ク以来,ポル トガル語話者が少なくなり,それが 2010年 30人程度の減少となっている。

ウル ドゥ語が第 2位であることに目を向けたい 1。
伏木港を中心とする貿易関係者が多く,定住化が

進んでいる。しかしながら,ウル ドゥ語に関する子ども対象の具体的な指導教材はほとんどない。この

ため,効果的な日本語指導がままならない状態である。現在富山大学極東研究センターが東アジア方面

の子どもに関わること,国立国語研究所の「移民コミュニティの言語生活研究会」がウル ドゥ語を母語

とする子どものことに関心を寄せている。この言語グループに翻訳などでの自助努力と学校関係者の経

験蓄積を期待したい。なお,2011年から富山県教育委員会がウル ドゥ語版 「外国人の高校進学」説明ガ

イ ドを出している。ウル ドゥ語話者の中には,既に高校進学の時期を迎える者がいるから,時宜を得た

動きである 2。
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表 2 外国人児童生徒・市町村別・母語別 2010年 3(言語については,指導必要数の内調

外国人児

童生徒数

①

日本語指 必要な子

割合

①′②X100
導が必要

なЮ

ポル ト

ガル語

ロ籍″
　
玉
ｍ

タ

グ

ウル ドゥ
五

中国語 その他

富山市 92 50 12 13 7 11 7 54

高岡市 172 122 104 4 7 7 71

魚津市 2 ９

】

９

″ 100

氷見市 6 1 1 17

滑川市 2 2 ９

“ 100

黒部市 3 1 1 33

砺波市 15 5 4: 1 33

小矢部市 7 4 4 57

南砺市 17 7 3: 3 1 41

射水市 135 112 50 16 28: 3 15 83

舟橋村 1 1 1 100

上市町 1

立山町

入善町 2 2 1! 1 100

朝 日町 8 4 3: 1 50

合計 463 313 178i    37 42 32: 24 68

出典 富山県多文化共生推進プラン改訂版 20H年

日本語指導が必要な児童生徒数と外国人児童生徒の割合を見ると,数の多い高岡市は 71%,射水市

83%,富山市 54%と なる。特徴的なのは射水市で,日本語指導が必要なもののかなりがウル ドゥ語話者

である。

2.1.3.第 2世代に目を向けよう

国際結婚
4の

増加により,富山県でも出生した子供が増えており (表 3),年平均 80名 である。容貌か

ら日本人と思われる場合もあれば,一見して分かることもある。養育の中心が母親である状態を考えれ

ば,母親の言語能力,文化的態度が子どもの成長と深く関わる。これは従来の学校の指導観では対応で

きない課題を生む。例えば,絵本の読み聞かせが難しいとか,十分な日本語の環境ではないとか,生活

習慣に独自性が見られるとか,それは大いに教育に影響をもたらす。しかし,こ の点の影響はあまり関

係者に自覚されていないし, 日本では研究も少ない。
*数値はあくまでも出生時のものであり,その後の社会的移動によつて変動する。

表 3 富山県で出生した外国人の子ども (親の両方または片方が外国人の子) 出典 国勢調査

出生年
  1998年  1999年  2000年

現在 費 認 耗 籍

８．

年ゴ

２８

年

１

２

６４

年θ

出生年
  2001年   2002年   2003勺三  2004勺三  2005勺三  2006勺三  2007年

→

99     108

ゴケ  励

８２

年２

８９

年θ

８９

年イ

６９

年５
８２
確難 /1蜜学勧弦れど鴫窪算
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2.2.日本語指導が必要な児童生徒数

富山県には, 日本語が十分分からず,学習の進まない子どもたちが313人いる。

文部科学省調査  計には特別支援学校 1校,2人を含む (以下同じ)

出典 文部科学省「日本語指導が必要な外国人児童生徒の状況」

富山県の「日本語指導が必要な外国人児童生徒」数は全国 17～ 19位である。従つて比較的外国人児童
生徒の「多い」県と言える。

日系外国人定住化が進み,少子高齢化等から国際結婚が増え, さらに留学生受入数が多くなって外国
人児童生徒の増加が顕著になってきたこと,富山県は比較的製造業が盛んな地域であることの結果とい

える。入国管理法の変更以来 20数年を経て,当然のことながら中学生年齢の増をもたらし,一部は高校
で学ぶ時期に入つている。にも拘らず,学校現場では問題意識が希薄であり,対策は遅れている。そこ

で,2010年 を中心に富山県の特色を取り上げ,課題を明ら力ヽ こしたい。

地域の特色
・ 外国人児童生徒が多いのは次の 3地域である。

高岡市 172人 , 射水市 135人 ,富山市 92人,この 3市で 86%を 占める。
この中で, 日本語指導が必要な外国人児童生徒は

高岡市 122人,射水市 112人 ,富山市 50人で計 284人 91%である。
・ 富山県は外国人散在地域と言われているが,こ の 3市は集住都市と言つた方が良い 5。

。 日本語指導必要数の言語別ではポル トガル語 178人  ウル ドゥ語 42人 フィリピン語 (タ ガログ

語)37人 中国語 32人Ю この 4言語で 92%である。
。 大まかな地域的傾向  高岡市は日系南米人が多い。射水市は東アジア貿易に係る関係者が多い。

富山市は中国籍が多く,国際結婚が目立つと同時に,多国籍の人々が住む地域である。

表 4 日本語指導が必要な児童生徒数
全国

19位
全国

18位
全国
17位

全国

18位

2004角巨度 2006在
「 度 2008角

「 度 2010在
「 度

外国人児童数 226 272 371  :    339

小

挙
日本語指導の必要な児童数 134 224 281  :    240

す
校 外国人児童数に対する比率% 59.3 82.4 75.7:     70.8

「指導が必要な児童」がいる学校数 39 57 5360

外国人生徒数 99  :      83  1    117  !    121
中

心
日本語指導の必要な生徒数 1■IIIII■ |`亭 : 五

す
校 外国人生徒数に対する比率

「指導が必要な生徒」がいる学校数 t,Ittt算葺|

県

立

高

;外国人生徒数

日本語指導の必要な生徒数

: 外国人生徒数に対する比率

‘

‐

一

，

‐

　

‥

一

一　

　

　

一

¨
　

一

26

2

7.7

1      25

1      0

1      0

44  : ４７

一
０

一
〇

供
:「藉套バ法曇な生花iぶ :(る撃稜荻 ９

］ 0 1 0

曇皐

外国人児童生徒数

日本語指導の必要な児童生徒数

351  1

197  11    276

1     72.6

380 532  :    509

351  :    313

66.01     61.5外国人児童生徒数に対する比率

「指導が必要な児童生徒」力れ るヽ学校数 81 8494
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。 県内 84の小中学校に日本語指導が必要な児童生徒が在籍する。これは小中学校の 63.2%に当たる。
・ 表 5は,数の多い 3市の 1校あたり平均人数である (2010年)。

表 5 外国人児童生徒の 1校あたり人数
いまや外国人が学校にいるのは特別なことではなく,普通の状

態になっている。それ故にか,外国人と言つても「特別な酉己慮は

しない,それが平等である。」という声が出ることもあり,学校

や教員によつては,外国人の子どもを「見ない子」「見えない子」

にしてしまう恐れがある。

2.3.外国人児童生徒を支える態勢

/1ヽ 学 校 中報

高岡市 5.6 4.2

射水市 7.7 3.4

富山市 0.9 1.2

2.3.1.直接外国人児童生徒と接する教員は,学級・教科担任の他に日本話教員と支援者の2

種がある。

表 6 富山県の子どもと支援者数

子ども数 支援者 2011.7
2010左F度 加配教員

12人
適応指導員

5人
相談員

19人

/1ヽ 学 校 日本語指導が必要な児童数 240

支援者等のいる (行つた)学校数 53 10校 10校 39校

中報 日本語指導が必要な児童数 71

支援者等のいる (行つた)学校数 30 ９

御 6 13

高 校 日本語指導が必要な児童数 0

支援者等のいる (行つた)学校数 0 0 0 0

計 日本語指導が必要な児童数 313

支援者等のいる (行つた)学校数 84 12 16 52

出典 多文化共生推進プラン改訂版
加配教員

は学校 に

常在する

5人が 16校

を週 1～2

回担当する

19人が

52校ヘ

行く

学級担任を除けば,少数の関係者が外国人児童生徒の指導に東奔西走している (表 6に含まれない市

採用支援者がいる。指導員 。相談員 17人 )。

① 加配教員は外国人児童生徒等日本語指導員ともいわれ,現職教員である。しかし,教員資格の中に
「日本語」はなく,教員養成関係大学でも取り上げられていない。したがって,校内人事の中で「こ

の人はどうだろう」と思われる人を日本語 (国際)教室の担当としている。年に 1回,筑波の教員

研修センターで4日 間行われる「外国人児童生徒等に対する日本語指導者養成講座」(いわゆる中央

研修)を 1名程度が受けたり,大学の日本語関連講座へ 3か月程度の短期留学をしたりして実務に

当たつている。

通常 1校 10名 以上の外国人児童生徒がいる場合 1名の加配教員がつき,国庫補助金が出る (2011

年,全国の小中学校に 1285人 ,高校に40人 単独で 5人とする県もある)。 同一教員が長期にその

立場にある場合と短期間でめまぐるしく交代する場合がある6。 ヵ晒己教員は該当者を学級から取り出
し別室で指導するが,これは子どもの人数次第で,期間も千差万別となる。指導時間も同様週 2～ 4
時間だが,変動することが多いようである。加配教員の校内における立場が確立されていない場合
があり,役割の明確化が大切である。

② 外国人児童生徒適応支援員は,外国人児童生徒指導上の困難を抱える学校に一定期間配置し,学習
や生活の補助を行 う。加配教員同様,子どもの日本語指導について特別の訓練を受けた者ではなく,

子どもの母語がある程度分かることで教員免許は問われない。一番の問題は「緊急雇用創出事業」
で行われていることで,仕事は不安定,時給,短期契約である。子どもの母語理解や教員資格の是

非などから,はたして適切な人材確保が可能なのか,議論の残るところである。
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③ 外国人相談員は外国人児童生徒のいる学校へ必要に応じて派遣される。主な仕事は,生活指導や学
習指導に当たる日本語指導員への補助,保護者との相談,教材作り, 日本・外国の生活習慣などの

説明,就学事務の援助などだが,保護者への連絡事項を翻訳し,伝える仕事が多くなる。これらに
は学校教育に対する深い理解が必要で,単なる通訳で済む仕事ではない。「外国人のことはあなたに

任せた」と丸投げされる場合もあり,短期契約の身で責任の重さにお手上げ状態である。どのよう
な言語の相談員が準備されているかも不明である

7。

学級担任や力日配教員・適応指導員・相談員が互いに関わる児童生徒の情報を共有し,協力して指導す
ることが大切だが,その要は,校長をはじめとする学校運営の立場にある人々である。この層の理解 ,

指導技術は十分とは言えない。

現実には,加配教員・適応指導員のいる学校は少数であり,学校それ自体の支援体制の早急な改善が

求められる。さらに色んな部分を地域のボランティアが担っているが,それとてほんの少数者を対象に
しているに過ぎない。地域ボランティアを発掘し,その人々との協動活動をどう進めていくか,これが

地域にひらかれた学校の新しい課題となつている。

現在,Web上に「多言語・学校プロジェクト (通称 “かすたねっと")」 で 13言語,4000点の連絡文
書を検索でできるが,こ の存在そのものが日本人教員に周知されているわけではない。多文化共生時代
を迎え,阪神大震災以来, 日本語について「やさしい日本語」の考え方が唱えられてきた。これは学校
や行政においても重要である。外国語,母語に翻訳すれば,あ るいは手引きやチラシ 。お知らせを出せ
ばそれで伝わると考えるのは早計である。外国人保護者は多種多様,全ての人が均質の教育を受けてい
るわけではない。教育委員会・学校の担当者は,常に各言語グループやボランティア団体との接触を持
ち,彼らの実情を理解し,育てる努力が大切である。

2.3.2.教員や関係者の研修を充実させる

富山県総合教育センターは,かなり早くから外国人児童生徒教育実践講座を開いていたが,「挨拶言葉」
程度の語学研修,文科省主催研修会 (中央研修)の伝達などに時間を割いていた。最近まで教員資格者以
外の参加を認めず,「受講者 3名で研修会をやつた」など形骸化していたと見られても仕方がない。研修
関係者には外国人児童生徒や関係する教員の実情を的確に把握し,企画実施することが求められる。本
年度,会場を外国人児童生徒の多い学校に移すなど,いくらか改善の意図がうかがえる。また,地域ボ
ランティアとの連携・協力も必要である。

2.3.3.外国人生徒には,どんな進路があるのか

富山県の外国人生徒の中学校卒業後の行方については,全く分かっていない。高校進学率は,公表さ
れている各種統計から推測すれば約 30%である

8。

県内ボランティアグループが 2011年 「高校進学プロジェクトinと やま」をたちあげ,多言語の説明
資料を使つて高校進学説明会を開いた。2012年度は高岡・射水・富山市の 3か所で行つており,保護者
からは「すべて初めて聞いた話」との声が寄せられている。外国人生徒の場合, とりわけ保護者は,進
学についての知識・情報はゼロであると考えたほうが良い。経済的な準備も重要であるから,学校は若
い年齢からの進路指導に留意すべきである。将来彼らがどんな生き方をするか,その手がかりを提供し

なければならない。それがひいては「日本人にも外国人にも暮らしやすい」社会を目指す富山県の姿勢
に合致する。(6章参照)

富山県のウル ドゥ語を母語とする児童生徒数は,全国 9位である。

富山県教育委員会は高校進学ガイ ドを多言語紙資料と動画 DVDで配布している (Webでも取得できる)。

この表には, 日本国籍をもつが「外国につながる～」子どもは含まれていない可能性がある。

多くは日本人男性と外国人女性である。

外国人集住都市について,明確な規定はない。

外国人児童生徒指導者の広がりに欠けることや指導技術継承がうまくいかないことがある。

2004年 1年間にわたつて「子どもの日本語グループ」が外国人児童生徒指導の学習会を開いていた時,複
数のスクール・カウンセラーが参加していた。睦嬢ヨから相談を受けても答えられない」ことが参加動機で

あつた。

国勢調査年齢別人数  都道府県別登録外国人統計  学校基本調査  日本語指導が必要な外国人児童

生徒の受入れ状況等に関する調査  (なお,富山県全体の高校進学率は 99%である)
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第 3章 子どもたちの進学

3.1.問題のありか

青木由香 (ア レッセ高岡 代表 )

日本語を母語としない子どもたちには, 日本での生活において様々な問題があるが, とりわけ学業の

達成に関しては大きな困難を抱えており,これが将来的には彼らの深刻な就業問題へと繋がつていく。

教科学習における困難は小学校に入学した時点から始まっているが (も ちろん,途中転入した子どもた

ちは更に困難が大きい),困難は段々と積み重なり,小学校や中学校の段階で中退してしまう例も見られ

る。小学校や中学校が「義務教育」ではない外国籍の彼らは,大きな壁に突き当たり挫けそうになって

も,法に守られることなくドロップアウトしてしまうのである。富山県においても,2008年射水市にお

いて学齢期の子どもの不就学調査1が
行われ,小学校の就学率 94.4%,中学校の就学率 82.6%と ,それぞ

れ 5.6%,17.4%の外国人の子どもが不就学の状況にあることが明らかになり,関係者に衝撃を与えた。

しかしながら,小学校や中学校,そ して地域の支援者も,こ の状況を手をこまねいてただ見ていたわ

けではない。5章に見るように,様々な手立てを講じて状況を改善しようと試みている。とはいえ,子
どもの「学習言語」の習得には時間がかかり,授業に十分ついていけるようになるまでの間に,子ども

たちは「義務教育期間」を終えてしまう。そこに彼らを待ち受けているのは,高校受検である。

日本語を母語としない子どもたちの高校進学率や就学率は,一部の地方自治体を除いて全国的にも公

表された正確なデータはないが,概ね 5割前後と言われている2。
富山県においてもきちんとした調査は

行われていないが,米田哲雄氏の報告によると,県内の高校進学率
3は

推定約 4割 4,「
通学率」

5に至っ

ては推定約 3割であるという。この数字は,統計値の計算によつてはじき出されるものであり,別地域

への移動や年齢層のずれなどを考慮しておらず,正確に実態を反映しているとは言えないかもしれない。

しかし,そのことを考慮に入れたとしても,この数字から推測される現実は決して明るいものではない。

高校受検という子どもの人生を大きく左右する一大イベントにおいて,富山県には,特有の問題が存

在している。一つは,2010年の時′点で,富山県の県立高校の入学試験において,外国人生徒に対する特

別枠や特別措置が何一つ設けられていなかつたこと6。
もう一つは,日 本における高校の位置づけや富山

県の入試のシステムなどの情報を多言語で提供する場がなかつたことである。もちろん,富山に住む外

国人の子どもたちの高校進学を阻むものは,他にも数多く存在する。しかしながら,こ の2つが他県に

住む子どもたちよりも富山の子どもたちを苦しめている大きな要因であるということは,県内の支援者

の間では共通認識となっていた。

以下,こ の 2つの問題について,状況を変えようと立ち上がった地域支援者の動きを 3.2.と 3.3.で
,

これを受けての富山県の対応を 3.4.で,最後に,現在の全国の状況と今後の課題を3.5で報告する。

3

4

5

6

外国籍子どもサポー トプロジェクト (2008)『2007年度外国籍子どもサポー トプロジェクト報告書』財団法

人とやま国際センター

3.5で示されているいくつかの自治体の進学率はこれに比べて高い数値を示している。これらの自治体は,

外国人集住都市会議にも参加し,多文化共生や外国人の子どもの教育に力を入れているところであり,不
就学調査も含め,積極的に子どもの実態を把握し, 自治体をあげて支援を実施した結果であると言えるだ

ろう。
「推定進学率」 ;高校生徒数÷中学校生徒数×100(外国人のみ)(出所 ;学校基本調査)

2005年は25.5%であったが,2010年は 38.8%と ,上昇傾向にはあると言える。
「推定通学率」;(通学の傍ら仕事 +通学)÷ 15～ 19歳の総数×3/5× 100(出所 ;国勢調査の年齢別人数)

2010年当時,外国人生徒に対する特別枠や特別措置を全く設けていない自治体は,富山を含めて 6府県の

みであつた。
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3.2.高 校 入 試 特 別 措 置 に 向 けた動 き

橘 秀雄 (富山県南米協会 事務局長 )

3.2.1.南米協会とは

南米協会は,本県からの中南米移住者 (戦前。戦後計 2256名 )及びその子孫家族との絆を大切に継続し,

ブラジル,アルゼンチン,ペルーの 3か国の県人会及び各地の支部をはじめ,本県から進出した YKK,

不二越などの現地で活躍される本県関係者や企業活動を通じて,南米諸国との交流を深め,友好親善に

寄与したい趣旨で,昭和 54年に設立された。

3.2.2.在住のデカセギ日系人

一方,時代が変わり,近年では,かつて日本から南米に移民した人口に相当する約 30万人の日系人が

デカセギのため滞在し,県内でも高岡市,射水市等を中心にピーク時には約 4800人 (06年末)が在住し

ていた。

本会でも,これらデカセギ日系人の労働及び教育に関する問題に強い関心をもち, とくに子供の教育

については,こ とばと文化の壁等による不就学や不登校に心を痛めていた。

3.2.3. 「ア レッセ高岡」「進学プロジェク ト inとゃま」の活動紹介の記事
2010年 8月 13日 北日本新聞に外国人中学生の高校進学を支援しようと,ボランティアグループ「ア

レッセ高岡」によつて行われている学習支援活動,お よびボランティア有志「進学プロジェクトinと や

ま」によつて開催された外国人親子のための高校進学説明会を取り上げた記事『夢実現へ高校進学を』(文

化部・橋本真弓記者)が掲載された。その記事の終わりには,神奈川県で実施されている外国人生徒に対

する高校入試の特別措置を紹介し,「一方,富山県教委は『要望がない』などとして,現在のところ特別

な措置を取つていない。」と結んであった。しかし,日 本の社会に明るくないデカセギの彼らには,直面

する切実な問題でも,「要望」などという形式で公に声を出すことなど,非常に困難であろうことは容易

に推測できた。

3.2.4.県内の支援者が集ま り,連名で要望書を提出する

記事を一読して,これは,M該1で放置できない重大な問題」であり,本会がこの機会を見逃さず,「進

学プロジェクト土nとやま」の活動と県教委との 「橋渡し役をせざるを得ない」と直感した。そこで事

務局で早速,要望原案をまとめた。その要望書を当時の鹿熊安正南米協会会長にお諮りしたところ,趣
旨に快く承諾され,記事から2週間余り経過した9月 2日 に, 自ら県教委に足を運ばれ,東野宗朗教育

長,荒井克博理事 (教育次長),山峙弘一県立学校課長が並ぶ席で,説明のうえ,直接要望書を手渡され

た。東野教育長は,その席で 「県教委として先進地等の情況を調査し,できることから始めたい。その

ため, しばらく期間の猶予がほしい。」旨を回答された。

その後,こ の問題意識は広がりを見せ,県内の他ボランティアリーダー, 日本語教師,研究者などが

集まり,2011年 1月 から「有志の会」が開かれるようになった。有志の会は「外国につながる子どもを考

える会」と名乗り,メ ンバーで練り上げた要望書と,なぜそのように考えるかを示す参考資料を提出す

る動きに発展する。2011年 6月 1日 ,連名16名 で,知事への要望書提出と教育委員会への要望書提出を行

つたと聞く。

このような動きの結果,県教委は平成 24年春の入試より,要望のうち入試問題中の漢字に振り仮名が

つけられる特別措置を実施した。しかも振り仮名つきの試験を受けられるのもその受験生が渡日してか

ら6年の間である。この期間に決定されたのは,学習言語の発達に配慮されたためと考えられる。この

措置により受験の条件が改善され,これまでに比べ大きく状況が前進したことになり,たいへん喜ばし

い。
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3.2.5.今後の課題

南米協会が中心となつて,速やかな対応ができたのは,私が約 15年前にとやま国際センター (TIC)

事務局長の頃,義務教育年齢なのに平日の昼中に無為にロビーで時間をつぶす日系人の子どもを気にか

け,外務省主催の全国会議等で問題を提起し,対応を求めていたからである。このような状態を放置す

れば,中卒でもない日伯両語とも不十分な定職に就けない若者が生まれ,多文化共生などとは程遠い社

会になる懸念がある。彼らをどのように支援していくかは,私にとつて積年の課題であつた。

以上のような経緯で,平成 24年度より,漢字に振り仮名が振られるようになつたわけだが,子どもの

現実に目をやると,漢字や漢語が苦手な子どもは文字表記の問題というより, 日本語の語彙自体が少な

いのが実態であると言える。しかし,実際に受験できるレベルに達する日系人の子どもの割合が極めて

低いようで,心を痛めている。従つて,今後ともよリー層, 日本語指導,教科指導が充実していくこと

を希望する。さらに入試そのものについても,今回の措置からさらに踏み込んで,外国人特別枠等を設

けた上で,高校入学後も日本語の指導を受けられるようなシステムを作ることが肝要であろうと考える。

受益者である外国人 (生徒 0保護者),実際に指導を受けもつ学校現場及び制度を施行する県教委の三

方ともにメリットがもたらされるよう願つている。

【北日本新聞 2010年 8月 13日 】
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3.3.進 学 説 明会 の 実 施 に つ いて

青木由香 (進学プロジェク トinと やま)

3.3.1.問題のありか

子どもの進学は,保護者の意向や経済力に非常に大きく左右される。外国人の家庭においては,子 ど

もに比べて保護者の方が日本語力も弱く, 日本の文化・習慣に関する知識, とりわけ日本の教育に関す

る情報に疎い傾向がある。日本の高校進学率は 98%に上り,ほとんどの中学生が半ば当たり前のように

高校を受検すること, 日本の社会において「中卒」はもちろん「高卒」の資格を有しているかいないか

がその後の進学や就職に大きな影響を与えること,高校への進学にはどの程度の費用が必要とされるの

かということ,また,高校によって入学時・入学後の費用が大きく異なること,さ らには,都道府県に

よつて異なる複雑な受検のシステムが存在すること (国立/県立/私立,全日制/定時制/通信制,推
薦/一般,1次募集/2次募集など),これらのことは,日 本人であれば (受検システムについては,「富

山県民であれば」),常識的なことがらとされ,改めて説明されることもない。各中学校においては,全
ての中 3生とその保護者を対象とした進学説明会が毎年開催されているが,これは以上の知識を前提と

して,具体的な受検の日程等について説明するものである。しかしながら,外国人保護者にとっては,

そもそも前提となる上記のようなことがらを「知らない」のみならず,「知らないということを知らない」

のであり,子どもが受検をする中で実際に問題が生じてから「知らなかつたということを知る」という

状況にある。

各地域の支援ボランティアは,子 どもの進学・受検制度に関して外国人保護者から質問や相談を受け

ることがあつても,問題が生じた後ではどうすることもできないケースが多々あった。日本の教育制度

や高校の位置づけ,富山県の入試のシステムや高校進学に係る費用について,事前に多言語による情報

提供の機会を設ける必要′性を強く感じていた。

3.3.2.民間ボランティアの連携による県内初の説明会の実施

2010年 5月 ,共通した問題意識を持つ県内各地に点在する支援ボランティアが集まり,県外では既に

実施されている多言語による進学説明会を富山でも開催しようと,話し合いが設けられ,「進学プロジェ

クトinと やま」が発足した。これは,地域や所属,立場を超えて目的を同じくする有志が集まったプロ

ジェクトチームである。その後,メ ンバーで分担して支援先進地区の情報を集め,説明会の現場に足を

運んでノウハウを学び,外国人に対する高校進学に関する資料の富山県版 (や さしい日本語)を作成し

た。

そして,まずは高岡市に多く住むブラジル人をターゲットに定め,資料をポル トガル語に翻訳し,高
岡市内の各小中学校にチラシを配布してブラジル人保護者への周知を行い,2010年 8月 1日 ,高岡市内

のブラジル料理店コラサン・ ド・ブラジルにおいて,県内初の外国人のための進学説明会を実施した。

当日は,約 30名 のブラジル人親子が集まり,資料を元にした各種説明,高校受検体験者の話などがポル

トガル語の通訳を介して行われた。その後,資料の中国語翻訳版も作成し,同年 10月 17日 には射水市

橋下条公民館においても,地域の国際交流イベント内にブースを設ける形で,ポル トガル語と中国語の

二言語対応による説明会を実施 した。しかし,こ の時は射水市の小中学校の学校行事と重なってしまっ

たこともあり,参カロ者が中国人保護者 1名 しかいなかった。

初年度の経験から,地域のボランティア単独で説明会を実施することは,当事者の説明会へのアクセ

スを容易にする日時や場所の設定においても,提供する情報の範囲や詳細さにおいても,限界があると

いうことを痛感し,やはり,各学校や教育委員会等,学校関係者の力が必要であるという結論に至った。
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3.3.3.富山県教育委員会による説明会の実施

民間ボランティアによる説明会の実施が各メディアで取り上げられたことで,外国人の子どもたちが

ぶつかる高校進学の壁についての県内における認識が広がり,高校入試において外国人生徒に対する何

らかの配慮を求める声が少しずつ高まってきた。2010年 9月 の富山県南米協会の動きに引き続き (3.2.

参照),2011年 6月 には「外国につながる子どもを考える会」 (代表 米田哲雄,山崎けい子)が富山県

知事および富山県教育委員会に「外国につながる子供の高校入試特別措置に関する要望」を提出したが,

この要望書の中には,県教育委員会等の主催による「外国人保護者対象の進学説明会」の実施について

の項目も加えられた。

これら要望書等の声を受けて,2011年 12月 ,富山県教育委員会は,ポル トガル語,中国語,タ ガロ

グ語, ウル ドゥー語,英語の資料を作成し,高岡市,富山市において県教委主催の外国人を対象とした

進学説明会を実施した (3.4.参照)。 民間ボランティア主催の説明会と比べ,よ り各中学校における保護

者への情報の周知が図られたこと,提供される情報がより正確で詳細であったことなど,専門家による

情報提供の有効性が確認された。

しかしながら,県教委による情報の提供は県立高校に関するものに限られることなど,限界も存在す

ることが判明した。また,残念ながら,県教委主催による説明会の実施は 2011年度のみであり,次年度

以降は 2011年の説明会の槙様を撮影 した DVDを配布することで対応するとされたことなど,2012年度

以降の情報提供をどう行っていくかについての課題は残された。

3.3.4.官民連携の模索

この状況を受け,「高校進学プロジェクトinとやま」は,説明会実施の気運を途切れさせまいと,県

教委に協力を呼びかけ,ボランティア主催の説明会に出前講座という形で説明に加わつてもらう形を企

画した。また,20H年度のボランティア主催の説明会では,射水市内の中学校の協力を得ることで開催

情報の周知や保護者の説明会へのアクセスを容易することができたという経験から,2012年度において

は,射水市に加えて,高岡市,富山市の中学校校長会にも働きかけ,各市内の中学校 (9月 29日 (土 )

於 射水市立小杉中学校,10月 16日 (火)於 富山市立奥田中学校,10月 24日 (水)於 高岡市立志貴

野中学校)を説明会の会場に設定した。2012年度の説明会は,各市の市教委の後援も受け,地域の民間

ボランティアと学校や教委との連携が図られた。

3.3.5.今後の課題

このように,富山県内における外国人のための進学説明会は,官民両方の強みを生かし,弱点を補 う
べく,説明会の在り方を模索し,発展してきたが,外国人保護者への情報提供という面において,すべ

ての問題が解決したわけではない。教委や学校と協力することで,説明会開催の情報の周知は強化され

たとはいえ,学校現場において「子どもは日本語がわかるから,親にも説明会は必要ない」「普段の保護

者との連絡に通訳を入れていないから,説明会は必要ない」などといった誤解が一部あり,情報周知の

徹底には至らなかつたこと,また,全体的な説明だけでなく個々が抱える問題に対応できるような形 (問

題を詳細・的確に捉え,生徒の学校や担任へとスムーズに橋渡しするなど)になっていないこと,さ ら

には「知らないことを知らない」,問題意識のない保護者に対して,説明会の意義をどう訴えていくかな

ど,今後解決すべき課題は多い。
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3.4.富山県教育委員会の対応 ―外国籍を有する生徒の高校進学に係る支援・

啓発について

富山県教育委員会県立学校課

3.4.1.外国人生徒への県立高等学校受検上の配慮について
富山県教育委員会では,平成 24年度入学者選抜より,日 本語を読む能力にハンディがある外国籍を有

する県立高等学校志願者に対して特別措置を行つています。対象生徒は,志願時において入国後 6年以

内の外国籍を有する生徒です。特別措置の内容は,すべての県立高校において,入学者選抜学力検査問

題中に使用しているすべての漢字にふりがなを付すというものです。ただし,設間に直接関わる漢字に

は,ふ りがなを付しません。特別措置の適用を望む外国人生徒は,出身中学校長を通じて,所定の外国

人特別措置適用申請書を一般入学願書に添えて,志願先高等学校長に提出することで出願手続ができま

す。この特別措置については,県内の全中学校,県立学校等に通知するとともに,県立高等学校入学者

選抜に関する中学校説明会や高等学校説明会において,手続き等の詳細を説明し,周知を図つています。

また,下記に示す 3.4.2.の 中でも本制度について説明しています。

3.4.2.高校進学に係る啓発事業

1.バンフレッ ト及び DVDの作成

外国籍を有する生徒の高校進学啓発をねらいとし,高校進学の意義や高校入学者選抜の制度について

説明したパンフレットを,平成 23年 12月 に母語別に翻訳して作成しました。パンフレットは,県内在

住者の数を参考に,ポル トガル語版,中国語版,タ ガログ語版,ウル ドゥ語版,英語版の5種類があり,

必要とする中学校に送付 しています。

また,高校進学の意義や高校入学者選抜について,母語で説明したDVDを平成 24年 3月 に作成し,市
町村教育委員会等に配布しました。この DVDは,ポル トガル語,中国語,タ ガログ語, ウル ドゥ語, 日
本語の5か国語で構成されており,必要とする中学校等へ貸出しています。

このパンフレットとDVDの動画については,以下の URLで もご覧いただけます。

httノ/Wmttym.ed.jp/gaikoku/(富山県教育委員会県立学校課 HPからアクセスできます。)

2.説明会の開催

県内に在住する外国籍を有する小。中学生本人や保護者に,高校進学の意義や高校入学者選抜制度の概

要について,母語 (ポル トガル語・中国語 。タガログ語・ウル ドゥ語)を用いて説明し,高校進学への

啓発を図る高校進学説明会を平成 23年 12月 に開催しました。開催場所は,参加者の便宜を図るため,

高岡市生涯学習センター (ウイング・ウイング高岡内)と 富山県民会館の 2会場で実施しました。参加者

は,高岡会場で 38名 ,富山会場で 28名でした。県教委担当者が説明を行い,それを通訳の方にそれぞ

れの母語で伝えていただく形式をとりました。説明の後は,母語ごとに質問を受け,個別の疑問や悩み

に対して回答する時間を設けました。

また,「出前県庁しごと談義」 (httpソ/ww‐ preitoyama.jp/cms」 ec/1001/ki00000220.html)と して,

担当者が外国人支援ボランティア団体の主催する高校進学説明会に参カロしています。入学者選抜制度の

説明や入学者選抜, さらには高等学校教育全般についての質問にお答えしています。
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3.5.全 国の状況

米田 哲雄 (子 どもの日本語グループ)

3.5.1,外国人児童生徒にとつての高校入試

表 1は,各県がどのように外国人児童生徒にヽヽ しているかを見るために,2012年度の県立高校入学

者選抜要項等1に基づいて作成した。

表 1 外国人生徒にかかわる県立高校入試の特別措置   平成 24年 12月 作成
日本

議

秘

敷

2010

外国人

児童生

徒比率

評
　
定

選抜要項で言及しているか 高校進学

率
20～23

戦 %言及あり 在日期間など 方法などの配慮点 その他

Jヒ″事樋彗 002%
青森 002% 1

岩 手 0.03%

宮城 100 004%
秋 田 0.02% 検杏時間延長 事前に日本語力を見る

山形 0.03%

福 島 003% あ り 在日3年以内 7ヤウ}こ 4キ RII未空

茨城 686 020% あ り 在 日3年以内 1校 2名

栃木 030% あ り 在日3年以内 学力検杏の代わりに面接・作文が可

039% 個別対応 前後期選抜でやり方変更 いくつかの検査を組み合わせる
教科がある場合は国数英 作文・面接共通

太田 83
大泉 93

伊勢崎 85

埼 玉 1424 019% あ り 在日3年以内 数 ・ 英 (問願 ル ビ付 き ) 面 援 6校で

千葉 0.19% あ り 在 日3年以内 顧計妾と′|夕:(日 だて) 5校で 4～ 17名

顛 022% 4 あ り 在 日3年以内 面接 と作文 (日 ノ英 ) 3校で 55名

神剰 || 2990 033% 5 あ り 国数英と面接 12校で84名受け入れ 日本国籍]取得者可

網 烏 005%
・ 富山 026% 0 あ り 在日6年以内 ルビ付き

石り| 0.05% あ り 在日3年以内 5校で配慮

福 井 0.12% 0 あ り 在国 2年以内 3教科と面接

山梨 262 025% あ り 在 日 7年以 内 R姉 鮮t斃択・ 而 接 3校で特別授業

024% 5 あ り 在日3年以内 国語を作文に 10分延長 ル ビ 質問 1)可

039% 5 あ り 在日3年以内 国数英に変えて各高校作成の日本語問題を課してよし

2485 059% 4 あ り 面接 と日本語力 学校毎人数明示 浜松 74

067% 4 特別文書 検査で英。中国・韓国・スだイン・ホ
゜
ルトカ

゛
ル語の説明あり 4校に受入れ 部

舗
1651 077% 5 あ り 在日6年以内

母語 日本語どちらかの作文と
面接

16校で 5人内 鈴眉186
四日市89

磐田65

054% 5 あ り 在日3年以内 10分延長 辞書可 ルビ付き

京都 253 009% 2 あ り 在 日 2年以 内 時間延長 ルビ付き

大阪 1823 0.19% 5 あ り
在日3年以内 数・英 母語作文 キーワードに母語併記 問題文ルビ 辞書

2冊可 時間 13倍

兵庫 739 0.12% 5 個男り配慮 ルビイ寸き 男唯
=受

験

奈 良 0.06% 4 朱午昇||、ど1ま 存 日 6朝 内 数・革 ・ 作 文・ 面 倍 3校で受け入れ

和歌山 0.03% 0

鳥取 002%
島根 0.06% 4 あ り 在日3年以内

004%
広島 442 0.14% 0

山 口 002% 2

徳島 002% 4 校長裁量で辞書破用などの配慮ありとするが,確認できず
香川 0100/0 4 あ り 在日3年以内

愛媛 001% 0

高知 001% 0

福 岡 402 007% 4

佐 賀 003% 0

長崎 001% 0 ル晰 り必要と認められる者

it本 002% 4 あ り
在日6年以内・過年齢嚇 、不可の者も可
31改澤キ駅 ・′餃 醸

全校枠内若千名

大分 002% 2

宮崎 002% 2

鹿児島 002% 4 校 早 裁 量 存 日 3年以 内 漢字ルビ表準備 延長 15～20分
沖縄 004% 0

計 28511 020% 3
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○ 塗りつぶしの県は外国人集住都市会議に参加する市を持つ。

○ 外国人児童生徒の比率 日本語指導必要数■児童生徒総数 (日 本人+外国人)× 100 2

0 評定 多文化共生センターが「多文化共生に関する自治体の取り組みの現状」
3に

おいて,公立高

進学にかかわる配慮を各県に問い (2006年時点),そ の回答内容等によつて独自に評価したもの。

5点

4点

3点

2点

1点

0点

;入試に関して特別配慮があり,進路説明会などを開いている。

その一方がある。

研修へ参加する制度はあるが,独 自対策ではない。

教員からの相談窓口がある。

研修などの開催を奨励,独 自対策はなし。

確認できず。

○ 特別措置の内容として,次の′点があげられる。

(1)在 日期間 (入国してから何年以内など)

(2)選抜検査方法 。時間・教科などでの配慮 (教科数の限定・面接 。作文など)

*ルビ振りについては,「外国人の子どもへの関心がある」と評価される一方,高校入試を突破する
方策としてはそれほど効果がない, という指摘もある。

(3)人数枠の設定 (H県が行っている)

*高校を決めて人数枠を設定する拠′点校方式,すべての学校で一定数入学を認める全校方式,この

どちらを採用する力、 また現状ではほとんどが普通課程であるが,それが良いかなど,議論すべ

きことが多い。

(4)受け入れた高校で日本語指導や母語指導を計画的に行 うところはいまだ少数である

○ 特別措置の一覧表から見えること。

自治体の取扱に大きな違いがある。外国人児童生徒の比率が低くてもきちんと対応するところもあれ

ば,高いけれども確たる方針のないところもある。これは,国 としての明確な方針が出ていない故とみ

られるが,2012年 4月 から始まった「日本語指導が必要な児童生徒を対象とした指導の在 り方に関する

検討会議 (文部科学省設置)」 は,次の 3点を図り,新制度をスター トさせることで,特別な課題をもつ

子どもたちに対応したいとしている。

・ 学校教育法施行規則改正
。 「特別の教育課程」に係る告示

・ 制度改正の周知

○ その他

表 1の評点 4や 5を得ている県では, 日本語指導や生徒の母語を選択教科にしたり,多言語での各県

立学校紹介をしたりするところがあり, どのようにして有為な外国人生徒に機会をつくるか工夫してい

る。

高校に入つたけれど卒業には至らなかった,こ の類の話を耳にすることがある。しかし実態は不明で

ある。在学率 。通学率を割 り出す動きもあるが,今のところ全国レベルの話で,施策に活かせる水準で

はない。二重県の「多文化共生を考える議員の会」は,手分けして各高校を訪問し,こ の実態を聴取し

ているとのことだが,時間を要するようである。
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表 2は文部科学省調査の

一部である。特別措置で,例

えば「在日3年」とする県が

多いが,それは「日本語指導

が必要な生徒」の 58.5%であ

り,入学試験では特別措置を

表 2 日本語指導が必要な外国人生徒の在籍期間別状況 中学校の欄 2010

比率 計 該当者 (筆者の注記)

1年未満 25.1

58.5 中学校の学齢で日本語指導が必要とされ

た者

2年未満 19.4

3年未満 14.0

5年未満 11.9
41.5

小学校の学齢から日本語指導が必要とさ

れていた者5年以上 29.6

受けられない者が 41.5%い ることになる。

言語学者の J・ カミンズによる第 2言語習得理論では,生活日本語習得に 2～3年,学習日本語では 5

～8年が必要といわれている。文部科学省調査でもそれが裏付けられているが,各県の高校入試では考

慮されていない場合が多い。在日年数 2年以内などは安易な設定であり,別タイプの帰国子女について

の文科省定義をそのまま援用したものと思われる。(最近では日本国籍を持つ帰国子女の中に,日 本語指

導が必要なものが 2000人と増えているので,こ の定義も問題である)

3.5.2.外国人生徒の進路を広げる

(1)進路 (進学)説明会を開く

1995年,神奈川県で初めて外国人児童生徒と親のための「進学ガイダンス」が始まった。以来多

くの地域で実施され,主催者交流会を持ち,互いにや り方や問題点を検討するに至つている。ボラ

ンティア中心に行 うことが主流だが,県や市などの自治体主催や大学 。NPO団体 。国際交流協会・

教職員組合が行 う例もある。親と子ども,あるいは教師に参加を呼び掛けたり,い くつもの団体・

機関が協働したりするなど実に多様である。ほとんどは多言語進学ガイ ド(手引き)を作成している。

この動きは高校入試の特別措置実施に結びついていく。

(2)進学した高校

どこへ進学したのか,全体的な統計はない。そこで断片的だが,高校進学後の様子を見たい。

小島祥美が全国の教育委員会に対して行つた調査によれば,「高校の外国人生徒を調査している」
4と

回答した 20県の平均で,外国人生徒が公立全国制に57.2%,定時制に40.4%,通信制 2.5%に在籍

している。日本全体では定時制に進む中学生が 3.5%であるから,外国人生徒がいかに多く定時制に

集中しているかが分かる。

しかも「日本語指導が必要な生徒」の 63.7%が定時制であるから,定時制の学校としては,在籍

する生徒の半数 49。 1%が 日本語を指導しなければならない状況下にある。

表 3 課程別進学者

全 日制 定時制 通信制 計

実数・外国人生徒 ① 2822 1993 122 4937

日本語指導必要 ② 535 979 24 1538

課程別比率・外国人生徒 57.2% 40.4% 2.5% 100%

日本語指導必要 34.8% 63.7% 1.6% 100%
*課程内日本語指導必要鯰 Э 18.9°/0 49.1% 19.7%

出典 小島祥美 外国人生徒と高校にかかわる実態調査報告書 2011

一方,田巻松雄の栃木県調査 5では2011年の外国人生徒卒業生 141人中,進学したものは78%で ,

その中の公立全国制進学は 53.6%,公立定時制 19.1%,公立通信制 1.8%,私立全日制 20。 9%だっ

た。進学以外の 31人中帰国した者は 11人,未定 15人,就職は 1人のみだつた。残 りは無回答。

-29-



富山県で高校に関して分かっていることは,ただ 1点,公立 。私立別の外国人生徒数である
6(こ

れは日本語指導が必要な者とは限らない)。 2010年公立高校在学者は 57.4%,私立高校在学者は

42.6%,これのみである (第 2章の表 1)。

*1.富山の外国人生徒は進学先が公立定時制,私立高校に集中しているようである。

*2.富山の多くの高校は「英語」が即ち国際化であると考える傾向があり,留学している者では

なく,富山に住む外国人生徒への対応が図られているとは言い難い。

(3)夢を育む,その指導が大切

一部の地域であるが,高校進学のみとどまらず,長い自己実現の道のりとして,将来を考えようとい

う機運が出ている。例えば,次のものがあげられる。

二重県から   キャリア・ガイ ド進路案内 (多言語)

キャリア・ガイ ド2DVD版 (多言語)

日本の学校で～*外国人児童生徒が進路を切り開いていくために (教師用)

愛知県から   進路開拓ガイ ドブック (保護者と子ども用 多言語)

進路応援ガイ ドブック (支援者用)

大阪府から   進路選択に向けて (多言語)

滋賀県から   未来のための進路ガイダンス

今,こ の人に (ロ ールモデルを示す)

築樋博子作   じぶんのことノー ト (小学生から始める)

多文化共生センター東京作  ロールモデル ;共に学ぶ

富山県子どもの日本語グループ構成  あこがれ職業百科 (子 どもの目線でしごとを見る)

参考事例 1  栃木県 言語と進路 %  122人調査  2008年 12月 現在

公立高校 私立高校 就職 帰国 実人数

全 日制 定時制 通信制 全 日制

一言［
一五中

日本語 7 53 29 18 *17
中国語 68 24 8 *25
ポル トガル語 24 9 3 18 3 21 *34
タガログ語 25 17 8 17 3 *12
スペイン語 47 21 12 3 *34

出典 教員必携 続・外国につながる子どもの教育

参考事例 2 在籍期間と進学率% 長野・岐阜 。愛知県  1,010人調査(6人は不明)

日本の学校にいた期間 実数 進学率

在籍別の内訳比率%
全 国制 定時制 その他

の進学

就職等

3年以下の在籍 119人 76% 47% 21 8 24

3～5年 135 62 32 24 5 39

5年以上 750 89 58 22 8 12

出典 外国人集住都市会議 2012東京

参考事例の栃木 。長野・岐阜や愛知県では早くから外国人児童生徒教育に取り組んでいたが,それが

進学率の数値 62～89%と なつて現れたようである。ただ,全国では「日本語指導が必要な児童生徒の状

況」に「5年以上でも指導が必要なものが 29.6%」 (表 2)いることを見逃してはならない。
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○ 外国人生徒の話題が出ると,次のようなことが話題になりやすい。

① 高校は義務教育ではない。高校教育に相応しい者を入学させるところである (適格主義)と 主張

する。

⇒ 一方では中学校の課程を終えた者を入学させるという課程主義の考えがある。

現実には進学率 97.9%だから,課程主義になつている。しかし,建前では適格主義で押し通す。

(富山県の高校進学率は 99%)

② 外国人より日本人を優先すべきである。特別措置は日本人に不公平であり「一種の差別である」。

⇒ 特別枠の人数設定を外枠とすれば解消できる。むしろ,生徒の国際理解,異文化理解に役立

ち,学校の国際化につながる。

③ 外国人生徒の入学後,現場が困惑する,負担が増える。

⇒ 新公立高校等教職員定数改善計画 (2010年)で 「外国人生徒への日本語指導の充実」が図ら

れた。

⇒ 多文化共生時代,少子高齢化時代に逆行する考えである。

④ 日本語といえば国語教師が,外国といえば英語教師が担当するものだろう。

⇒ 間違つた思い込み。

参考文献
。(表 1)作成にあたつて

[1]中国帰国者定着促進センター  都道府県立高校の中国帰国生徒及び外国籍生徒への高校入試特別

措置等について

[2]安場淳  各都道府県による「中国帰国生徒 0外国人生徒」の進学保障の現状

[3]小島祥美  2011年度 外国人生徒と高校にかかわる実態調査報告書

・外国人特別枠を設定したことによる問題点や効果について

[4]多文化共生教育ネットワークかながわ 「外国につながる子どもの教育に関する調査プロジェクト」

2010年

[5]細川卓哉  「外国人生徒の高校進学に関する教育課題―特別入学枠に着日して―」

12012年
12月 1日 の時点でWeb上に発表していない県については,20H年度のものを参照した。

2日
本語指導必要数は「日本語指導が必要な外国人児童生徒の受入れ状況等に関する調査」,児童生徒総数は

学校基本調査による。
3地

方自治体における多文化共生施策調査報告書 2007年 3月 (かなり古い)

4富
山県は「調査なし」と回答しているので,20県に含まれない。

5教
員必携 続・外国につながる子どもの教育 宇都宮大学

6学
校基本調査による

7「
日本出生・幼少時から広く日本語の環境下にあった」という意味
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第 4章 「外国人の子どもの教育・進学に関する意識調査」結果

青木由香 (進学プロジェク トinと やま)

4.1.調査の概要

4.1.1.調査の目的

富山県内に住む,外国にルーツのある子どもを持つ保護者,及びその子どもが,教育に関してどのよ

うな考えや悩み,希望を持っているのかを探り,的確にニーズを把握することによつて,今後の子ども

たちへの支援のあり方を考える一材料とし,支援の改善 。向上に資することを目的とする。

4.1.2.対象

富山県内に住む,外国にルーツのある子どもを持つ保護者,及びその子ども。

4.1.3.調査日時・場所・方法

外国にルーツをもつ子どもの教育に関する以下の4つのイベントに参加した保護者とその子どもを対

象に,ア ンケート調査票を配布し,記入してもらい,その場で回収した。調査票は, 日本語に振り仮名

をつけ, さらにポル トガル語,中国語,タガログ語,ロ シア語, ウル ドゥー語,英語,それぞれの言語

を併記した6種類を用意した。 (巻末資料参照。ポル トガル語版のみ)

① 2012年 9月 29日 (土) 高校進学説明会 於 射水市立小杉中学校

② 2012年 10月 16日 (火) 高校進学説明会 於 富山市立奥田中学校

③ 2012年 10月 24日 (水) 高校進学説明会 於 高岡市立志貴野中学校

④2012年 10月 28日 (日 ) 「子供の将来を考える」懇談会 2012 於高岡市ふれあい福祉センター

回収後, 日本語以外の言語で回答されたものについては,イベント通訳者等に翻訳を依頼した。

①～③は,ボランティア主催による外国人保護者を対象とした高校進学についての説明会である (3.3.

参照)。 ④は,サンパウロ州教育省とサンパウロ市 NPO法人「教育文化連帯学会 (ISEC)」 が実施して

いる「カエルプロジェクト」の活動の一環として2012年 日本各地で開催された懇談会の一つである。「カ

エルプロジェクト」とは,ブラジルヘ帰国した後に苦悩する日本育ちの子どもたちを心理面 。学習面 。

環境面からケアしようという,ブラジルにおける日系人の子どもを対象とした支援活動である。

4.1.4.分析にあたっての注意点

本アンケート調査は,実施した場所の特殊性から,分析にあたつては,以下の2点について注意を要

する。

まず,本アンケートの調査票は,県内に住む外国人保護者に広く配布されたわけではなく,上記①～

④の教育関連イベントヘの参加者のみに西疏 ,実施された。よつて,統計処理を行うに足る回答数が得

られていないだけでなく,①～④のイベントはいずれも自由参加であることから,必然的にアンケート

回答者は子どもの教育に問題意識や関心を強く持つている人に限られる。

また,ア ンケート実施会場である4つのイベントのうち,①～③の進学説明会と④の懇談会では,大

きく性質が異なる。①～③の進学説明会は,多言語で実施され,内容も日本の高校進学に関するもので

あることから,回答者の国籍が多岐にわたる一方で,参加者は中学生 (特に中3生)の親が中心である。

さらに言えば, 日本で進学しようという意志のある親子であり, 日本で定住 。永住しようという考えを
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持つている可能性が高い。それに対し,④の懇談会は, 日本語とポル トガル語のみで実施されたため,

調査対象となる外国人参加者はブラジル人に限られる。また,内容がブラジル帰国後の子どもたちへの

ケアであることから,参カロ者はブラジルヘの帰国を検討している可能性が高い。さらに,子 どもの年齢

は中学生のみならず多岐にわたる。

このように,特殊かつ全く性質の異なるイベント会場で実施したアンケー ト調査の回答を一つにまと

めて処理をすることには問題があるだろう。しかしながら,ア ンケー ト回答者の声そのものは,今後我々

支援者がサポー トの形を考え,子 どもたちの教育環境を整えていくために,非常に有効で貴重なもので

ある。よつて,分析においては,数値的な結果は参考程度に扱い,調査票に記述された回答者の声を具

体的に紹介し,それらを検討することに重点を置きたい。

4.2.調査の結果

4.2.1.回答数

全回答数 :57

調査を実施した会場ごとの内訳は,進学説明会 (射水市)13,進学説明会 (富山市)14,進学説明会

(高岡市)17,懇談会 (高岡市)13である。

4.2.2.回答者の属性

(1)回答者のうち,7割弱の 38名が 「親」であり,約 3割の 18名 が「子」であつた。不明者が 1名

あったが,回答の内容等から「親」と判断し,以下の分析では「親」は39名 として扱っている。

(2)親の年代構成は,「20代」2名 ,「30代」8名 ,「40代」18名 ,「50代」6名 ,「無回答」5名 と,

40代の親が多く回答している。

子どもは,全員が 10代以下であるが,平均年齢は 14.8歳であった。調査会場が高校進学に関す

る説明会だつたこともあつて,「中 3」 8名 ,「中 2」 3名 ,「中 1」 4名 ,「小学生」1名 ,「無回答」2

名と,ほとんどが中学生 (特に中3生)である。

(3)Jlullは ,親子合わせて 「男性」20名 ,「女性」25名 ,「無回答」12名 であつた。

(4)回答者の国籍は,以下のとおりである。「親」については,ブラジル人の回答を多く得ている。

(以下,図表中の数値は人数を表す。)

表 1 回答者の国籍

国籍 親 子 計

ブラジル 21 4 25

中国 3 6 9

フ ィ リピ ン 5 3 8

パキスタン ，

″ 1 3

ロシア 2 1 3

インドネシア 1 1 2

ウクライナ 1 0 1

マ レー シア 1 0 1

日本 2 ９

“ 4

無回答 1 0 1

計 39 18 57
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(5)回答者の日本滞在期間については,親は「10年以上」日本に滞在 しているという回答が 20名 と,

半分以上を占めている。一方,子どもは来日して「1年未満」「1年以上 5年未満」の回答が 3分の

2を占めている。

(6)自 己評価による回答者の日本語力は,以下のとお りである。子どもは 7割近くが日本語での会話

に不自由を感 じていない。一方,親は (5)で述べたように子どもに比べて滞 日期間が長い傾向が

あるにも関わらず,会話力は 「少 し」あるいは「よくわからない」が 6割以上であり,会話も読み

書きも不自由のない人は 1割に満たない。読み書きについては,親の実に 9害Jが不自由を感 じてい

ることがわかる。また,子どもの会話力が親に比べて高いと言つても,日 本語の読み書きが「苦手」
「できない」「わからない」とする回答は子ども全体の半数に上る。

会話、読み

書きともに

よくわから

ない
7

無回答

2

会話が少し

できるが、

読み書きは

できない

17

図 1 日本語力 (親 )

4.2.3.将来の生活についての希望

(7)将来生活する国の希望については,

た。一方,「 しばらく日本に住むが,

回答も,親子ともに 3割強ある。

図 2 日本語力 (子 )

親子ともに「日本に永住」を希望する回答が半数以上を占め

いずれ母国へ帰りたい」「わからない。決めていない」という

会話、読み

書きともに

不自由はな

い

3

言舌はよく

るが、

書きは

苦手

9

会話、読

み書きとも

によくわか

らない
2

会話が少

しできる

が、読み

書きはで

きない
2

会話、読

み書きとも

に不自由

はない
7

その他

i*af<ur L

ない・わか

らない
7

近々、母

国へ帰る

予定

2

欠
ロ

回

５

虹
小
　

ヽ 日本に永住

希望

30

し|ずらく日

本に住む

が、いずれ

母国へ帰り

たい

12

しばらく日本

に住むが、
いずれ母国
へ帰りたい

5

日本に永住

希望

11

図 3 将来生活する国の希望 (親 ) 図 4 将来生活する国の希望 (子 )

ただし,この項目については,調査会場による違いがある。 1日 本に永住」を選んだ回答者は,進学

説明会会場 (①～③),懇談会会場 (④)いずれもそれぞれ 5害1,4害1を 占めるが,「近々母国へ帰る

予定」「いずれ母国へ帰りたい」と帰国の意思を示唆した回答については,懇談会会場 (④)において

は6名 と,「 日本に永住」をわずかながら上回つている一方,説明会会場では3名 のみである。また「近々

母国へ帰る予定」とはっきり帰国を予定している2名 はいずれも懇談会 (④)参カロ者であつた。(なお,

-34-

できるが、

読み書き



複数回答者が 2名いたため,合計回答数にはずれがある。)

(8)親が自分の希望とは別に子どもに将来どの国で生活してほしいかについては,全体の半数以上で

ある 21名が 「日本」と答えている。母国となる国を回答したのは,「ブラジル」と回答した懇談会会

場 (④)参カロ者の 3名 のみであつた。他,「本人の希望に任せる」との記述が 2名あり,13名は無回

答であつた。この設間は,選択式ではなかったため,13名の無回答者は,「 (親の日から)どの国とは

つきり言えない」すなわち「本人の希望に任せる」という回答に準じるものと考えてよいかもしれな

い 。

子どもの将来の生活国について,親が 「日本」と回答した理由は次のとおりである。

まず, 日本での生活の慣れや愛着を挙げる回答が多く見られた。

● ここに生まれ,保育園から学校までずっと日本にいるので (年代不明 。ブラジル 。中 1の親)

● 日本に慣れているため (40代 。フィリピン・中2の親)

● 日本国籍を持つていて, 日本の生活に慣れているから (30代 。フィリピン・中 1の親)

● 日本が好きだから (40代 。中国)

● 日本で生まれ,今 日まで親しんだ国なので (年代不明 。ブラジル・中 3の親)

また,生活するための場所として日本という国を高く評価する意見も多く見られた。

● 日本は全てにおいてチャンスのある国だから (年代不明・ブラジル 。中 1の親)

● 素晴らしい国だから (40代 。ブラジル・中2の親)

● フィリピンより日本の方が過ごしやすい (40代 。フィリピン・中 3の親)

● 犯罪率が低い国,安定している国 (30代・ウクライナ 。中2の親)

● 経済が発展していて,安定し,幸せで豊かな国 (40代 。ロシア・中 1の親)

「ブラジル」と回答した理由は以下のとおりである。若い世代が,ブラジルでの生活にも希望を抱い

ている様子がうかがえる。

● ブラジルの方が仕事のチャンスがあるから (20代・ブラジル・小 3の親)

● 親戚がブラジルにいるから (50代 。ブラジル・小 6の親)

「本人の希望に任せる」と回答した理由は以下のとおりである。 日本と母国両方に愛着やアイデンテ

ィティを感じている回答も見られた。

● ブラジルも日本も私たちの国 (年代不明 。ブラジル・中3の親)

● 自分の人生だから,かつてに決めるわけにはいかない (50代 。日本 。中2の親)

4.2.4.教育程度・職業についての希望

(9)子 どもに受けさせたいと考える教育程度については,半数以上が 「大学まで」「大学院以上」と,

子どもには高度な教育を受けさせてや りたいと考えている親が多いことがわかった。なお,「中学まで」

と答えた 1名 の親は,懇談会会場 (④)の小学生の子を持つ参加者で,数年内にブラジルヘの帰国を

予定しているため,おそらく「日本での教育」という意味での回答であり,子どもの帰国後の教育も

中学校卒業程度でよいと考えているとは限らない。

専門学

校・短期

大学まで

2

図 5 教育程度の希望 (親 )
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「専門学校 。短期大学まで」「大学まで」「大学院以上」の高等教育を希望する理由としては,子ども

の将来の仕事を挙げる回答が日立った。

● よりよい将来のため (40代 。ブラジル・中2の親)

● より良い仕事に就いてほしいから (40代 。フィリピン・中 3の親)

● 夢を実現するため,いい給料の仕事に就く (30代・ウクライナ 。中2の親)

● 将来の選択が広がる (50代・ブラジル, 日本・小 5)

また,勉学そのものの価値を認める意見や,教育が生活そのものに役立つとの考えも見られた。

● 勉学はとても重要だと思うから (年代不明・ブラジル・中 1の親)

● 教育はやり過ぎるということがない (20代・ブラジル・小 3の親)

● より良い未来のため,そ して社会によく適合するため (年代不明 。ブラジル・中 1の親)

● 生活する上で役立ち,良い機会となるはずだから (30代 。フィリピン 。中1の親)

一方,「高校まで」とした理由は,生活のための必要最小限の知識を身に着けてくれさえすれば十分と

の考えからのようである。

● 日本でくらしていくのにじょうしきをしつてほしい (50代 。日本 。中 3の親)

● 必要なだけ勉強しているから (40代 。ブラジル 。中3の親)

(10)子どもが受けたいと考えている教育程度も,「大学まで」「大学院以上」が約 4割 と,親同様 ,

高い教育を望んでいることがうかがえる。しかし,「専門学校・短期大学まで」との回答が 4名 ,「高

校まで」「中学まで」との回答がそれぞれ 4名 ,2名 と,親に比べてやや多い。

無
ヮ答ヘ

中学まで

2

専門学校・

図 6 教育程度の希望 (子 )

短期大学

まで
4

「大学まで」「大学院以上」と回答した理由は以下のとおりである。

● たくさん勉強したいから (中 2。 中国)

● より良い将来のため (中 2・ ブラジル)

● 日本の教育制度がとてもよい (中 1・ インドネシア)

● サッカー選手になりたい (中 1・ パキスタン)

● 柔道を続けたいから (中 1・ ロシア)

● みんながいくから (中 1・ 日本)

「専門学校 。短期大学まで」とした子どもの理由を見ると,親よりも具体的に将来を考え,それに必要

な程度・内容の教育を求めて回答していることが推察される。

● プログラマーになりたいからです (中 3・ フィリピン)

● よい職業を得て,家族を助けるため (経済的な援助)(学年不明 。フィリピン)
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一方,「中学まで」「高校まで」と回答した子どもは,現在学習に困難を感じ,学業の継続が難しいと

判断していることがわかる。

● 勉強きらい (中 30中国)

● 困難 (中 30中国)

● あまり日本語ができないから (中 30フ ィリピン)

● 勉強きらいやから (中 3・ ブラジル)

(11)親が子どもについてほしい職業については,様々な職業名が挙げられたが,中でも,医師や弁

護士の回答が複数見られ,理由の記述からも,職業の安定性や社会的地位の高さを重視する傾向が

見られた。また,「本人の希望に任せる」といつた意見も多く,特殊な職業を記入している回答者も,

その理由を「子どもの夢だから」と,子 どもの意志を尊重したいという考えを持つ親が多いことが

わかつた。 (以下,「希望職難 」:「理由」)

● 教育または医療関係 :日 本に住む外国人にとつて,非常に必要性があるから (年代不明。ブラジル・

中 1の親)

● 医者 :尊敬に値する重要な職業だから (年代不明・ブラジル 0中 1の親)

● 弁護士 :子どもの希望 (40代・ブラジル 0中 2の親)

● 自分が選んで好きな仕事 :希望は社会的に高い地位 (50代 0ブラジル, 日本 。小 5の親)

● ITエンジニア :よ りよい将来のため (50代・パキスタン)

● 事務職 :自 分のような肉体労働ではなく,少し楽な仕事をしてほしい (40代・フィリピン・中 3の

親)

● マンガ (家):娘が絵を描くのが好きなので (30代 。ブラジル 。小 6の親)

● 調理師 :子どもの夢だから (40代・マレーシア)

● 美容師 :(子どもが)美容に興味があるから (40代 。フィリピン・中2の親)

● プロの柔道家 :小さいころから柔道をしていて,よ い結果を残しているから (40代 。ロシア・中 1

の親)

● 本人の選択に任せる (よい職業なら):本人が選択すること (年代不明・ブラジル・中 3)

● 彼女が幸せだと感 じられる職業でよい :彼女自身が幸せで達成感を感じることが大切だから (年代

不明 。ブラジル 。中3の親)

● できるだけ安定し,自 分にあつた仕事であれば別になんでもよい :無回答 (50代 。日本 0中 2の親)

子ども自身の夢については,「サッカー選手」 (中 1・ パキスタン),「柔道選手」 (中 1・ ロシア)のよ

うなスポーツ選手のほか,「プログラマー」 (中 3・ フィリピン),「獣医」 (小 4・ ブラジル),「科学者」

(中 1・ インドネシア),「警察官」 (中 1。 日本),「通訳」 (中 20中国),「スタイリス ト,画家,歌手」

(中 2・ ブラジル)な ど,様々な回答が見られた。

4.2.5.教育に関する悩み

(12)親の教育についての悩みには,「進学・受検」「学校の成績」という回答が多かった。「進学・受

検」については,こ の調査自体が進学説明会 (①～③)の参加者を対象に行ったために高くなつて

いる可能性は高いが,思 うように子どもの成績が伸びず,受検に不安を感じている保護者が少なか

らず存在している事実は指摘できるだろう。また,「教育費」を悩みの種として挙げている人も多い。

さらに,「 日本語の習得」「いじめ・友人関係」「不登校」「学校との連絡」と続き,悩みや心配事を

複数抱える人は多い。
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日本語の習得

学校の成績

進学・受検

い じめ・友人関係

不登校

問題行動

教育費

学校 との連絡

母語の維持

子 どもとの意思疎通

その他

悩みはない

図 7 教育についての悩み (親) ※複数回答

親の抱える教育に関する悩みは,具体的には以下のようである。

<学校の成績 。進学 。日本語>
● 今の成績で進学できるのか (50代 。日本 。中 2の親)

● 高校と大学に入学するために必要な知識を十分に得ることができるかどうか心配しています (40

代 。ロシア・中 1の親)

● 漢字を覚えることが難しそうなので, とても心配している (40代・ブラジル・中2の親)

● ブラジル人生徒は日本人についていけない。特に国語 (20代・ブラジル・小 3の親)

● 来日まもなく, 日本語の習得が難しい (40代・フィリピン・中 3の親)

● 小学校に日本語の特別授業等がなかつた (30代・パキスタン 。中 1の親)

<学費>
● 大学進学のためのお金が払えない (40代・ブラジル・中2の親)

● 学費等の支払いがとても心酉醜 なぜなら私たちには安定した仕事がないので (アルバイ トばかり)。

(年代不明 。ブラジル・中3の親)

<人間関係>
以前,い じめの問題があつた。現在では親や先生の努力によつて改善した

(年代不明・ブラジル・中 3の親)

複数回答について見てみると,「学校の成績」と「進学 。受検」,「 日本語の習得」と「学校の成績」,

それぞれ共に選択している回答 (各 13名 ,H名 )が多く,これらの間に関連性があることが推察さ

れる。さらに言えば,これら3つを共に選択している回答も7名 と多い。また,「 日本語の成績」に心

配はないが,「学校の成績」「進学 。受検」「教育費」の 3つを同時に選択している回答も8名 と多い。

すなわち,「 日本語の習得」「学校の成績」「進学・受検」の 3つの悩みは関連する可能J性があること,

また,「教育費」の悩みは「日本語の習得」よりも「学校の成績」「進学・受検」との関連が大きい可

能性があることがオ旨摘できる。

(13)子 ども自身が抱えている悩みや心配事についても,やはり「学校での勉強」「進学・受検」「日

本語の難しさ」という回答が多かった。また,「学校に行きたくない時がある」という回答も多い。
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日本語が難 しい

学校の勉強

進学や受検に不安がある

友だちとの関係

先生との関係

学校に行きたくないときがある

母語がうまく使えない

親とのコミュニケーション

将来の仕事

その他

悩みはない

図 8 悩みや心配事 (子) ※複数回答

具体的には,以下のような悩みが挙げられた。

● 国語,数学,社会,理科,家庭科,美術,分からないときがある (中 1・ パキスタン)

● 日本語が難しい。よく教えてほしい (中 2・ 中国)

● 漢字 (中 2・ ブラジル)

● 友だちかんけいがよくないことがある (中 30ブラジル)

複数回答について見てみると,「学校の勉強」と「進学・受検」を共に選択した回答が 5名 ,「 日本語

が難しい」と「学校に行きたくない時がある」を共に選択した回答が 4名 と,比較的多かった。「学校の

勉強」「進学・受検」「:封交に行きたくない時がある」に「友達との関係」「将来の仕事」も加えて,これ

らの中からどれか 2つ以上を選んだ回答が 10名 あり,これら5つの悩みが関連していることが推察され

る。

4.2.6.サポー トについて

(14)これまでに学校や地域で受けた日本語や勉強のサポー トについては,「受けたことがある」が

17名 ,「受けたことはない」が 9名 ,「無回答」が 13名であつた (親のみの人数)。 サポー トを受け

たことのある人に,よ かつたサポー トを挙げてもらったところ,以下のような回答が得られた。

<学校のサポー ト>
● 先生との日々 の会話 (年代不明 。ブラジル・中 1の親)

● 先生からのサポー ト (40代・フィリピン 。中 3の親)

● 学校における補習 (20代・ブラジル・小 3の親)

学校のサポー トの中でも,特に学校内の通訳者を挙げる回答が複数あった。

● 学校の通訳の方たちはとてもよく手伝つてくれる (年代不明 。ブラジル 。中3の親)

● 学校のお便りの翻訳 (40代 。ブラジル・中2の親)

● 学校に木曜日に来る人 (中 1。 パキスタン)

<金銭的援助>
● 病気のための金銭的援助 (年代不明 。ブラジル・中 3の親)

● 金銭的サポー トと勉強のサポー ト (40代・ブラジル・中3の親)

<ボランティア教室や塾など>
● ボランティア教室で学んだ (40代 。ブラジル・高 3の親)
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● くもんの教え方が分かりやすい (40代・フィリピン・中2の親)

(15)どのようなサポー トがあったらよいと思うかについては,以下のような回答が見られた。自由

回答欄に記述されたものも含めて抜粋する。

<学習のサポー ト>
● 毎日の勉強のサポー ト (40代・ブラジル・中 3の親)

● 宿題,学校の授業の手伝い 。サポー ト (学校内で)(50代 。ブラジル, 日本・小 5の親)

● 家庭教師など (40代・フィリピン・中 2の親)

● (外国人相談員が)毎 日来てほしい (中 1・ パキスタン)

● 日本語の学習 (中 1・ インドネシア)

<通訳・翻訳などの情報のサポー ト>
● 私が漢字を読めないので,学校のお知らせをポル トガル語で受けること

(年代不明・ブラジル 0中 1の親)

● 父母たちに対して学校 (運営・活動)に関しての情報がもつとあればよい

(年代不明 。ブラジル・中 3の親)

● 学校には通訳がいてほしい。特に,保護者会や親への重要なお知らせなど

(年代不明・ブラジル・中 1の親)

● 学校は,できるだけお知らせをポル トガル語で,せめて平板名で出してほしい

(年代不明・ブラジル・中 1の親)

● このような機会 (進学説明会)が子どもが通う学校であればよいです |

(30代 。フィリピン・中 1の親)

<金銭的援助>
● もつと様々な奨学金制度があったらよい (40代 。フィリピン・中 3の親)

● 入学費の無料化 (40代 。フィリピン)

● 奨学金 (40代 。ロシア・中 1の親)

その他,外国人の子どもたちに対する全般的な配慮を求める声もあつた。

● 日本の学校の先生たちは,外国人生徒たちに対してもつと細かい気遣いがあってほしい (40代 。ブ

ラジル・高 3の親)

● 日本の子どもたちのブラジル人の子どもたちに対する差別がもつと少なくなればいい (40代 。ブラ

ジル・中 2の親)

4.3.まとめ

「母の言うことをやりたい。例えば,漢字をちゃんとやる。サッカー選手, どうやればいいですか。

仕事,どうやつてやればいいですか」 (中 1・ パキスタン)

これは,ア ンケー トの自由回答欄に記された中学生の子どもの声である。子どもは親の期待を感じ,

それに応えたいと思つている。自分自身の夢もある。しかし,漢字をはじめとして日本語の習得は難し

い。夢に向かつて自分は具体的にどうするべきなのか, どうしたらよいのか,情報も乏しく,戸惑う様

子が伝わってくる。
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4.1.4.で も述べたとおり,本調査は,富山県内の 「外国人」の持つ特徴や考えを正確に代表させたも

のとは言えないが,県内在住の外国にルーツのある子どもとその保護者が,日 本への永住を視野に入れ ,

日本でできる限りの教育を受けようと/受けさせたいとしており,その過程で成績 0受検という試練に

大きな不安を抱えている姿を捉えることはできたと思う。よりよい職業に就くために,よ り高度な教育

を求め,成績や受検で不安を覚えるという姿は, 日本人と共通ではないだろう力、 しかし,外国人保護

者とその子どもにおける特有の問題が,そ こには存在している。4.2.5.で見た「日本語の習得」「日本語

が難しい」という悩み,4.2.6.で見た「日本語の学習」「通訳 。翻訳」サポー トの希望など,こ とばの壁

である。悩みとして「日本語が難しい」を挙げた子どもが,同時に「学校の勉強」「進学 。受検」「学校

に行きたくない時がある」を選択しているように,こ とばの壁が「成績」「不登校」など他の問題につな

がつている可能性や,「ブラジル人生徒は日本人生徒についていけない」,「学費等の支払いがとても心酉己

なぜなら私たちには安定した仕事がないので (アルバイ トばかり)」 との回答にもあるように,「成績」

「不登校」「教育費」に対する不安が,日 本人と比較してより深刻な問題である可能性もある。本調査で

はこれらの関連性まで主張することはできないが,調査票に記された一つ一つの声は,外国にルーツを

もつ子どもとその保護者がかかえる問題と,彼 らに対する支援を考える上で,重大な示唆を含んでいる。
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第 5章 支援の現場

青木由香 (ア レッセ高岡)

田上栄子 (ト ヤマ・ヤポニカ)

5.1. 概観

富山県内の「日本語指導を必要とする児童生徒」の数は,1991年においては 12名 のみであつたが,

年を追うごとに膨れ上がり,2008年においては351名 と,20年にも満たない間に実に 30倍近くの増加

を見せた。リーマンショック以降の不況の影響で 2010年には313名 にまで減少したものの,かつてに比

べれば,教育現場に日本語指導を必要とする子どもが非常に多く在籍しており,彼 らへの対応が喫緊の

課題であることに変わりはない。

5.1.1.学校現場

このような状況の下,学校現場では,加配の常勤教員や外国人児童生徒の母語を話せる外国人相談員

(支援員)が,比較的早い段階から (富山市では 1993年,高岡市では 1997年より)配置され,児童生

徒に対する日本語指導,学校文書の翻訳・通訳等の対応が行われた。時を同じくして教員を対象とした
「外国人児童生徒教育実践講座」も開かれ (於富山県総合教育センター),1994年には教員のための『外

国人児童生徒教育の手引き』第 1号が作成,今 日まで継続して発行されている。また,文部科学省によ

る外国人指導の研究指定や帰国 。外国人児童生徒受入促進事業等をきつかけとして,外国人指導のため

の拠点校やセンター校も設置され, 日本語の教材やポル トガル語の会話集,翻訳文書集等も作られた。

(ただし,指定の期間を終えた後はこのような体制はなくなっている。)

しかしながら,富山県内においては, 日本語指導が必要な外国人児童生徒が 1校につき数名 しかいな

いという小中学校が圧倒的に多く,各学校に散在する子どもたちの支援は,少ない外国人相談員の巡回

という形では非効率的にならざるを得ない。また,各学校においても,外国人の子どもが少ないがゆえ

に問題が可視化・共有化されにくく,県が作成している手引きや教材,文書等の情報もなかなか必要な

ところに届いていないという現状がある。

5。 1.2.地域支援

地域での日本語支援教室は,1985年 ごろから各地に点在していたが,主に大人を対象とした教室にお

いて個別の要望として子どもにも対応するという形であった。例えば,富山市民国際交流協会主催の日

本語教室には,2001年頃から大人の教室に子どもが来るようになっている。その後,ボランティアの間

で外国人の子どもの教育に正面から取り組む動きは,富山県では 2006年ごろから始まっている。主なグ

ループとして,2006年富山市に「勉強お助け隊」,同年射水市に「ワイワイにほんご。たいこうやま 子

どもクラス」,2010年高岡市に「アレッセ高岡」ができている。2007年には「奥田ハンドインハンド」

が富山市立奥田中学校内で活動を開始している。また行政からの働きかけとしては,富山県国際日本海

政策課でも,「富山県多文化共生推進プラン」(6章参照)に基づき、様々な施策を講じている。2007年

から2009年にかけて,多文化サポーター養成講座の後,「サポー トセンター」を射水市に 2箇所,高岡

市に 1箇所立ち上げている。当初は県または (財)とやま国際センターの事業として始まり,その後ボ

ラティアや市の主催に移り,現在に至っている。このように各地に子どもの支援教室が次々とでき,そ
のいずれもが現在でも活動を継続させ,多くの経験を蓄積していっている。

また,2006年からは,翻訳教材作成のための取り組みが「子どもラーニングサポー ト北陸」によつて

行われている。さらに,2011年には進学に関する多言語での情報提供も「進学プロジェクトinと やま」

により始まった。

このような流れの中にあつて,県内にボランティアリーダーが育ち,それぞれのグループや支援者が
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連携できる素地が作り出されていつたと言える。もちろん,以上のグループ名や教室名は主なもので,

個人で支援している場合等もあり,網羅しきれていないのは否めない。

5.1.3.啓蒙活動

これまで述べて来たように,外国にルーツを持つ子どもたちが県内でも増えていく中で,多 くの支援

者は子どもへの支援をどうすればよいのかわからず,その上,教材もなく,戸惑いが大きかったのは想

像に難くない。また子どもの側でも支援の拠点がないため, どこへ行けば支援を受けられるのかわから

ないという状態であつた。

前項で述べた子どものための教室立ち上げという動きと並行して,支援の現場の混乱を憂慮した人々

や団体が,子ども支援のあるべき姿を求めて,そ して支援の裾野を広げるために,講座,講演会,学習

会を実施 してきた。以下に主なものを挙げる。

年月 主催者 講演会 。学習会等

2001 年

9月

トヤマ・ヤポ

ニカ

講演会 「外国人児童生徒への日本語・教科指導を考える」大蔵守久

20044巨

月 1回

子 どもの 日

本語 グルー

プ

子どもの日本語グループは,以下のような学習会を 2004年におおよそ月 1回

のペースで,土曜日2～3時間程度行つた。対象は,外国人児童生徒数の多い

高岡市・富山市であるが,時には射水市を含めた全小中学校に趣旨やテーマ

内容を郵送していた。他に,こ のころ子どもに直接かかわつていたボランテ

ィアにメールで連絡し,横のつながりがもてるよう心がけていた。この呼び

かけに対して 6～ 15名 の参加があったが,学校関係者は平均 2名程度だつた。

第 1回 富山県の外国人児童生徒の現状

第 2回 子どもの日本語教材の検討

第 3回 漢字・語彙学習の進め方

第 4回 コンピュータで日本語指導

第 5回 はじめの 1か月にやること

第 6回 日本語指導,その実際 (実践交流会)

第 7回 子どもの日本語力を知る

第 8回 教材実技研修

20054「

10月

財団法人

とや ま国際

センター

日本語ボランティア “じつせん"勉強会

・「年少者教育問題の現状と展望―先進県の取り組み一 日本語を母語としな

いこどもたちへの日本語支援について」松本一子

20074巨 財団法人

とや ま国際

センター

第 2回生活支援日本語ボランティア “じつせん"勉強会

―地域在住の外国籍子どもたちのための日本語学習支援―

・「『多文化共生に向けて一異文化間カウンセリングー』―カウンセリングマ

インドについて一」人重樫美知子
。「日本語による先行学習一地域日本語支援活動への取り組みについて―」

清田淳子
。「身近なテーマから読み書き活動ヘー子どもといつしょに学ぶための工夫

―」池上摩希子

2009生巨 財団法人

とや ま国際

センター

日本語ボランティア・スキルアップ “じっせん"勉強会 外国籍子どもたち

のための日本語支援 一理論から実践ヘー
。「多様な言語背景をもつ子どもたちへの日本語支援を考える～生活言語 。母

語 。母文化を通して～」 関口明子
。「地域で使える教材について」米田哲雄
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「内容重視の教科指導 ～算数と国語」田上栄子

20064「

⌒‐ 2010

年

子 どもラー

ニ ングサポ

ー ト北陸

5,4.参照

20074「

⌒ψ 2009

年

富 山県 国際

日本海 政策

課

5.3.4.1.参 照

5.1.4.新たな動き

これまで子どもたちへの支援は,学校と地域,それぞれ別々に行われてきた。子どもの教育, とりわ

け教科学習指導や進学に関する支援については,学校での支援を中心に,各人の様々なニーズに合わせ

てそれをフォローする形で地域支援が行われてきたと言えよう。しかしながら,進学を前提とした学習

支援や進学に関する情報提供については,非常にニーズが高いにもかかわらず,地域支援の現場におい

て,支援の限界が指摘されていた。

2010年,地域支援者有志が集まり, 日本語を母語としない子どもたちにとつて高すぎる壁であった高

校入試における配慮を求める要望書が富山県教育委員会に提出された (3.2.参照)。 これを受ける形で,

平成 24年度県立高校入試より,入試問題の漢字にふりがなをつける特別措置が設置された。また,単年

度のみの事業ではあったが,県教委主催の多言語による進学説明会も,富山市,高岡市の 2箇所で開催

された (3.4.参照)。 進学説明会については,2012年度からはボランティアグループ主催の説明会に県

教委が協力する形で継続され,説明会の会場も複数の中学校に提供してもらうなど,教委 。学校 。地域

の連携が進みつつある (3.3.参照)。
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5.2.学校現場

5.2.1.高岡市における外国人児童生徒教育の取組

高岡市教育委員会

1.外国人児童生徒の在籍状況

高岡市の外国人児童生徒の在籍数は県内市町村の中で最も多く,200名 1前
後で推移 している。平成

20年度以降減少傾向にあつたが,平成 23年度からは再び増加に転じている。国籍別では当初からブラ

ジル人児童生徒が多く,現在も約 7割を占めている。近年では出身国や母国語の多様化が見られ,フ ィ

リピン,中国,パキスタンなど約 10か国に及んでいる。

平成 24年度は,5月 1日 現在で市内小・中・特別支援学校 32校に226名 の外国人児童生徒が在籍し

ている。

2.外国人児童生徒への支援

高岡市では, 日本語指導が必要な児童生徒支援のための在籍校への外国人相談員の配置をはじめ外国

人児童生徒教育の充実に努めている。

3.外国人相談員の配置

外国人児童生徒のうち, 日本語指導を必要とする児童生徒は 6割以上いる。高岡市では,市費及び県

費により,在籍校に外国人児童生徒の母国語に対応した外国人相談員を配置しており,現在はポル トガ

ル語,中国語,スペイン語,英語, ウル ドゥー語に対応している。

平成 24年度 3学期においては,市内小 。中・特別支援学校 26校に 13名 の外国人相談員を配置してい

る。8名 (3名 は県費を兼ねる)は市費による配置,5名は県費による酉己置である。また,国の緊急雇用

創出事業の活用により3名 の外国人相談員を学校教育課に配置し,就学に関する窓口相談に応じたり,

在籍校への支援に派遣したりして機動的な対応に努めている。

在籍校では,外国人相談員が児童生徒の実態に合わせて「取り出し指導」や「付き添い指導」により,

日本語指導や教科の補充指導などを行つている。また,保護者への連絡や懇談会の通訳,学校からの各

種連絡文書の翻訳等も行つている。

4.日本語指導 口母語保持教室の実施

在籍校での外国人相談員による支援の他に,高岡市では,日 本語指導。母語保持教室を実施 している。

希望者を対象として,高岡市国際交流センター会議室において隔週土曜日に開設している。

母語保持教室については,在籍数の多いブラジル人児童生徒へのポル トガル語を対象としている。

日本での生活が長期化した児童生徒,また, 日本生まれの児童生徒が増えており,そのような児童生

徒は,家庭では家族と母国語で会話をしているため生活言語は身についているが,読み書きが十分でき

ない児童生徒は多い。将来, 日本に永住することを望んでいる児童生徒や保護者であつても,母国語も

習得させたいと願 う保護者は多い。また,何らかの理由で母国へ帰国した場合,母国語の習得が不十分

なため,母国での就学に支障を来すケースも考えられ,母語保持に関しては,保護者からのニーズが高

い。

1在
籍数は富山県教育委員会の「帰国児童生徒及び外国人児童生徒の実態調査」による。 (以下同じ)
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5.3.地域のポランティア教室

5.3.1.勉強お助け隊

米田 哲雄 (勉強お助け隊 代表 )

「勉強お助け隊」をたち上げてから6年が経過し,2012年 10月 までに 91名 の外国人児童生徒が参加し

た。このボランテイア活動の特色は 2つある。

① 個別指導を心がける。

② 日本語ゼロの子どもから高校受験までに対応する。

外国人児童生徒を見ると,と ても「十把ひとがらげ」に子どもたちを見ることはできない。勉強お助け隊

は多様な国籍,多様な年齢の外国人児童生徒が予告なく,助けを求めて来る駆け込み寺である。

(1)国籍別では 12か国で,中国 44%,フ ィリピンが 22%。 注目すべきは,日 本国籍をもつ者 11%,日 本

出生が 10%だつた。これは外国人児童生徒,外国籍,外国につながる。・ 。と一口では言えない多様

な状況を意味している。来日1か月以内に参加を希望したのが 6割で, 日本語ゼロである。 (表 1)

(2)多い学年は,中学生では 3年が 18%,1年が 12%の計 30%,小学生は 6・ 4・ 1年の順で計 40%であ

る。なお 15歳以上の「過年齢」(主に学制の違いからくる)で ,これを理由として中学校に入れなかつ

た子どもが 1割いた。現在,かれらに学習の場はなく,実態も分かっていないが,県全体では相当数い

ると思われる。
1

(3)ほとんどは富山市内だが,14%が他市であつた。勉強お助け隊に来ている間に引つ越しをした者が
16%お り,親の都合によつての「海を越えての移動」に加えて,国内・県内移動もまた顕著である。こ

れが度重なる「学習の分断」をもたらし,指導のむずかしさの原因となっている。1時間以上かかる

場所からの例もある。小学生の場合は親の協力が不可欠である。

(4)学年が始まる4月 に富山に来た者は半数で,残 りは学級の人間関係が固定化している時期での転入

である。このため外国人児童生徒の孤立化を一層もたらし,ス トレスを倍増している。

(5)自 分の意志で来日した子どもはいないから,日 本語学習への意欲は薄く継続が難しい。1か月以内

で辞める者が多い理由である(表 2)。 また,時間がたつてから来る場合は, 日本語ゼロとは違う教材

や指導方法が必要となる。

表 1 いつ富山に来たか            表 2 参加した期間 (継続期間)表 2 参加 した期間 (継続期間)

継続状況 人数 継続状況 人数

1か月以内 33 7～9か月
，

“

2か月 6 10-12か月 9

3か月
０
４ 1～2年 15

4～6か月 9 3年以上 5

い
ン

⊃ 人数 い つ 人数

1か月以内 51 6～ 12か月 5

3か月以内 5 1～2年 14

5か月以内 8 3年以上 8

支援する人々

富山市民国際交流協会に置いてあるチラシを見て応募したボランティアが無償で活動している。2「子

どもへの日本語指導」経験者はほとんどいない。昨今,日 本語指導者養成講座などで「外国人児童生徒の

日本語」を話題とする例はあるが,指導の実際に対応する内容なのだろう力ヽ

子どもとほぼ同数のボランティアが来訪したが,継続するものは少ない。大学生。主婦が各 3割,会社員

が 2割弱だつた。また退職者も2害1,教員経験者は少なかった。なお,外国人が日本語指導に当たる例が

最近出てきた。

教材について

週 1回,90分の限られた時間であり,限られた時間にふさわしい教材,そ して一人一人に合つた教材

が必要である。このため市販の日本語教科書を全部使 うことは難しい (通常これらは長時間の体系的な

指導を前提に編集している。短いもので 30回分の項目で成り立っている)。
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勉強お助け隊がよく使つている教材
3

日本語ゼロ状態から 日本語初級前半 日本語初級後半

低  学  年

(1/2/3年生)

彩と武蔵の学習帳

はじめての 「書く」練習プ

リント (あいうえお)

彩と武蔵の学習帳

絵でわか るかんたん漢字

80/160/200  ルビ笏

絵 でわか るかんたん漢字

80/160/200

ルビ教材  国語教科書

高 学 年

(4/5/6年生)

彩と武蔵の学習帳

日本語ワークブック

学校の絵カー ド

彩と武蔵の学習帳

絵でわかるかんたん漢字

80/160/200

かんじだいすき4・ 5・ 6

ルビ教材と国語教科書

絵でわかるかんたんな漢字

80/160/200

かんじだいすき4/5/6
漢字を「書く」学習

ルビ教材 各教科の教科書

ことばをふやす漢字ワーク

中学生以上

中学生の日本語

日本語ワークブック

絵でわかるかんたん漢字

80/160/200

日本語ワークブック

中学生の日本語

かんじだいすき4/5/6
4カ国語で国語教科書を読む

ルビ姉

日本語ワークブック

かんじだいすき4/5/6
読解プリント

語彙・読み方チェック

ルビ教材 各教科の教科書

ことばをふやす漢字ワーク

教材は 3種使う ① 「彩と武蔵の学習帳」など日本語指導のもの ②国語教科書 (すべての題材をや

るわけではない)1年用から始めるが,高年齢の子には実年令になるべく早く追い

つくよう努力する。この時使 うのはルビ付き教科書と教科書 ③学年配当漢字教材

○本人がもつてきた各教科の教科書と問題プリント (これには取捨についての適切

な判断が必要となる)。
4

*子 どもの日本語力を知る方法 ⇒ 教科書を読ませたり,挿絵を説明させたりすると大体分かる

支援者はどんな教材があるかを熟知すること。

毎回やること ①本人の希望すること (「今日勉強したいことはある?」 )と基本的なことの両方をや

る ②前回・前 回々の個人ファイルを読み,適切な教材を選ぶ。日本語ゼロの時,「書く」活動を急が

ない ③必ず声に出して読ませる (支援者は子どもの「読み」を支える)④ 説明は最低限に抑える

(図や絵,写真,動作を多用する)。 語彙コントロールに留意する。

鋼

① 学習日本語の習得を目指して

愛知教育大学が開発した「ことばをふやす漢字ワーク」を中国籍 4年生に使う。文の前後から考え

たり,絵で想像したり,よ く似たそれでいて微妙に使い分ける言葉を類推させたりして,教材文を的

確に読み取る学習をした。
http:||…■eSOurce‐room.aichi‐ edu.acjp/kyouzal page/4.5 kotoba kanziな yozaiokanzi.html

② 楽しみながら語彙を増やす
「なぞなぞカード」で語彙を広げたり,付属する絵を説明させたりして,興味を持たせる。集中力

が切れた時にも良い。http://happylilac.net/nazo‐ np.html 中学生の平均語彙数は 25,000と 言われ

ていることから,早急に語彙を拡大させるようにした。

③ 料理のレシピを使う

中学校に入れなかつた過年齢の女子は,義理の祖母と2人で夕食を作つている。母国の料理をおば

あちゃんに説明したらと提案。落ち着いた家庭環境のもと,彼女はお助け隊で 6か月学んだ後,私立

高校に入学し,英語検定1級も取つて,今年シンガポールの大学に進むことになった。

参考「フィリピンと出会おう」(国土社刊) 他にブラジル,中国,韓国。朝鮮編がある。

④ ボランティアがルビ教材を作る

教室では黙って座っているだけ,「見えない子」になつている外国人児童生徒は多い。なんとかして
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学習に参加させたい,せめて教科書のどこが話題になっているのかをつかませたいという思いで,国
語教科書本文をパソコンで入力し,学習済みの学年配当漢字レベルでルビ振りした教材を作っている。
まずルビ教材を読み,次に教科書そのものを読む,この繰り返しで学習が進む。3年前に富山に来た
非漢字圏の男子は「はじめて教室で手を挙げ,教科書を読んだ !」 と報告してくれた。これをきっか
けに彼は急に学習意欲が出てきており,苦手な漢字学習にも取り組むようになった。

翻

個別指導を標榜しているが,適切なボランティア数が確保できず,度々対応に苦慮している。

連絡先など

○ 学習の場

① 富山駅前CICビル 3階  木曜日16:00～17:30(予約者のみ) 日曜日10:00～ 11:30

② 環日本海交流会館 3階 (北 日本新聞社右 50m入る)  土曜日10:00～ 11:30

0 連絡先

① 富山市民国際交流協会 TEL076-444-0642(中国語 。ポル トガル語・スペイン語 。英語に対応)

② 富山県子どもの日本語グループ (米田)tyone&@allrora.ocn.nejp
O なお,子 どもの日本語グループでは子ども用の教材などについて,その紹介や活用などの相談活動

を行つている。

1中
学校 3年 2学期での来日がある。この対応は大変難しい。不就学は過去に数例あつたが,お助け隊に関

してはその後見られない。
2勉

強お助け隊運営のための教材購入や印刷などで,富山市民国際交流協会からの援助を受けている。3教
材のほとんどは,各地のボランティアや国際交流協会作成のもので,Web上に公開されている。4子
どもは学校の宿題そのままを持ってくることがある。読めなくても他の日本人の子どもと同じもの,つ

まり「そのまま」を課せられる例が多い。また,長期にわたつて課せられない場合もあり,両者のどちら
かである。
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5.3.2.ア レッセ高岡 (高岡外国人の子どものことばと学力を考える会 )

青木 由香 (ア レッセ高岡 代表)

1.目的

日本語を母語としない外国人中学生の高校進学を支援すること。

2.活動内容

・学習支援

日本語を母語としない中学生を対象に,週 2回,以下の時間・場所において学習指導を行つている。

火曜日17:00～ 19:00 ウィングウィング高岡6F 高岡市男女平等推進センター交流室

土曜日9:00～ 11:00,12:00～ 15:30 高岡市ふれあい福祉センター2F ボランティア活動室

・教育・進学に関する情報提供

他の市民ボランティアとの協働により,外国人生徒・保護者を対象とした高校進学説明会を開催し (詳

細は別項),広く外国人保護者に対し, 日本の教育制度や受検制度についての情報を提供している。

3.現況 (2012年 12月現在 )

。生徒 15名 (中国,ブラジル,韓国)

。講師 12名 (国語,数学,理科,社会,英語, 日本語),アシスタント2名 ,事務 1名

。月謝 3,000円

4.これまでのあゆみ
アレッセ高岡は,2010年 4月 ,外国人の子どもの教育問題を憂慮する市民ボランティア有志 (ボラン

ティアグループ「日伯交流友の会」のメンバーの一部)に より設立。正式名称を「高岡外国人の子ども

のことばと学力を考える会」 といい,ポル トガル語の会名 Associacao do Apoio Linguisico e

Educacional para Criattas Estrangeirasの頭文字をとつたALECE「アレッセ」という愛称を普段は

使用している。

ことばの壁や母国と日本との教育制度・内容の違いから, 日本の学校での学習に困難を覚えている子

どもたちが多い中,特に中学校段階で ドロップアウトしてしまったり,進学を諦めてしまったりするケ

ースが多いことから,緊急性の高い中学生の学習支援に照準を絞り,生徒 4名 ,講師 4名 から活動をス

ター ト。その後, ロコミや関係者の勧誘によつて広がりを見せ,2012年 12月 現在,15名 の外国人中学

生を対象に,各教科および日本語の講師 12名 (退職教員,塾講師など)と 2名 のアシスタント (大学生

など)が週 2回の学習指導にあたつている。

5。 課題と展望

(1)語閣目

・当初は月謝を 500円 としていたものの,運営継続は困難を極め,2011年 4月 より月謝を3000円 に

値上げした。しかしながら,月謝を滞納し支払いが嵩んで足が遠のいてしまうケースや,子 どもの

方が親に遠慮して参加に二の足を踏むケースが少なからず見られる。経済的な理由で支援を受けら

れない状況を作らないようにすることと,会の運営を維持することとの両立をどのように図つてい

く力Ъ
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。子どもたちの学習の遅れは深刻であり,なかなか遅れを取り戻すことが困難であるという現状があ

る。限られた時間で, どのように効率的に指導し,成果を上げることができるか。
。アレッセで支援を受けたことで何とか高校に入学することができても,高校入学後,やはり授業に

ついていけず,結局中退してしまう生徒がいる。アレッセでは20H年以降,高校生も部分的に受け

入れてはいるが,高校生受け入れの体制が整っているとは言い難い。

(2)展望

日本語を母語としない子どもたちが学習 。進学で抱える問題は非常に大きく,深刻である。ボランテ

ィア組織の力のみでこの問題を克服するということは困難であり,子 どもたちが実際に通 う中学校や日

指す高校と情報を共有し,連携していくことが必要であると考えている。

6.問い合わせ先

学習支援の必要な生徒 (日 本語を母語としない中学生,または高校受検を目指す過年齢の子ども),お
よび協力者 (教科, 日本語の講師・アシスタント)を随時募集している。連絡先は以下のとおり。

代表 青木由香 AOKI Yuka
E‐ma■: alece takaoka@hOtma■ .cojp

URL:  http:〃 sapOnav■ takaokajp/group8/
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5.3.3.「 ワイワイにほんご・たいこうやま」子どもクラス

田上栄子 (フ イワイにほんごたいこうやま)

1.「ワイワイにほんご・たいこうやま」とは

(1)語市の経緯
「ワイワイにほんご。たいこうやま (以下,ワイワイ)」 とは,公益財団法人とやま国際センター (以下

TIC),地域日本語教育専門家の トヤマ・ヤポニカ,ボランティアの三者が協働事業で立ち上げた地域日

本語教室である。2004年に富山市に設立された「TIC土曜クラス」を前身とする。2006年に射水市南太

閤山に移動,「 日本語教室 in太閤山」として 1年の立ち上げ事業で現在の形に整えた後,名称を「ワイ

ワイにほんご。たいこうやま」に変更し,ボランティアによる自主運営グループとして自立し,今 日に

至つている。自立後は,TICの 「ア ドバイザー派遣制度」を利用した活動維持のための専門家派遣,入
門クラスヘは県国際日本海政策課による専門家派遣 (2011～ 12年度)と いう公的支援受けている。

(2)活動の目的と教室の全体像

ワイワイは大人への支援を中心とし,多文化共生の地域づくりを目指す地域日本語支援教室である。

図 1に示すように4つのクラスで構成されている。

図 1 教室の全体像

①  「活動クラス」:あ る程度 日本語が話せる外国人参加者を対象とする。毎回一定の トピックに基づ

いて,外国人参加者とサポーター (日 本人・外国人いずれの場合もある)が基本的には 1対 1で

ペアになり,対話活動を行う。ここで話されることは参加者自身の現実に起きていることである

ため,実際の問題が教室に持ち込まれ,問題解決のための話し合いが行われることが多い。また

防災訓練,多文化共生のためのイベントなど地域の人や団体と連携した活動も行う。

②  「入門クラス」:日 本語が全く話せない人から活動クラスに上がるまでの初期指導を行 う。

③  「子どもクラス」:日 本語力の程度に関わらず,日 本語指導・教科指導 0進路相談などを行いつつ
,

なによりも子どもにとつての居場所となることを目指す。

④  「託児」:参加者 (外国人 。日本人を問わず)の子どもを預かる。育児の悩み,就学前の相談など

も行 う。

以上の 4つのクラスは別々に活動しているのではなく,お互いにつながっている。入門を卒業した

ら活動クラスに上がる,活動クラスの外国人や子どもクラスの卒業生が入門クラス・子どもクラス

で通訳や子どもへの母語保持指導などの形でサポー トをするなど,人の行き来がある。さらに,人
の行き来だけではなく,各クラスの参加者が抱える問題について,何が問題なのか, どうすれば解

決できるのかなどを活動クラスが中心となって話し合 う。

2.活動の特色

活動の特色は,日 本人と外国人が「教える。教えられる」という関係を越えて,「対等な立場」で「対

話」をするという点にある。そして地域社会との連携も行い,共生の地域づくりを目指している。

日本語コーディネーター

=ボランティア

日本語コーディネーター

=地域日本語教育専門家
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3.「子どもクラス」の実践

(1)子どもの参加状況

支援対象者は小学生～高校生で,託児も含むと幅広い年齢層に対応している。また,サポーターも日

本語教師,(元)学校教師,大学生,外国人,元子どもなど様々な背景を持つている。

しかし,活動時間が土曜日の夜であるせいか,これまでに参加した子どもは少ない。6年間の活動の

中で参加者は 20人程度である。フイワイ全体のサポーター不足から人材を割くことが難しい場合もあつ

て,積極的に広報をしていないということも影響しているだろう。そのため,事例はたいへん少ない。

しかし,6年間の実践を経て得たことは,前述のワイワイの特徴が子ども支援にとつてもよい結果を生

んでいるという点である。

(2)子ども支援において効果があつたこと

日本語教師による教科支援,元子どもによる教科支援の補助,母語を使った教科支援,高校受験のた

めの指導など,少 しずつではあるが,実践を行つてきた。それら直接的な子ども支援に加えて,その保

護者への支援にも取り組んでいる。活動クラスの対話の中で,教育に関するトピックを取り上げて情報

提供するとともに意見交換をする,問題が起きると「活動クラス」で話し合い,特には地域に出て行動

を起こす中で,問題解決に近づけようとするなど,保護者を孤立させず,元気づけようと活動している。

このような動きが,日 本の教育事情がよくわからず,戸惑っている保護者への大きな援助となっている。

以下に例を挙げる。

① いじめ問題

ある参加者から自分の子どもがいじめられているのではないという声があがつた。親は当然不安と学

校に対する不満を抱えていたため,まず活動クラスで情報交換をした。その後,サポーターが親に付き

添い,学校と話し合いの場をもつた。その時心掛けたことは,学校に対して抗議するのではなく,学校

と親との間に入つて両者の調整役を担ったという点である。互いに理解しあうための日本語による通訳

者であり,関係作りを促進させる役を担った。話し合いの後,先生がワイワイに参加し,親子と積極的

に関わつた。その結果,親の学校に対するわだかまりはかなり解消していつた。それ以降,ワイワイの

メンバーがその学校の総合科日の授業に参加するなどの交流が続いている。

② トピック「進路面談」

外国人の高校進学率が低いことはよく知られているが,その理由として進学に関わる情報を保護者が

把握していないこともあるだろう。制度の説明をし,高校進学の意味,子どもが夢を持つことの大切さ

を参加者全員で話し合った。また,成績表の見方を伝えることもあつた。そこから学校での教育につい

て保護者自身が理解を深め,学校任せにするのではなく,親として積極的に関わつていこうとするきつ

か|ナづくりをした。

子どもの教育において,当然ながら親の役割は重要で,ワイワイでの活動が親を励まし,学校に対し,

自らが主体的に関わつていこうとする姿勢の醸成につながつている。

4.課題

支援者の不足は常に課題である。子どもの居場所づくりができるハー トを持ち,教科支援もできる人

材はやはり少ない。

5.活動 日 日間い合わせ先

活動日  土曜日 19:00～20:30(原則として第一土曜は休み・活動前後でサポーターミーティング)

活動場所  南太閤山コミュニティーセンター (射水市中太閤山 13丁 目3-1)

参加費   大人 :300円 /回   子ども :無料

trRL   http7/waiwainihongo.jimdo.coゴ  (問い合わせフォームあり)

参考文献

中河和子他 (2011)『平成22年度文化庁委嘱調査研究 生活日本語の指導能力の評価に関する調査研究』

国際日本語普及協会
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5.3.4.サポー トセンター

5.3.4.1.外国籍こどもサポー トプロジェク トについて

富山県 観光 0地域振興局 国際 0日 本海政策課

1.富山県多文化共生推進プランの策定

富山県では,平成 19年 3月 に「富山県多文化共生推進プラン」 (以下「プラン」)を策定しましたが,

その背景として,平成 2年から平成 17年までの外国人登録者数の伸び率が全国第 2位になるなど,外国

人住民の急激な増加を受け,地域における外国人との共生が課題となつてきたことがあります。

また,平成 18年 3月 に総務省において「地域における多文化共生推進プラン」が策定され,各地方公

共団体において多文化共生の推進に係る指針・計画を策定するよう通知されたところでもありました。

県では,平成 18年 6月 に,学識経験者や外国人,国際交流に関わりの深い県民などで構成される「と

やまの国際化を考える検討会」を設置し,外国人住民に対するアンケー ト調査,学校や企業等の関係者

へのヒアリング,県民に対する意見募集などを経て,「外国人にも暮らしやすい,世界に開かれた『元気

とやま』の創造」を基本目標とする次の 4本柱からなるプランを策定しました。

・地域におけるコミュニケーションの支援
。生活支援の充実
。多文化共生の地域づくり
。推進体制の整備

2.外国籍 こどもサポー トプロジェク トの実施

平成 19年当時,射水市は,県内市町村の中で最も外国人の人口比率が高く,中国,ブラジル,フ ィリ

ピン,ロ シア,パキスタンなど,多様な国籍の外国人が在住し,また,パキスタン人中古車販売業者と

地域住民との車しれきが問題となっていました。このような状況を踏まえて,射水市を多文化共生のモデ

ル地域として位置づけ,年々増加する外国人児童生徒への支援や地域の中での多文化共生を推進する先

導的な事業として,(財)と やま国際センターが中心となり「外国籍こどもサポー トプロジェクト」 (以

下 「プロジェクト」)をスター トさせました。

このプロジェクトは,外国籍の子どもたちに学習支援の場として 「多文化こどもサポー トセンター」

を提供するものであり,平成 19年度から3ヵ年かけてサポー トセンターの立ち上げ,運営を行い,その

後はプロジェクト全体を射水市へ引き継ぐことにしました。

3.プ ロジェク トのね らい

プロジェクトは,主に以下の 3点を目標に実施しました。

①外国籍の子どもの居場所づくり

外国籍の子どもは就学義務がないことから,不就学児童が多く存在すると推測され,そのような子ど

もたちが気軽に集まることができる場所を提供し,学校に行きたくなるようなきっかけづくりを行 う。

②やさしい日本語,学習支援の提供

小中学校などの教育の現場では,外国籍児童の理解の速度に合わせて指導を行 うことは困難であるた

め,ひとりひとりの学習進度に合わせて学習支援を行 うことができる場をつくる。

また,外国籍児童の家庭では母語を使用することが多く, 日本語の使用機会が少ないため, 日本語と

触れ合 う時間を多く提供する。
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③地域での共生・交流の促進

地域の住民たちがボランティアとなって,地域の外国籍の子どもたちと触れ合い,地域での共生を進
めるとともに,子 どもの交流から親同士への交流の波及効果をねらう。

4.プ ロジェク トの概要

①事業の実施体制

在住外国人との共生は,多岐にわたる問題が多く,単独機関での実施は難しいため,行政,国際交流

団体,住民組織等の関係機関で構成する「射水多文化共生推進会議」を設置し,プロジェクトを推進す

ることになりました。メンバーは,動)とやま国際センター,富山県,富山県教育委員会,射水市,射
水市教育委員会,射水市民国際交流協会,富山YMCA,地域日本語教室,地元自治会,富山大学 (人間発

達科学部),外国人住民などで構成され,また,企画・実行を担 う実働チームとして,コアメンバー連絡

会議を設置しました。

②多文化共生サポーター養成講座 (平成 19年度～平成 21年度)

まずはじめに,サポー トセンターの運営を支えるボランティアを養成するために「多文化共生サポー

ター養成講座」を開催しました。

地域の問題を地域で解決するために,地域住民がボランティアとして,外国籍の子どもと寄り添うこ

とが必要であり,講座では,田村太郎氏 ((特活)多文化共生センター大阪)をはじめ,県内外で活躍す

る多文化共生の先駆者を講師として招き,3ヵ 年で延べ 80人のサポーターが誕生しました。

③多文化こども交流会 (平成 19年度)

サポー トセンターの開設前に,サポーターと外国籍の子どもたちが触れ合う体験の場として,また,

地域での外国人との出会いや日本人の親と外国人の親が触れ合 うきっかけとして,多文化こども交流会

を開催しました。バルーンアー トや武道,大島絵本館のボランティアによる絵本の読み聞かせ,外国人

住民と日本人住民が作る料理教室などが 11月 に行われ,241人もの住民が参加しました。

④射水市における外国籍の子どもの不就学実態調査 (平成 19年度)

平成 19年当時,法務省の「在留外国人統計」をもとに推計した学齢期の外国人児童数と,県内で実際

に就学している外国人児童数には大きな乖離が見られ,推計される就学率は59%しかありませんでした。

そこで,まず実態の把握が必要だと考え,射水市において不就学実態調査を実施することになりました。

平成 20年 2月 1日 現在の射水市の外国人登録原票をもとに,県,射水市,(財)と やま国際センター
,

射水市民国際交流協会のスタッフが直接自宅を訪問して調査を行い,その結果,学齢期の外国人登録者

数が 134人 , うち就学者数 104人 ,不就学者数 9人,不明 21人 となり,推計値とはかけ離れた結果 (就

学率 92%(不明除く))と なりました。

⑤外国籍の親と子どもに対するアンケー ト調査 (平成 19年度)

不就学実態調査とあわせて,多文化こどもサポー トセンターのニーズ把握のために,射水市内のすべ

ての外国籍の親子を対象としたアンケー ト調査を実施しました。サポー トセンターでは,ゲームやスポ

ーツ,工作,音楽, 日本語の勉強,外国語の勉強,読書などを実施したいという声が多く,いずれもボ

ランティアが対応できるものだと考え,開設を目指しました。

⑥多文化こどもサポー トセンターの開設 (平成 20年度～平成 21年度)

射水市の中で,最も外国籍児童の多い放生津小学校地区に最初のサポー トセンターを開設し (平成 20

年 6月 7日 ),次年度に外国籍児童の集中する太閤山。中太閤山小学校地区に2ヶ所目のサポー トセンタ

ーを開設 (平成 21年 10月 3日 )しました。

放生津での開設当初は月 2回 (土曜日の午前 10時から12時の 2時間)の開催でしたが,運営が軌道
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に乗つた 2年 目からは,毎週開催に変更しました。サポーターとして参加するボランティアは,学校の

宿題や ドリルなどの学習援助のほか,絵本の読み聞かせや折り紙,塗り絵,手品やジャグリングなど,

それぞれの特技を活かした寄り添い活動を実施しています。また,小学校の教室で行う出前サポー トセ

ンターや,太閤山住宅団地内での夏休み宿題教室なども開催し,当 日,入 り口で小学生たちがボランテ

ィアを並んで出迎えるといつた感動の場面もありました。

5.プ ロジェク トのその後

現在,射水市内の「多文化こどもサポー トセンター」は行政の手を離れ,地域のサポーター (ボラン

ティア)により運営されています。外国籍の子どもたちは,サポーターともすつかり仲良くなり,公民

館などで開催される地元ⅣO団体が主催する料理教室や各種行事にサポーターと一緒に参加するなど,

地域に根付いた活動になつてきています。さらにサポー トセンターには,今や外国籍の子どもだけでは

なく,地域の日本人の子どもも集まるなど,こ の事業は,地域の課題は地域で解決していくというひと

つの手法となつたのではないかと考えます。

また,こ の射水市でのプロジェクトの成功をもとに,平成 22年度からは,高岡市においても同プロジ

ェクトを開始し,平成 23年 10月 に野村小学校地区に「多文化こども勉強室」を開所することができま

した。

多くの子どもたちが,このような場をとおして自分の居場所を見つけ,日 本文化や日本語に親しみをも

つことで意欲的に学習に取り組むようになることを期待するとともに,地域においても子どもたちへの

サポー トを通じて異文化に関する理解が深まり,多文化共生の地域づくりが進むことを期待します。

-55-



5.3.4.2.多文化こどもサポー トセンター

原 由理恵 (多文化共生マネージャー)

1.射 水市の外国籍児童の現状

射水市でも外国人の定住化が進み,就学年齢にある外国籍児童数も年々増加,平成 24年 5月 現在で

130人を超えています。彼らの国籍,生い立ち,生活状況や環境は様々です。日本語が全く分からず友

達ができないこども。日常生活に必要な日本語は分かるけれど,勉強で使 う言葉が分からないこども。

親が日本語の読み書きができないため,宿題を教えてもらえないこども…困つていたり,問題を抱えて

いたりするこどもも少なくありません。

2.サ ポー トセンター概要

平成 19年に県の多文化共生推進のモデル地域に選ばれたことをきつかけに,外国籍こどもサポー トプ

ロジェクトがスター トしました。外国籍児童が多い小学校区の公民館 (1欺りまコミュニティーセンター)

に,外国にルーツを持つこどもたちが気軽に集まり,勉強したり遊んだりできる居場所 (サポー トセン

ター)を作ることになり,私も設立当初から関わつています。平成 20年に放生津センター,平成 21年

に太閤山センターを開設し,現在は地域振興会が主体となつて運営しています。毎週土曜日の午前 10

時から12時まで,外国にルーツをもつこどもたちだけではなく地域のこどもたちも集まり,ボランティ

アサポーターと一緒に宿題をしたり, トランプや将棋,百人一首などのゲームをしたりしています。サ

ポーターは地元の方,教師経験のある方,学生さんなど,いろいろな方がいます。宿題のお手伝いだけ

ではなく,自 分の特技を活かしながら日本の季節の行事も紹介するなど,こ どもたちと過ごしています。

活動も5年目をむかえ,こ どもたちとサポーターの間にも信頼関係ができてきました。こどもたちの

成長や変化にも気づかされます。「宿題に取り組んでいても 10分 と集中できなかつた○○さんが,2時
間ずつとテス ト勉強をしました。成長しましたね…」と報告書に書かれている事もあり,と てもうれし

く感じます。また,半年前に来日した姉妹がいるのですが, 日本語が全く分からなかった初めの 1・ 2

か月のサポー トは本当に大変でした。サポーターは今までの経験から中国語会話集を使つて工夫して対

応してくれました。日本語教育の専門家ではないので完璧ではないかもしれませんが,サポー トできる

ことはたくさんあるのだと実感 しています。

センターは土曜日の午前中に活動していますが,平日の放課後,宿題を一緒にしてもらいたいと言う

声が少なくありません。しかし,平日となるとサポーターの確保ができません。今後活動を続けるにあ

たり検討しなくてはいけない課題です。

3.つ なが りのたいせつさ

より充実したサポー トをするためには学校や保護者との情報共有が欠かせません。先生や保護者の方

には,こ どもたちのセンターでの様子を伝えています。外国人保護者向けのお便りは,ル ビを振ったり,

翻訳したりしています。コミュニティーセンターのお茶会や芋ほりなど,地域の行事にも参加させてい

ただいています。

こどもを中心にして,家庭 。学校 。地域がつながりあい協力していくことが,多文化共生をすすめ,

住みよいまちづくりにつながっていくのだと思います。

-56-



5.3.4.3.高岡市野村地区サポー トセンター「多文化子ども勉強室」

亀 田佳織 (高岡市都市経営課国際交流室 )

1. は じめに

高岡市は県内でもとりわけブラジル国籍の方が多く,その人口は約 1,100人で本市の外国人住民の40%
以上を占めています。またブラジル人を中心に家族での定住化が進んでいるため,外国人児童生徒も200

人超と県内で最多となつています。

彼らの多くは家庭生活では母語を使用する一方,学校での学習は原則日本語, という環境にあり, 日

本語あるいはいずれの言語も習得度が不十分である子は少なくないため,本市教育委員会やボランティ

ア団体により様々な支援が実施されています。そして地域において子ども達の日本語習得や学習を支援

し,健やかな成長をサポー トするために誕生したのがサポー トセンター 「多文化こども勉強室」です。

2. 多文化こども勉強室での支援

多文化こども勉強室は富山県事業として平成 23年 10月 ,市内で外国籍の子どもが最も多い野村地区

にある高岡市野村児童センターにて開所しました (毎週土曜 10時～12時)。 今年度は高岡市が運営を行

い,野村小学校をはじめ市内小学校の外国にルーツを持つ子ども達が通つています。

勉強室では,毎回ボランティアサポーター (以下,サポーター)約 3名が中心となって子どもの勉強

をサポー トし,勉強の後は楽しい遊びを通して参加者同士がコミュニケーションを図ります。現在参加

している子どもは主に低学年であり, 1時間じつくりと勉強できず集中力が切れてしまうことも珍しく

ありません。そこで,そばに寄り添つての指導や勉強後の遊びをご褒美にするなど工夫を凝らして,机
に向かう習慣づくりから始めます。後半の遊びの時間は,元気に体を動かしたり,かるた,折り紙など

を行つています。ここでも,楽 しく遊びながら,サポーターとの会話や遊び道具を通して日本語や日本

文化の習得を図るようにしています。

この多文化こども勉強室の特色は,少人数制で運営していることからほぼマンツーマンの細やかな対

応を行っていることです。サポーターの皆さんは,子ども達に声かけや寄り添い指導を通して一人ひと

りに合った対応を心掛けています。そのお陰で,子ども達も少しずつですが自発的に学習する姿勢を身

に付けています。

3.開所 1年を経て (今後の展望 )

開所から1年余りが経過し,多文化こども勉強室の存在は少しづつ定着してきましたが,開所地であ

る野村地区以外ではまだ認知不足のように思われます。また,行政主体ではなく,子ども,サポーター

双方が主役となり充実した活動が行えるよう,子どもとサポーターの意見・提案をより反映した運営も

求められます。

今後は市内各所にて周知を行い他の地区からの参加者増加を図るとともに,サポーター同士の繋がり

の強化を図リサポーターの主体性を大切にした運営を目指す必要があります。また,「 日本語・学習支援

の場」のほか,時には在住外国人の方々のご協力も得ながら,勉強室の参加者が「多文化共生を学ぶ場」

としても機能していきたいと考えています。
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5.4.「子どもラーニングサポート北陸」の試み

山崎 けい子 (富山大学人文学部)

5.4.1.は じめに

富山県のような,外国籍の人たちが小規模な塊はあるものの広い範囲に散在して住んでいる地域で,

外国籍等の子どもたちにどのような支援が出来るのだろうか。この課題を解決すべく「子どもラーニ

ングサポー ト北陸 (以下,子どもラサ)」 は始まった。これまで「子どもラサ」は,主に「翻訳教材作

成プロジェク ト」を企画,実施した。小学校国語教科書翻訳教材を使用する言語学習に加え,「翻訳

教材そのものを作成していく過程」(翻訳教材作成プロジェクト)にも力点を置き,いかに子どもを囲

む地域のメンバーの手を借 り,巻き込んでいけるかを考えた。その助け合い 。連携の中にこそ実質的

な共生サポー ト関係が生まれ,子どもたちの学習環境となり得ると考えたからである。このつながり

を支えるものとして,HPやメーリングリス ト等の利用,啓発的講演会の実施も考えた。

5.4.2.「子どもラサ」の歩み
「子どもラサ」のこれまでの歩みを以下の表にまとめた。

12006年 4月 北陸,富山の外国籍等の子ども達の問題を重要視する者達が集まり,活動の礎ができる

年 12月 16日 「外国籍の子ども支援のための地域組織作り」松本一子氏

年 2月 3日 「国語科における内容重視のアプローチ」清田淳子氏

2oo7+2EL7A

2007+2fr ウェブサイ ト「外国籍の子どもたち支援の情報サイ ト」を立ち上げる

2oo7+ 4B

2007左F 7り弓 「子どもラーニングサポー ト北陸 (子 どもラサ)」 を集まりの正式名称とする
|

「学びをつなぐ一子どもたちの学習環境を創る一」 齋藤ひろみ氏

作成計画を立ち上げ,準備を始める

2007+sF 1翻訳教材作成プロジェクトを開始する

2007年 10月 21日 1翻訳教材作成メンバーによる第 1回勉強会開催

2007年 11月   1旧 ウェブサイ トから,「子どもラーニングサポー ト北陸 (子 どもラサ)」 のウェブサイ トにリニューアルする

2007 +tt F ウェブ上に外国籍年少者向けの日本語指導に役立つリンク集を,効 Jヽ学校教師の協力により作成し,公開する

2007年 12月 1日 講演会開催 「学ぶ力を育てることばの教育」石井恵理子氏

2008年 2月 24日 翻訳教材作成メンバーによる第2回勉強会開催

2oo8+ 2 E-
「ごんぎつね」翻訳教材 (中国語版 (簡体字版,繁体字版),ポルトガル語版,タガログ語版,ロ シア語版)の

ウェブ上公開始まる

2008+ltE 2E 作成メンバーによる第 3回勉強会開催

2008年 12月 20日 :講演会開催「地域在住の外国籍の子ども支援 :豊橋市の取り組みから」築樋博子氏
I          I                ~

2009年 2月 22日 :翻訳教材作成メンバーによる第 4回勉強会開催
1           1

"∞
年 3月 ～

り曇撥「 λ;L〕凩

蠅 諏 帥 報 '鉢 報 Lポ ル トガノ動 ,タガロ獅 ,ロ シア謝 ,

開始まる

2009年 3月 21日 :子 どもラサ メーリングリス ト開設 (*2013年 1月 現在も禰

2009年 10月 12日
幽 生盛

メンバーによる第5回勉強会開fF_

夕
|
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2009年 11月 29日 「ニューカマーの子どもたちの教育を求めて一今, 日本語国際学級がおもしろい !―」善元幸夫氏

2010年 2月 7日 ンバーによる第 6回勉強会開催

2010年 3月 ～

2010年 9月 10日 ンバーによる第 7回勉強会開催

2010年 12月 19日 会開催 「移動する子どもたちの「今と課題」ブラジル ⇔ 日本」4ヽ貫大輔氏

2011年 3月 30日

『どっちから勉強する?日本語?母語?』 発刊 (*HP版との違い :(1)新たに「アップとルーズで

える」翻訳教材 (中 国語版,ポル トガル語版,タガログ語版, ロシア語版,タ イ調版)を,冊刊坂に加えた (2)

日本語学習用ワークシー ト,母語学習用ワークシー トを学びやすくするため,改定した)

2011年 3月 31日 (「ごんぎつね」「白いぼうし」「ひとつの花」)ウ ェブ上公開終了

2011年 4月 ～ 教材冊子版『どっちから勉強する?日本語?母語?』 ,富山県関係機関等への配布開始

ウェブ上に,冊子版送付申し込み方法を掲載
2011年 6月 ～

『どっちから勉強する?日本語?母語 ?』 の全国向け送付開始

20tt+6Ft2B 作成メンバーによる「発刊記念パーティ」開催

2012年 2月 8日

5.4.3.「翻訳教材作成プロジエク ト」
「翻訳教材作成プロジェクト」には,多数の支援を得た。色々な立場からの,例えば,外国籍年少者の

保護者,外国籍年少者,元外国籍年少者,留学生,地域の外国語母語話者,小学校教師,元小学校教師,

日本人ボランティア, 日本語教師等々の支援が集まった。この翻訳教材の意義を知り手助けを申し出て

くれた人が多い。実際のところ集まらなければ,これだけの翻訳を行 うことは到底出来なかった。そう

いう状況が人を集めたとも言える。幾度 となく開かれた,「翻訳教材作成メンバーによる勉強会」で翻

訳の問題点やアイデアがそれぞれのメンバーからあげられ,皆で頭をあわせて解決策を考えていった。

非常に熱心,かつ和やかな勉強会であった。

尚, この翻訳教材の目的は,1)ルヒ較的高い母語能力を持つ外国籍の子ども達が,母語で教科書の内容

を知り,認知レベルの高い所で理解を深めること,2)現在の母語能力を保持すること,あるいは伸ばす

こと,3)日本語での教材の理解につなげ,実際の教室活動への参加を促進することにある。

5,4.4.終わ りにかえて

これまで,富山県や近県の関係者に手渡しで冊子版を配布 してきた。また,llPに送付申し込み情報を

載せ,個人,機関を含め,全国 16都道府県に送付した (東北地方からの申し込みは残念ながら未だない)。

子どもが目を輝かせて翻訳版を読んでいた,本当にありがとう,な どのお礼の便りも多い。プロジェク

トメンバーがそれを知ると非常に嬉しそうな顔をする。メンバー総力で成し得たことが,期待以上の意

義深さをみせてきている。

富山県内では,実際に外国籍等の子どもたちに出会つた。翻訳教材を熱心に読んでいる姿を目の当た

りにした。外国籍等の子どもたちの支援者とのつながりもできた。そのつながりを発端とし,高校入試

特別措置に関する,教育委員会への要望書提出という,「子どもラサ」から離れた展開も生まれた。

ただ問題点は,「子どもラサ」の活動が現在停滞中であることである。あまり大掛かりなことを行う

とメンバーに疲労感が溜まるという,裏事情もある。しかしながら, これまでの活動に興味を待たれた

方は是非,HPにアクセスしていただければ幸甚である。IP上から「問い合わせ」やコメントを送ること

もできる。 ⇒「子どもラサ llP」 :http://kodOm01asa.jimdo.co耐

「一つの花」翻訳教材 (中国語版 ポル トガル語版:タガログ語版, ロシア語版,タイ語版)の ウェブ上公開始ま

る

「子どもラーニングサポー ト北陸 (子 どもラサ)」 の URLの移動
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第 6章「富山県多文化共生推進プラン」と多文化共生施策

～日本人にも外国人にも暮 らしやすい,世界に開かれた「元気とやま」の創造にむけて～

富山県 観光・地域振興局 国際 0日 本海政策課

6.1.富山県多文化共生推進 プランの改訂

富山県では,平成 19年 3月 に「富山県多文化共生推進プラン」を策定し,多言語による行政 。生活情

報の提供や相談体制の充実など,多文化共生の地域づくりを進めてきました。

このプラン策定から5年が経過し,こ の間,世界的な経済不況や,それに伴う雇用情勢の悪化を受けて,

本県の外国人登録者数は減少傾向にありますが,その一方で,県内に踏みとどまる人々については,滞
在の長期化,定住化が顕著になるなど,県内在住外国人をとりまく環境は大きく変化しています。

こうした状況を踏まえ,外国人住民を含めた全ての県民が互いの文化の違いや価値観を尊重し,共に

安心して暮らせる地域づくりをさらに推進するため,プラン改訂委員会における検討を経て,平成 24

年 3月 ,「富山県多文化共生推進プラン」を改訂しました。

6.2.富山県多文化共生推進プランの概要

6.2.1.外国人住民を取 り巻 く主な課題の整理

在住外国人の状況 (統計データ)やアンケー ト結果 (平成 23年 7月 実施)から,平成 20年秋以降の

世界的な経済不況の中にあつても,富山県が住みやすいことを理由として,あるいは家庭,就労,教育

など生活基盤が既に県内にあることを理由として,母国には帰らず県内に踏みとどまる人々が多いこと

がわかりました。

今後も県内に住む外国人の滞在の長期化・定住化の傾向が続くものと予想されることから,そのこと

を前提として,在住外国人を取り巻く課題を改めて整理し,今後の多文化共生の地域づくりを進めてい

くことが必要です。

調賎堕 1

訪賎堕2

訓賎堕3

龍 4

調賎堕5

日本語が不自由なことが困つたことや悩みにつながっている

子どもの教育に関する悩みは深刻度が大きい

地域活動への参加を望んではいるものの,実際には参加が進んでいない

日本人の多文化共生意識が不十分である

東日本大震災の教訓を活かすことが大事である

6.2.2.多文化共生推進に関する基本的な考え方

① 暮らしやすく温もりのある地域社会の実現

外国人の滞在の長期化・定住化が進むなかで,外国人住民自身が日本の社会制度や生活習慣などの理

解を深め, 日本語を習得する努力をするよう促すとともに, 日本人住民も外国人住民を一時的滞在者と

してではなく地域の生活者,地域住民としてしつかり受入れ, 日本人と外国人が共生する地域づくりを

進めることにより, 日本人にも外国人にも,誰にとつても暮らしやすく温もりのある地域づくりが可能

となります。

② 地域の活性化

少子高齢化,人 口減少により社会の活力低下が懸念されるなか,外国人住民は地域社会の担い手とな

りうるほか,労働や消費等を通じて地域経済を支え活力をもたらす存在ともなります。地域に住む日本

人と外国人が,互いの異なる生活習慣や文化,価値観を認めあい,地域におけるさまざまな活動に共に
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参加・協力するよう促し,また,外国人も日本人と同様,持てる能力を十分に発揮しうる環境を整えて

いくことにより,地域の一層の活性化や発展が可能となります。

③ 国際感覚豊かな人材の育成と元気な県づくり

グローバノイヒ,ボ~ダーレス化が進展するなか,地域における多文化共生を進めることにより,人々

の国際理解が深まり,コ ミュニケーション能力に優れ国際感覚豊かな人材の育成につながるとともに,

世界に開かれた元気な県づくりが可能となります。

6.2.3.多文化共生施策の方向性

富山県多文化共生推進プランでは, 4つの分野に分けて施策の方向性を示しています。

① 地域におけるコミュニケーションの支援 (生活の基盤づくり)

周囲との円滑なコミュニケーションが生活全般にわたる基盤となることから, 日本語能力が十分でな

い,または, 日本人とのコミュニケーションに不安のある外国人住民が安心して生活できるよう支援を

行います。

・外国人相談 。通訳サポート (ト リオフォンを使つた3者通話)の実施
。さまざまな日本語教室の開催,支援

② 生活支援の充実

外国人住民が,安心して富山での生活を送ることができるよう,医療・保健・福祉,教育,居住・労

働,災害対策などの各分野において,必要な支援を行います。

・多文化こども勉強室 (高岡市)の開所・運営

・災害時外国人対応支援事業

③ 多文化共生の地域づくり

外国人や異文化に対する理解と外国人住民の地域参加を促進し, 日本人住民と外国人住民がともに地

域の構成員として共生できる環境づくりを進めます。
。とやま国際塾 (高校生対象のセミナー)の開催
。多文化共生講演会の開催

④ 多文化共生施策の計画的 。総合的な推進

関係各機関の役割を明確化するとともに,連携を強化し,県内における多文化共生施策を計画的かつ

総合的に推進します。

・富山県多文化共生推進連絡会議の開催
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第 7章 富山県在住の「元子ども」たちへのインタビュー

青木由香 (ア レッセ高岡)

7.1.は じめに

本プロジェクトでは, ドキュメンタリー映画 「孤独なツバメたち」上映会&ディスカッションのイベ

ント (1章参照)を開催するにあたって,映画に出演する「元子ども」たちと同年代で似た境遇にある

富山の 「元子ども」について知ろうと,県内在住の「元子ども」たちにインタビューを試みた。当初は

そのインタビューの内容をこのような形で公開することを想定しておらず,イ ンタビュー調査に必要な

知識や技術,作法も知らないままに,「元子ども」たちへの間き取りやディスカッションを重ねていった。

しかし,彼 らの語 りの中には, 日本の教育が抱える課題や,外国にルーツをもつ子どもたちの支援はど

うあるべきかといつた重要なヒントが散りばめられており,イ ンタビューを続けるにしたがつて,これ

らの語りはぜひとも公開すべき貴重なデータであると認識するに至った。

インタビュー調査の素人が実施したインタビューでの語りは,研究・分析のための調査データとして

は信頼性や正確さが不足しているかもしれない。しかしながら,イ ンタビュー時,時には涙を流し,時
には怒りに震え,時には満面の笑顔で話してくれた彼らの経験の語 り全てが無意味だとは思えない。以

下に試みた分析も十分ではなく,未熟で稚拙ではあるが,少 しでも彼らの思いを多くの人に伝え,一体

どこに問題があつた (あ る)のか,そ して今後どう我々は取り組むべきなのか,こ こに公開する彼らの

語りが,問題提起と,問題解決の糸口になればと思う。

7.2.イ ンタビューの概要

7.2.1.目 的

富山県内に住む,外国にルーツのある「元子ども」について,彼 らの学校時代の経験と現在の思いに

ついて知ることを目的とする。

7.2.2.対象

インタビュー対象者は,学齢期以前の年齢で来日し (も しくは日本で出生),日 本国内,特に富山県内

で小学校や中学校に通学した経験を持つ,10代後半から20代前半の,外国にルーツのある「元子ども」

11名である。

この 11名 はいずれも,キーパーソンである外国人相談員の二瓶博子氏 1が,かつて相談員として小中

学校で指導したことのある「元子ども」たちであり,二瓶氏から声をかけてもらうことでインタビュー

が実現した。

7.2.3.日 時 口場所

インタビューは,2012年 4月 ～5月 の期間に,

青木が務め,通訳を兼ねてキーパーソンとして,

7回にわたつて行われた。インタビューアーは田上,

すべてのインタビューに二瓶氏が同席している。

日時・場所 「元子 ども―」 インタビューアー

2012年 4月 29日

於 高岡市ふれあい福祉センター

J(男),S(女 ),

Y(男),C(男 )

二瓶 (キーパーソン・通訳)

田上,青木

2012年 5月 4日

於 「元子ども」自宅

M (男 ) 二瓶 (キーパーソン・通訳)

田上,青木

2012年 5月 4日

於 「元子ども」自宅

H(女 ) 二瓶 (キーパーソン・通訳)

田上,青木
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2012年 5月 10日

於 「元子ども」自宅

T (女 ) 瓶

木

一
一
青

(キーパーソン・通訳)

2012年 5月 H日

於高岡市ふれあい福祉センター

A (男 ) 瓶

木

一
一
青

(キーパーソン・通訳)

2012年 5月 14日

於 「元子ども」自宅

V(女 ) 瓶

木

一
一
青

(キーパー ソン 。通訳 )

2012年 5月 17日

於 「元子ども」自宅

L (男 ), D (男 ) 瓶

木

一
一
青

(キーパーソン・通訳)

7.2.4.方法

インタビューはいずれも「元子ども」たちの同意を得た上で,田上,青木私有の ICレ コーダーで録音

が行われた。

インタビューでは,子 どもの支援に携わつている筆者らの関心が子どもの教育にあつたため,主に「元

ども」たちの学校時代の経験とその時代を乗り越えた今の彼らの気持ちについて質問を行つた。自由な

談話スタイルであつたため,中には「元子ども」たちだけでなく,キーパーソンである三瓶氏が経験を

語る場面や,イ ンタビューアーである田上,青木が意見を述べたり,ディスカッションをしたりする場

面もあつた。

録音データは,まず,業者に依頼し全て文字化された。その後,青木が文章全体をチェックし,でき

るだけ元の語りを忠実に再現するよう調整を行つた。また,ポル トガル語の部分の文字化と翻訳は全て,

二瓶氏,青木,そ してインタビューイーである「元子ども」の一人が行つた。

文字化されたデータは,話のまとまりごとにタグ付けをし,カー ド化して青木が分析を行つた。

7.3.「元子ども」たちの声

以下,「元子ども」たちの声を紹介していく。

インタビューでの語りは全て斜体で記している。生の声を届けるべく,ほぼ文字化されたままのデー

タを挙げているが,文意が不明になりそうなところは (  )内に言葉を補い,ポル トガル語で話され

た部分は日本語に訳し,【  】を付した。個人名や学校名,地洛等は,特定されないよう 〔個人名〕〔学

校名〕のように表記している。また,都道府県名や市区町村名も伏せているのでわかりにくいが, 日本

国内を移動することも多い彼らの経験は,富山県内のものには限らないことを申し添えておく。

7.3.1.子どもたちの苦悩
「元子ども」たちは, 日本生まれや幼児期に来日した者を除くと,いずれも小学校または中学校段階

で来日し, 日本の学校に途中転入している。みな,来日してまもなくは日本語がわからず,学校でも人

間関係の構築に苦労している。

● 万子どうθメ ′稽
`か

ら,約′まβ接 ぐιゃ物 んぐて何76″つん ″ ″ちのうガι″つたれ 勘 夕亀

● 万子どう2 嫌 ′ま,初め1鉢当■こできるのかなどE配だった ブラジタ 1́■まθ歳で急に一′嗚 学ケどクヽラのはそんな

に焼

青木 r 大″半βでデれ

ガitt rr 半′ですと 本当たιだつぐクιた。でも子どうだちた″ヽらやつてみようとgつたらそιで友達とク長ぐιま

うと′

『

つたとまた ιゃべれなクヽ″ヽら,″盾粥家%7り なヽことをされて 発に立たなクみたクヽなことる結績言われまιた。

●  青木 メ  の εめ′〃 ゴ年生のとき 2

元熟 rr スった鞘 からクヽじめ力ゞ始まったみたクしその議 |こ他にうグラカ以 レヽためしそのブラジクルス″ヽらうクヽε

められん

章木r なんc助 ↓ナてくれなかったの

ガ″ ぅrr /yさかった″、ら″ヽ 6″滅 クし全 額 〃 てくれなかつた ″〃 ‐ の申化防&練ってそのまま放つておカソι
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たクと″ら

奇木 r ゴ%虻 そんなことするの

π子ぁ r= そ j。 でもそのスたち″もっと大まぐζ 〃だをすカミゴ年生c発生たちに言つても燿争6″εてぐれなたヽ った

″本語をちゃんどιゃべれるよラになるまで′ル じヽめ″ヂごンヽつた。

● 青木 r //、裳膝θ年生でσガからスったとまからこ デっと学ケ″つてクヽた 2

ガ子あ ∠メ デつと。

章木 r ″まず 2

ガ子どもИ′ まぐ″みまιん

青木 r どラι彰 の だ

ガ子あ И′ 謙 たこ″またぐなかっん

言木 r どラιて行ル マ なかつん

万子どうИ「 初めなクヽじめやれ 待1瑚力場π ク勁 らヽをどιぼ禦墾されてた。たから全然をとιをせんと,我β力るぐら

ク唆 ら休視 だから

"ん
だけ ど 学交へ″かデそこ親力遊野た″つ/_‐ らまた帰つてきてた。

● ガ子どう〃 メ /y、学防のとまたちょっれ じヽめられた。やつだ窯尻 友達|こ理由を聞 ぐと ′物んたといると疲れるノと言

われた。 √どラクヽラ該 η つて聞レえ ら,務方;み編勁 分ゞカカらんから 恨それ,々そ初 つこ銘陽

"配
は ゃクt′ナな

クか ら疲れると言われ tみ んな,こ鰯 されるよラな感 ε亀

● ガ子どう″ r それ′まなる′最初■ま燃 ′材 ないι //ヽ馬鹿 こヽ″ %L力 を 発 れ て部 を 言っては シ 分か

んなクヽ仇 た物 を言つてクヽるの峻 かるわゲC″ ″どια %ιかなクヽじゃなクヽですれ たシヽら俺|ま繰 的|こだ学ヽ″
のときに似 か,テがをさせどろ仇

また, 日本語がわからず,母国と学習内容に違いもあるため,子 どもたちには勉強の面でも大きな困

難が伴う。

● ガ子どうν r そうでデね,//ヽ学校のと認北材かつたでけれ ヂっと黒痴易 つめるだ↓すだつたのc」争生のとま,こ来
てクるのCそ の訪のイら印を塗燃知らなクヽのc急 だσ争生のうのをやれと言われても塗燃分からん仇 撲 ヤまιてい

たの切 ど を鴻 塚繋ス ってクえ″せ いつたらスつつ 嗜い仇 た力ヽら事薮 tこ″つてらなおさら分か らなかったです
れ

● 万i%〃 r 算数は向ごラとβ本で教えろ議 あ`つて こっち″2年勧 九塗″やろゲど ″ごラ″2年ではまだθの

段までι力や らなぐζ こっち.こ来彰 ルが磁 力`終わって割%蒙ス つていん 励駒ら とわからなクヽまま覚えられなクヽ

ままだった″ち′舞 tますこマ苦乳

文化や習慣 の違いがい じめな どにつなが ることもある。

● 三功″r 雄 み どヽこ′裁 の子″ミニ人ク`たまれ ナこマクヽεめられたつて言つてた。

ガi%〃 r ビアスう詩け てたし らラ″ク`とる践点で言われる。日本′ま開′すなィヽ対 ヒだtすど 力こう′該 の子′靭 ′ナろ

就 た)から。それにけ でも議 ろο

動孵  吻 のときた残髪とかと知 らなかつたって言つていたんしたンヽら,それですごぐ言われて 子どろうそれにつ

な″ゞってクヽεめられたと″ち

ガ熟 ″「 でる,まな憂薬参″のと&お 母さん/_‐ ち′まヌーンと″)まつちク着てクヽつてたじゃなクヽで力″ち最初|ま分か

らなぐて 鰐 多ク

ー

峡 たら′やtまクそラクヽラふラに グスのお母さんや らヽクちに今 でうどラLそれ る

訪 れる税

`嘲

″
_~Fr 今 卒業粛のときに術 獅物ち卒業ズたツノど どんな月浸輸 tすtぎヽ ク`勁 とヽ″うまぐ勧 ツジ つヽてぐろ。商 らヽ,文
化″ とクヽラの舷 やっぱク。

ガ子どう〃r ナとしらそラクヽラ/yヽ さクヽこと″ヽ6働 なクヽゲ&子 どう/c~″ たれで来てくたさクソと″言ラグれどう′蒻

に′ま言わなクし

しばらくすると,子 どもたちは, 日本語での会話はできるようになっていく。そのことで学校での人

間関係が改善した者もあつたが,多くは問題を抱えたままであつた。

● 万ぞ うИr でうル考%場姥るようになつた夕 じヽめらなくなつてまん 庵からιたら該 力ゞ分からなクヽ″ヽらクヽじめら

れてクヽたの なι
『

つた
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書木「 詞彰 勁 る よラになると, ちよつとい場 堵 ぐなっ辱 ん それ ,ま譲 力=分かつて友達力ゞできたといラこと″ヽ

た

ガ子どうИr そうでケれ あとル 今ヽクツで きるル ラヽのう。

青木 r 準 、こなろん ラヽこと″ヽん どつち力ゞ上と″ヽでlまな ぐζ ttεまラ(轟ι合える。

● ガ子ぁ rr街 本語がιゃべれるよラになるまで′力 じヽめ″ゞひどかつた ノでうβ本語がιゃ
^れ

るよラになって みん

な力活 つてク%こ と″ゞナぐ′こ夕 巧 ″ヽら,′ン らヽなクを ま″夕言っているの力繊 ι
『

ラでιょ夕。

書木 r 夕 苑 許 こヽとつてこと。

ガ孔 %rr そラフ悪クヽこと。言つてクヽることが分からなかったとき|ま大文夫だつたんだゲど ヒ油 老ン クヽ始めるとう

っとつらぐなつた

勉強も, 日常会話ができるようになったからといて,すぐに授業についていけるわけではない。

● ガittZr 訪 彩彿かるゲど書 ぐの″ゞちょつと駄目た1つたから。慶業の協 まそれなど分かってなかった。

三″

" 
たため′り本語 と,漣ラ″。ら。

ガittZr そラそラ。麦どと話をする″ゞと発生の話と′ま違 ラ″ヽら。

青木 メ 詢 こ`′■畔 密 2年生でスつたと出 輝 砿 託 物 ち なか つたでιょ。たんたん日編 力多ン つヽてきた″ど 授業中

|こ先生力言 ラこれ珍 からなクし

ガittZr そラ。 彼業ソのこと晟 あまク分からなクしス豪が多クツ)ら自分だをサ
=こ
説〃ナる 。・・。

青木 r ttιたクル ぅ聞′すなクヽうのれ

ガ子どうZ「  そラそラ。その申でどんどん寿れてクヽぐ感 εだなつζ

● ガ子お Иr 骸 ノ/y、学体のとき′ま虔″ヽつたれ クヽじめら/77う なクち 件夜落ノ//1学狡′rデっとそのままだったら

`″″υ つクて ク,tすた。

人間関係がうまくいかなかつたり,勉強についていけなかつたりして,意欲を失い,学校を休みがち

になつていつた子は多い。

●  青木 r どラιて申ゴ″ヽらや拗 鞍 ぐなつちゃつたの 国えな;勉″ 扮 ″ ″ クヽιと″ち

万子どう
'メ

 カれ じやなクヽですかれ なんヽぅ面″ぐさくなったク。た群 ′こ,商″ぐさクし

青木 r 厳 ,ま良″ヽった 2

ガ子どう″ r F燃妄 ぐなかつたで九

肯木 r 駄目だつた。κ点ぐら′ヽ取つα ヤ

ガ子どう夕  まデテス トを受″てク`なかつたんα

彦木r 点数ろタリからなクヽ み紗 。

ガぞ うタ  テメ ハのとまずつと休んでいたみたクヽ九

万子あ ″ r 薮 ′こ′許 つたゲど 多ξ′麦 と″ち

青木 r a壊 棠 綴 り でクヽほか つた 2

万子どうpr ,に でした。

● ガ子どう五r μ牧

^″
ってう艦 6相手だιてぐれなぐζ 語 らできなかった 話 らブラジクルスタま話 ι/_―″ゞらなたヽ つた。

か さヽれた ノ

議木 r ど夕ιて協ン つヽた 2 勿 ヨヽ カ /_-2

ガみ %Z ブラジルtこ帰 クなさクヽど″ち

書木 r 子どう″言 夕の 2

ガ子どうZr そラ。識 キこ来な くて料 どヽ″ぅ どラιてβ本′こ来たの力ぅ来な くていいと″ヽとまぐ言わノιん
_―ur っら′ヽれ

ガ

“

Zr それを乗ク越えな″ゞら学鉾べ″つとつて でう塗然友きができなぐζ たまた諏 |こ着しヽたら夕覆きの動′I

屁 ドょラク ス つとつたクタタん初 デヽヽこ足を入れたら藤■さったクιt
青木 r を 作 誇 た 2

ガ子どうZr 言つた。でも,あまクタらなク

`ク
と″ヽまぐあった。学校7ご着クヽたら緩房の中′こ勒 ス つとつたクιたとま

うあつん

言木 r それで錫 霧 つて戦 ′こ″つひ ん

ガ子どうZr 履張ち で戦 |こ″つとつた″ど そのとき′ゴ塗然を髪する気●こならんぐて′2″とかに帰つてクヽん

● 青木 = それ の ε′り で学体を休むと饉 カミ分からんぐなる仇
_~Fr たん″ たくなつてれ
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ガ子どうZr 虜うそラやつん

誘た  とん とんやる気カミな ぐなっζ

元子どうク r 〃′″学拡に″こラと考えても,次のβになるとやめ /_―みたクヽた

ガぞ 6Zr 激%%耀 ″ ぐ気 うなおヽったゲど ク`εめ″場 った″ヽらうつと夕ぐ気力ゞなくなっ/_窃佐 クヽ九
_~Fr 膜 ●こ″いつ |=すないこととクヽどれ その=2
万子どうZr そのときなどうすれがいク勁髪ン らヽなおヽ つた 親 |こ言つても″本語をあまクιゃべれなクヽ観

● ガ

“

〃 ′ 〃まごうク。たから週末ら家を出るのう簾やつた場 夕をナろ気力 うなかっん /・76ιたくなかつた。

田上 r そのとまえ雀難級 った 2

万子どう〃 r 培かったか ら。多鎚 かったとg夕。クヽっ6Fを向 クヽつ い とつた仇

田上 r それは つ いラ学撚の環境雫教薩黎務窃 そゞラさせたれ

当時,「元子ども」たちが自己を非常に低く評価していた様子もうかがえる。ブラジルで学業の成功体

験をもつ Aは,日本での自身の状況とのギャップに戸惑いを感じ,あまりの状況の厳しさに努力するこ

とを諦めてしまったという。

●  壺

“

 ′暴妨′こ金特分からなクリ″クヽてク|`ナないとなったら,な″ヽな力提ル つヽぐこと″ゞできなくなるでιょう。

ガみ ち Иメ やつぶ力不足になってιまラ。自分 で √どラき違 クヽつ′ナなクヽだろタノと′gっ てιまラ。

賃杢 r ′分で自分を諦めちゃラまれ

● 万子どうよ  多分 業 を)続■すでクヽなクヽ一番の理由晟 やっ|ずブラカレの学夕を辞めて また′本で学膝左者めるのた
I乍ぐらク勁ン つヽた。字をだ″つてク唆 クリ獨妙ある″ヽら,そこcま あいクヽやっτ

『
ってιまラ。常に遅れてるから。ブ

ラジノレtこクた ときの俺だと,務舞士o(だつたのれ ブフジノレだっ/_― ら,4鳥 θと′綾 武今 られるなら,お が」ω
点みたクヽな 常

=こ
S,ずっ″ヽク。辞めて発ιくなくなつてクヽつ/_― とクヽラ。たから多分 日本でゴ争4rからデっとやつてたら

辞めていなかったι
『

ラ。

青木 r ル てヽ行ってたられ

ガ子どうИ「 ″クて行つし なヽおヽったとクヽラの″ 〔中戦 を辞めた原因として

'あ
る。

瑚雛  そ油 i原因か らιれなクヽれ ″つてる面白ぐなクヽと分からなクし
ガ子どうИ「 常′製繁ιてクるんだから。まあ クヽクヽギ好用の驚鰍だと。

また,人間関係や学業不振に悩む子どもたちが,問題行動へと導かれていく様子もうかがえた。

● ガ″ 6夕  申戦 |こ入つてるいεめ′まあつた仇

二源「 あつたれ ω 澤 めると言って クが通デ ιたことあるうの

慶弦なメ ク`εめか験オンヽらうラ字友″めると。
ガ子どうZメ  彫 ら`申学´θ年生の途申響 めん 卒業のσ力月鹿
青木 r 卒業せデ′島
_~Fr でう

“

研窃薩羮り うらつたまれ

万費 %Zr 6ら つてクヽなクし″〃の先生からうιう辞めるんやったら卒業オ 〔証書)′まあずなクヽと言われζ でもつら
かつた″ヽら辞めた。

多社  やぼクー番の理由″クヽεめ 2

ガ子どう夕  そラ。それたそのとき惑れたごうおつて 耐 の道キこ″ってしまった′みたク`な感 εc
青木 r 悪レヽ建 つし ラヽのこ クヽわゆるヽ ミみたクヽな ?

ガ子どうZr 不長のごεだ″ってιまつt
青木 r 中戦

=こ
入つ″ 崚 ぐなタ ツ ? それ″/7ネス 2

ガ子どうZ」 ′本ん し ンa=″わ て万弓lιまラノつて言われて ル まιなかったゲどウ嬢ク現 て探≦ιいなって 炎々

″″っt
青木 r 万ダ/ιまラつ4し ているのこ 自分ヤま・・・。

ガ子どうZ「  やつてクヽなクし分かっとるゲど ″ソ∫ラまラな感 ε′ごなつt
青木 」 議 tとたを′幼 つヽし ろヽゲど

“

%をから宇ク/_‐ クみたクヽた

ガ子どうZ「 そう。

“

賜をから′宇クたクし
_~Fr 准一の眸聞だかられ 粥 材 できなかっ薇 達力t

ガ子どう夕  外にある″ヽら。原ク,方向tこ行 ぐ可性 が大きクし

● 青木 r 豹象 嫁 っちゃつた後物に
_~Fr tt eF屹 スの遁ラノ諏 0こ 確縁賃 としてソ″つてクヽなかつたのだ′加 ど 多分どこ″ヽにあつたとgラ。ナご

ぐ不良|こ魅力を感 εろといラれ
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青木 r ミヽ |こ勘 を感 以 ヤ

万子どうな  腐軍な話 ′まか徴 まクもまず不良″端 になつてぐれた。′まか似 たらから,ま女友達カラ ク勁 らヽ席がられ

てクえ″ 不貫た現 麓 見建 難 なつζ 危″t不良添 こヽなつた″ヽら一緒tこなったれ ラヽ。大体そラやろラんじ不要のス

″ゞまデ麦きたなクせ ヽヽ。を事でらそ夕。そラクヽラ姓翻 クゞヽクス′ま嫌な′だ月られるゲど 薇 つぶレスだ′ヱ友ごとιて見

られる。

● ガ子どう″ ′ 脅ンを 出影を や′まかα勧抄 湯 発 ら″ 翡曖 だったらιレヽんでな れ つるんでた人 らヽ ミだつた

われ たンヽ物膨議を もηル たヽス″このう印のスC′まか0(″こっちの世界のスとクヽラ″ち/ン らヽその″″でもラメ差

男=1を感 じ

“

たヽんですよねじ ちょつと励 =だらιなクヽと″ヽたツノC蒼 ら′まどラんでつ っヽてデつと′
『

つてましたれ

″上r 不要だつた″ヽ 6勧ウル ゲヽど そラクヽラ

“

物 ル ろヽヒ安 `Ll 
ιていられるεゃなクちそラクヽラなケε′ま今 6ある2 そ

の不良の け ちととクヽ発 裸 でヤまなくζ 今の生活の申C′分を認めてくれて 自分カミクヽつ″って没財 てぐれるι ク`

ろんな話 らできる仇

ガ子どう几グr そつちの方ガス〃とιて楽ですまれ を癸スでも子どうでも,デつと所β″ιをされてクヽたらやつてクヽゲ

ないと′
『

夕んですまれ

ここでは詳述しないが,彼らは学校でも地域でも様々な立場の日本人から「外国人」ゆえに差別的な

言動を浴びせられた経験を持つている。しかしながら,現在大人になつた「元子ども」たちは,そ うい

つた苦い経験について,特に学校内の「いじめ」や 「問題行動」について,次のように冷静に分析し,

外国人の問題としてではなく, 日本の学校全体の問題として捉えている。

● ガ子どうな  存教%ノ 0励額に嬉 Iなった日本人の友きる,不要でノまなかったゲど 脅晩所落ノ″ヽら来た薪交色 そ

クヽつ鋤ワ深 クか らクヽじめられてた。それ″=一勧 めに嫡 ′Iなつたノ化 ク`また7こ麦層なんだけど:たンヽら初めカカらをクス

から瘍吻ゞ られてるスタゴつ″ツシ機惑になった

● ガぞ ら″ r ル杉寿校だゲα 錫´ とgラゲど ク、じめ,灘当あるとgラんですよ。力錫ι l噺を聞 ぐと, 祝 て

ないのし か クません」とまぐ議球ぼ ■れ それ働徴規 えなレヽんですよ。自分 6//ヽ裳″を きいじめを受|すたし 中学

夕のときるり窃わ′ヽら′をつゲられてやられたゲど それ

―

ちに′勒 らヽなクらクヽじめるス晟紹

"劣
生のFの″で

なやんなクツ らヽ。

● ガ子どう■グr 今髪 |こを事をしてクるス う ″牧落ノの発輩c鯖 クデイまと″ヽ言ってクヽましたれ すぐに ノ写狡来

ん/ry″ち野itこブラジ′わたたツノとクヽラ駒留で|まなクヽと′gラんでケよ。霧 港なブラカらたとで
=ま
なぐ′ユ本人とつろん

徳 しヽことをιてク`/_04嚢 杉 ″ α現発し
『

ラのC放 つておクヽてぼιぐないでけれ ら夕少ιその人,こ対 ιでの接

ι夕とクヽラク 揚 ろι
『

ラんでケよ。

● ガ子どうル  スとちよつと違ったらいじめのガ家ですよねじ褒″ιたら言葉カミちょっと違しヽますまれ 方言力邁 ラ″力ら。

ろラそこでタータンハたまれ  作 つてんのノと″ち務雄 ら,′私 は博ど いろ/L//r/yヽ学紘に/デつて 鋼 いじめ

られてきてるから。やつな称狡空だつたら,スとごラといラだ崎 C多 分 そラやと′gラ。

青木 r そラクヽ外 秩 で|ま,6ιかしたタ タ カ 以 だ″ち ,ちょつと月たβ力ゞ違ラと″ぅβ福 が分からないとクヽラの

でいじめられイ場りし

ガ子どう〃r やテクツも ιれなク`でテヽ 考え男ちβ不スと塗ぐどラεゃなクヽで力れ いるたけでごラから。月ろだけ

0議 と 考え方 う違え′ご 鍵 ラの′鳥

● 田上 r だンヽら,本当′ま教ラ i変わ曳 ″ ″ ル クヽナないと,私′鉢 当|こ強 ぐ′
『

ラ。子どンを ン らヽ′違ってクヽでもそれ′ま

クヽクルル クヽラごとを教えてクヽって 廷轟 =当たク誨の桧 こゝならなクを駄″ 覚 ′
『

ラ。

ガ子どう〃′ 射

"′
gラ。だつて まιんでク%Эtユらだけ じゃなクし β黙スでいじめられてクぢ子6¬統

7.3.2.挫折

様々な苦悩を抱えながら学校生活を続けていた彼らだが,H名 のうち9名 は中学校を中退,も しくは

高校進学を断念している。

学業継続を断念した当時の状況や気持ちを,「元子ども」たちは次のように語つている。

● ″上メ ル婢マだ ラとな思わなかった2

ガ子ど6■グr gク 綾 ιん ぉεさんと¬緒に

`都

磁 ノだ″つて あまクラまぐいかなクヽ6/L/碩ってまζ 骸 ノ
と ′均錢gノ を受け んでケセすど 三つとも不金移だつたんc 昴%≠落ノ |こ戻つて仕事ιてクヽまιん

″上r 序狡^″ごラと′gったのなどラιζ

ガ孔 %ルグ「 うとうと2残′ま″まなんでケよ。
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_~W′  ろつたいないれ

万ぞ 6″メ 今で6″副然/マ蔵 ラと′
『

つていろ。だけと
'シ

ま子ど6″ イゞスクヽるι そラ簡単|こないかないんcだ ゲど

議 らヽを脅彰は でデれ わ 皓 訥訳みたいになろんでケけど クヽつもジを,こ楽 ιさ′レ ク求めてクヽたι 発生たちと″ラま

ぐクツなヽかつたのCな かなおヽとクヽラ碁ナεで九

● 遍2,r  `中2で夕退ιたの′〃 どラιζ
ガi%И r を事をした方カシ クヽ勁 なヽど′

『

った 学焚′r″っても燃 ,存せんと′

『

つ4
多 仕  お金のとクヽラこと。

ガi%И ′ お金 あと″ εtttこおや ε″=ヘルニアで入院 ιでζ 家がまつかっ/_―から。

青木 メ リ宛計を助 |ナたいとノ

『

つん

● 青木 メ 庖螺 彰秒 なか つたのなどラιt
元子あ アr ″き/_‐ ぐな″ヽつた″ヽら, ど, テス ハと″力ιな″ヽった。

青木 r ″またぐゝ ねヽ っ/_― の′ま戦 力謙 レヽ滋 髪 の 2 2夕 瀦 ″ヽ 髪 の2 ん ン i嫌だつを ″  それ とうただ仕事が

″ ラ つた クヽろんな理由カミあると′

『
ラゲ&

万i%7r 物 場籍確 事力ゞ ιたかっん

`物

り

二源 r 麟 tこつクヽてク|`ナなクを″ち

ガ子どう7「  それ るあつん

青木 r 2解 ″  プ勧稔′]面白くない″ヽら諏 tこ″またくなクヽとクヽライ ε″ヽた

ガ子どう7r ラん

●  言木 メ どラιて謙
=こ
行かル つヽたの

ガ子どう
'メ

 た群 ′こ働きた″ヽった″ヽら。

青木 r 彫髪 ιたぐゝ ねヽ つたとかでtまなぐζ 酸 蒙_―″ヽったの

ガ熟 pr それ る分 ヤまあ クま■けれ ど 多いて自分 でお金な裸 でヽツのことを手をってとクヽラ〃盛εでやつてクヽまた

″。ったで九

青木 r 蒻豹 啄 け クヽとクヽラ鮮 錫 ″場 夕 ″ ?

ガ子どうpr ラんら

〔中嚇

牙子どう
'「

 諸 またクヽつてクヽラ結 ち″あるゲこ あクまカゲ&
弟 ぞ う夕  遊募ためだろ。それならクヽクし

茄 762 それで高校tこ″つてら歳弟なク勁 らヽ,それならまた多クヽC顔いだ方力t
ガ子どうZr 防 できるな易を髪ιた方がお前のために″クヽクЪノ
ガitt pr rでう′皮がなクし方法がなクしノ
ガぞ う夕  【嫌 ′まある∴ お前|ままだπラ義ぞろラ。ノ

学業継続断念の理由を聞くと,まず返つてくる答えの多くは「仕事がしたかった」である。しかし,

なぜ彼らが学業継続よりも仕事を選んだのかは,慎重に読み取らなければならない。元子どもVや元子

ども Dのように,掘 り下げて質問していくと,断念したのは,「中学校時点で全く授業がわからないの

だから,これ以上勉強を続けていく自信もなく, 自分にはその価値はない。自分の学業継続は,時間と

お金の無駄である。それならば,仕事を始めた方が家族も喜ぶし,有益である」と,自分自身を (低 く)

評価し, 自分を取り巻く状況 (特に,家庭の経済状況)を慮つて判断した結果であつたことがわかる。

7.3.3.後悔 と希望

このようにして,中退や進学断念を選択した「元子ども」たちであるが,実際に社会に出て,その厳

しさを身に染みて感じ,振 り返つてみて仕方なかったとは言え,当時の選択を後悔しているという。

● ″上r ″さんないろいろあつた″ヽ6カれなクヽゲど ‐物節aごったゎゲでιょラ。
ガぞ う″ r 自分の申で|まそうでケれ

田上 r でしょう。それを駄′だつたレ 要 ぐな″ヽつたとクヽラ気持ち′まあろ2

万子どう″ r あクまけれ 今でる高交へ″つ
`ケ

クヽこ夕勁省 後悔ιていますι, うラ少ン動 ヨ|こ勉強力%鞍かつ

たとgク 、っっ 6′  /あの 該蹴力ヽつた/ryと クヽラのもあクまケれ を減 響 るんで多免
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● 現 雛  6ιまた中戦 |こ戻るとιたら′また層 じ道を歩む 2

万子どう併  今の頭αまιなクし考叛譲 るんやつたら,勉強 ιたクし

`物

り

ガぞ う併  今
『

つたらぐやιクちあのころあんなふラεゃなノクヽつたら,議 ′r″ゲて多整できたが′Iつ て
『

つたクうι

てクヽた″ヽら。

●  青木 r 6タ ーα 幹 て らクヽクヽ2 2髪をしてお,ナ′ぎよ″。ったとクヽつ″ぅ

『

ラたち 夕とクヽラゲど どラιて老蒼ιた方力ゞクヽクヽ

と′gラ 2

ガ熟 rr 勿姥ダ 今私のやつている鱚 ′ま,効髪 ιてクヽたらごんな″事やってクヽたのかなどクヽラ気持 ちになる。

青木 r もっ″まかの諄 力ゞでまたんじやなク勁 なヽどクヽラこと。

ガ子ぁ rr ぅラちょっとクヽクヽを事と″ち今′以 笏 ラとクヽラ気″ち″
'あ

るんだゲど あそこだクヽるスたちたツチでιょ

ラ。 らつときラところたスったら,ク るん薇 を手″っていたのかなれ

『
ラ。でも今 勉強′まどラだもならなクヽ″)ら′この

ままこの針 ′こク`て,生を過お のかれ

● ガ子あ 7r 申学夕を卒業ιてゴタダた ろつと2残ヂれ′厳 ″つたと気″いたの

6物り

ガi%7r 卒業ιて″事をιて もっと勉強″ ι′為こかつたとぷつた。

青木 メ どラιaつ ′

『

った 2

万″ 67r ラ∵んら多分自分確 |こ立つとgラ。

青木 r 務 お っとでまたんじゃなクヽかなど″ぅ もつと頑張つたら3つ とできたはデなのになっτ
『

ラ?

万子どう7r そラ。

● 青木 = αま け での)ス間縣 t治キま良 くなタ ツ ど でもイタ脅螺rまた通クえ クヽと′
『

つてクヽろル ラヽこと焼

牙子どうИ r 筆 夕ま取 クた′ヽれ

青木「 今の は じや駄目にな ど′

『

つたル ラヽこと。吟;ス間関係
=ま
良ぐなつたι お金 6稼′ヂるゲ&

牙i%И r 続 ,今のままたを夕を取ればを事がなぐなるだされ らヽ,日か鶴 を取 クたクし

言木 メ ″来のことれ

元子どうな  クヽろクヽろなえ麒 ″減デるゲど 多 とか″ になつて諄 力拐 つからんで帰

『

ιているス″S多クし同の資格 う

″つていなクヽι学″らKわってクヽなク勁力ら′鞣
=ま
そ 夕なクたくなクヽなど′

『

つζ

_~Fr それ 晟  い つ け ″ a

ガ子どうИ「 コ名乾

青木「 ジZ歳のとシ ち それ′ま″クのスを見てι
『

つた ?

ガ子どうた  そラ。不景気′Iなつたとき″i一番 まつかつた

訪 r θ準蒻クの

万熟 Иr 当時,顔着会をだ勤めてクヽたんでやばレヽなど。tt ιであ資格力`あれば聯′Iつ″るのた 然 なかつたら帰国

ιかなクしやつだ外国ス″″事ができる″あら層われるたツノC年 ″
'あ

つたら多 なクt

● ガぞ うよ  /′本語0″て言ラのかわからなクめにうど ポルドガ′壕 で 貿力″
“
ゴaり わかる?会社でを事をして

クヽると勃切ル し今β確 から勁 なクしあ妨影敬履賀e乞 大″θヵ月,コ カ員前ヽこなると,また研雅麟%のかな

ど″ち
_―ur  常

=こ
磁

ガ子どうИr 瀞″鞍ん彬 ち,家買おラと″ヽそル ラヽ大きな一歩′まできなクしそれ で家はまだ買ってなクめたツノ&
青メ計 会他尋′攀 でも,ク ろヽいろな舎肇尋があるゲ&
ガ熟 ∠r 外厘ス.こ関 ι(ヤま,本当の正を貞になることなまず著ιクし
_~Fr 駈 ,息子から議凛 ん どればど凌残ちでもと言われん

牙子どうИr 窯どと,ま言レツ滋螺 ヴ ど ガ ιクし

`物

″

ガ子どうИr 卿確ク の 際を″ 確 になつた麦層ないる。fク 、庸″クヽこ 不景完′Iなつて派着会をを辞めるこ

とになって その 人が6聾ワ=良力
。つ/_‐″ヽら層ラまれ ラヽの′え たたやつぽ′ωスに二ん

● 青木 r ル ラ″ぅ すごぐ才能あるのた もつたいなクし自分でも′
『

つたことなクヽ2

牙子どうИメ あクますよ。淘かやらんなんなと。″事ιていると多磁詔官 ラ。
青木「 どラい夕ふラ観 彩 。

ガ子どうИr ごご.こおつたら結用の繊 なとο
_‐Fr ノ7ε諄 を。

牙子どう左  ごラクヽラ卓彪作業をやっいこ どラせ年を取つたらまになるし 夕を取らなくてらまた詢 J感「ぐなつたら

ま′Iなるし ごラいラことやつていたらアカンなど晟
『

ラゲど ′ク テンノが分からなクち

童杢r たシヽら申学のときのと″ぅ序あのときの鍵 ′

『

つたとクヽラごと亀
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●  童杢r 夕難疑好をた とま″そこま

“

えてクヽないのまれ

ガ子どうZ′ 塗燃考えていなかつん を事をし始めてから変わった

`嘲

り

π子どう夕  ″ つらさを振 ク返クなが ら′頭の考え方力竣力ったと′
『

ラ。
青木 メ 膵 力わ ら″ヽった。
_~Fr 夕辱用と層εを事をιてれ
ガi%Zメ  そラ。~つでう屁磋乾たら嫌なことを誘 ιるa学 夕となど夕″ヽら。 `義誌ならノうι6月薩曖たら先生
だ誠 ′教 てぐれると 手夕ってぐれる″ヽ 6働 なクヽ仇
動雛  でもを強スなったら′々 を

｀
ものれ それ 変わろ。

ガ子どう夕  そ締 変わろ。不要でる″ι/_rら ′分の賃をや仇

痘墜「r を会′瑚折ιクヽなど′gったとクラ こと。
_―ur ″ぇてぃ/_‐ といラダ aれ
ガ子どうZ「  そラそラ。

壺

“

 εや物 炉 せなク,=すれど うι申学θ年生に反′ιろとιたらどラカろ。
ガ子どう夕  反クたクし戻つて (当用 だこったことが rう ラフリ ぁって6′ 壕後まで卒業ナろつらク。高校までな″
また″ヽつたなれ

『
ラ。

退髪ざr そのとき期 つ0か ったグれど

`′

オそラン

『
ラο

ガ子どうι「 そラ′

『
ラ。クヽつ 6ク を こたちに晟 今|ま申牲 から場 なクヽグれど 必デ淳交までなって狩 るよラだι

し ら C海 の清撻兌たことを見て ま/_―″εことをιないまラに ,まぐ″ぐようだといつ6考えている。

一方で,高校卒業を果たした「元子ども」は, 自身が苦悩を抱えつつも学業を継続 させたことを 「良
かつた」と評価 している。

● 重型:′  今 そル ラヽ教育
`件

牧だ彿 才焼″ル |`ナなクソといラタタ を の物ツ ιてくれ/_‐ とだついてど夕ぷラ。
ガ子どう〃 r 要かったι

『
ラ。

旦 些r どラιt
ガ子どう〃 r やヤまク癌賛を卒業ι

`な
クを就移うれ ιヽ /77う できれ かヽら。コンとしの′シ ハでう淳卒以上になって

クぢ″ち。″っておクヽてま″ヽった夕新し 。

一度は挫折した「元子ども」たちであるが,現在,学業への復帰を望み,夢を語つている。

●  壺

“

 うιうの議たツカ ど自分力う専グを卒業ιてたら′例えほどんなこと″ゞできると′

『
ラ。

牙だ ろZ「  講 すヽば ,・ ち自分の夢′こまってとってぐろゲど 物 静笏勲鐸のどιとかを鋤ン っヽたんでテよ。

重杢「 ′鰊 九 勒 響 ま薇 ″ラ クヽまれ
牙子どうZr 多クしを事を防 めて そラクヽラ房家を探 ι彰 たんや嗜れ ど 高校卒業なかったらできなクヽと言われたか
ら,そこにιた。

蔑本r 三われたえ そこで初め(議
・

かなクヽと。
ガ子どう夕  諮 ″ なヽクヽといゲなクリ肩タイデゲ′ガ′

`夕
の人生カミ広カミろ。

●  言木「 錫 葬 絡 を取 クたクヽと′gっ α ν

ガ子どうИr 申学た でまれ砕 まで荻クたクし

`翅ガ子どうИr 斎楽層察0″でもやクたクヽL今言ったレコーデンングと″ヽ 6塗″′分でやクたク勁 らヽ,それのちゃんとι

た2髪うしたクし

童杢 r 事り牧 と″ス るとクヽラこと″ヽ4
ガ子どうИr そラ。

青木 r 亨暉学焚′ま′まとんどン渤 ごまれ 中卒奪 〃 〃 κ ぐれるとクヽラのこ 孝 数 でで案客ノD方■こあるらιクヽま
ど〃ぐぐらい●及ワL/となクヽれ を事う学膝 6′ やtまク肩挙″,スろどまの資をみたいなのに多 ソιろ″ヽら。

牙子どうよ  せめて高有 みたクヽん やっケゴ高卒までやれダ クヽろクヽろな扉力う″ぐというの″
'あ

る″ヽら′少なぐともそこ

ぐらクヽまで荻クたいれ ′不房発力試験 6こ の労取つたゲど 少ι敦つただけでうだ
`
議ヽ こなった

●  青木「 どラι(今勉強 ιたクヽと′

『
夕2

万子どうσr 吻髪ιたらそれはけ,

ガ子どうyr 6ラ ちょっとクヽクヽ諄 カミ

万子どうθr そラそラフを事うそうだL社 会,こ認められるっていラ″ち

「元子ども」たちは,社会に出て様々な経験をし,今,冷静に自分の足跡と今後自分が進むべき道筋

について,立ち止まつて考えている。自分の可育旨性を信じたい,人に認められたい,そのような思いが

強く感じられる。
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7.3.4.子どもへのサポー ト

7.3.4.1.学校におけるサポー ト

次に,「元子ども」たちの語りから,子どもたちがどのようなサポートを求めているのか,どのような

サポートが必要なのか,探つていきたい。

まずは,彼らの「子ども」時代の学校内での教師との関わりについて見ていこう。

●  田上メ それ 佐ン蒙ガ ″ゞ ′勇砦務 できた理由とισ 大き″ヽつた。先生|ま 2

ガiら 7r 死空 ういましたん 車 さん。

日上 r J鍛控 らそラ″ 加 ど 識 の先生
=ま

どラだった 2

ガ子どうyr 学節嫉 生うクヽク発生C″ 〃雄 6務携

田上 r 面倒見て物 ん どんな形で面倒月てぐ ′ 2

万子どうyr √ιつかク勉強 ιどろの ソ と夕日間しヽてくれ/_‐ 仇

田上 r 気
=こ

ιてぐ ′ れ ラヽこと″ヽ九

万子どう7′  ″クし

″壁 r 教えてぐ,れを仇

ガ子どうyr ″クし

田上 r 申学を解て きて 高膝6ほけて ι″ヽ 6卒業できてとクヽラ理由″そこ2

ガ子どうyr ″クし

● ガ子どうh 工業高粛に″つてクヽたとき,発生′ま厳ιクヽことう言つとつたIすれど 壕

“

′動 のことを大事|こしてぐれ

た だンヽら 々 ″ /シスタン岸 ″ るノと言つたら 船 ル ′ほんの 動 |こ資格劇 し たんだンと先生 こヽ言われた

こ上r 物 瀬れるようた象クル じいろと考えてくれてクヽん その優多銭藤%6ジ初 るヽと。

万子どう贄  ガぐまで戦 |こ残つて勉強させられた。壕グの卒業のときた マン〃凌残れと応援 ιてぐれた。

● ガ子どうZr 業t麟 カミ好まだつた″ヽら′度が亨夜た残るためた クヽつうδ織庸響だが芦をやつてクヽ/_―んでケよ。 6ι 6

堤髪まで戦
=こ
おつたら堤多な ポーンや クますまと言って おウどん学女が″まになってクヽった感 場 で6友ご″

みんな議 =lみを な`のなιてクヽん

青木 r そラいラの力ら とあつた2 でも 似 客ノ先生のおかゲで学焚が″きになつたθ

_~Fr ttι ぐなつて行↓するよラだなつたね。それ ,ま大事なこと。―スの に 稜変えるかられ

ガi%Zr 〃きになつた。多′ /移―体育力`ある″ヽらずっと識 キこ行力ヽんなん/ryと′
『

って行つとっζ

青木「 左 勤 ガ グ %できていまました″ち

ガ熟 Zr そんなんなかった 発生のおかゲで″っとった感 仇

● ガ子どうよ  私の学櫛笏 ′よ″ιぐζ ′不ス″普通朝食を食べてぐろεゃないですん フこ
｀
′まんな食べてクヽるかアン

クール 場 って 受べでク唆クを言つたら,議壽%銘′r/ヾンとハスと″ヽを用意ιてくれて みん″ 嚇%とシ
'′

こ 食ベ

ζ 読み終わるころ|こ獲 ,こ戻つζ ″ 彫髪給 0わ た牛現と″らメ0議珈富′ま
`場

し
`な

クツ らヽ,ノ ンゞとハスと牛見どま
通lこ食べζ 戻つt自分とιαわ れιかつたでテれ ιてくれとる″)ら授業 うまちんとιて頑張ろラとクヽラ気tこうなク
ました仇 フごなん か たらいクヽなあ と。

● ガi%″ メ 申Iのときの発生′
～

ゲιてぐれてクヽた/L/ですゲ&雄 ′″ ぐ話を聞きたんをクと″ち
田上 r 気持ち2れ
万子どうルグ「 そラでけれ ″つてクヽること″

'あ

ったらすぐに言ってこクヽと″ち 自分力二落ち必んでクヽるときるナぐに来ま
レ れ 勧 発 言クヽたままιたね。港のを〃で|まなくなっためとう′申2のとき6,申 θのとまう′自分,ま悪しヽこと′レ
クιてクヽたん窃け ど それで彬解ガ勧動 な 大ズ夫かとかクヽろクヽろ声を力沸 ち らってクヽまιん

● ガ子どう″ r 〔個人〃 先生aけ ,これ たン、ら発生たち″老猪鬱七黎解昇クヽと,ま言えないんでケよ。みんなカミみんな同
じまうわ 磁ン クεゃないんc lθスれればゴθスの考え方力ヽあるわ′ナだ仇 詮貞″うワε考えやったら逆

=こ
雉 ち層クヽ観

簡単|こ″信 えてう,自分力洋 れ初 っヽつったらやれるわゲでうない仇
爾上 メ で鍔 %′ぎ殊 〔個人ク カ 鑽 衿

～
α穿詠 たクヽなスル てヽ賞″ヽ数 れ

ガi%ル rr そラでヶれ  似 客ノ先生,こ力日か力ぐらをつかまれ /_― こともあクまιたれ だゲビそれ ′ゞまかの発生
だ豪ち腹立って′ルレかになったクιてクヽたと′

『
ラんです″らそのん瞥〃翡 ぶ つかってクヽろ〆εがιて 力″、もな力ヽ

つたでケれ 腐宛 あ てる,力ぐらをつかまれてう,自分のことを考えてぐれているんになといラことを感 εましたれ

`物

θ
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ガ子どうЛグr が らヽ不要 徳 υヽこと′レ クやってるスにιてら,一つ″fつかぐらク1′ま良いことをしてクる とぷラんで
ケよ。それ を月凛 ψ α ガ し ろヽ″ヽどラかと″ち′夕ま〔個人名ノ先生たな海国かなめられたこと″

'あ

って ナごぐラれ ι

″ヽつたで刻 れ 多 拷 ラい夕ごク ,あって 力 ぐらをつかまれたとまう′′

『

ってぐれ ていろんにな ど′

『

クヽましたれ ′まか
雄 たちたら ノЪ静 認峡 ん 勿  

‐
お前キまどうせ言夕ことを聞力ん ″ヽらどラでもクヽクソ とん 鶴 枕 ク唆姥 多 %ん c

そル ラヽ発生
=こ
捕まる劫妙 秘 ま九

● 牙″ うル  マニキュ/を塗ったぐらいで淘の周唇うなクヽと′

『
夕仇 どアスと眺けた″ヽらつて ん物 たヽなるわゲでうなクし

慶業な真π′,こ受ゲれば分かるL″ 甥 態 うなクし髪 察 乏 わ た ″つ/_‐″ヽら麦業が受ゲタ 滅 クヽとクヽ″ ガ でうなクヽ観
そこを厳 ιぐ′厳 ιぐ′彦 ιぐ′厳 ιぐιt r/L/などタル クヽノ厳ιぐ力るんだったら,内容を変えて 授業を 6ラ少 ψ
″ヽクやすぐιてι

『
ラ。

田上 メ そ″ な れ 2参 勒 るよラだしてtまιクヽど′

『
ラまれ どクヽを認めると″ら雄7をレ

'あ

ることの方か人事えをいう
方向 こヽな つ とノ

『

つたら, うのナごぐ勒 ツジ ろヽれ
『

ラ。ナごぐプ僣ιいことたソフ

『
ラ。清tすなクヽゲどれ オ ιクヽゲどれ

ガ子どう″ r そうなったら, もっれ じヽめ}まな ぐなると′

『
ラ。

一対一での対応だけでなく,担任の先生や学校の校長先生が,ク ラス全体,学校全体の雰囲気を変え,

それが子どもたちを支えていたという例もあつた。

● ガ子どう〃メ 探 客ノのときな  鮮銘ノのなまク″ヽ 6レ後ル でヽナゲど みんな優 ι″ヽったといラ″ぅ塗ぐ′本語が
分からなク燿たちだったゲど あ彰髪ガ良かつたのかれ ラちらが学校スったとまた 筆 |こ

~ブ
ラカ ル″ らヽ来ました

ブラジルはここで■よ,こα 礎 枕 ″編 力つかクません,教えであ|ずてくださクソ と。
重埜 r 翻 ●こιであ′ガてねとクラ。
ガ子あ ″メ そラいうのを集会や運動金など″ ″,あ クヽさつ力るたがヽこ,発生′ま言つてクヽた。

● ガ熟 ιr 僣 ″後 生′ガ タιかったから,遠子どっとっ/_rこ と|ま鍋 言つといて ク`じめと″、を轍 ιまラとιたん
でケよ。クヽつも″ヽばってα ん

慶望■ /折ル εヽめ′まなくならなかったゲ舞 つてぐれた なくなるよラt奉力 してぐれん
元i%Z「  ′,本スでもクラスの申でまぐいεめ′まあったと みんな言わないから自殺ど″ヽナろ仇
澤メ辞 εゃ′Zたとってぼクヽどめがなくなる″ヽなくならなクツまヽクら,発生だ
ガ子お Zr 看 クたなれば″とかなるみたクヽな感 仇
青木 r 自分のことを考えo物て ぐれたク′クヽεめと″ヽタンカ″

'な
ぐなるよラ,こ藤 つてくれたク,その気″ち″ゞ夕れι

″ヽつた。

ガ子どうZメ  そラフ ラれιかった

青木 r たから識 tこ″った

ガ子どうZメ  ラん あと, 6ι 6先生が気持ちを伝えれだ クー/~ヌ の効な のだジ=獅るからιれなクし

慶シ■ みんなた その策 ち″Sをわつt
ガ子どうZr そうそラ。//ヽ学後

'∂

年生でちょつとオ″気が変わつて ″芦と″ヽでみんなで勁′ナ合つたク′ r_‐ っち,こ来ら

わ とか議凛 ζ

日本人と異なる扱いを受けることで,「元子ども」たちは傷ついたり,怒 りを覚えたりもしている。た

とえそれが,教師がよかれと思つてしたことであっても。

目上 r ″けれ て腹を立ててけ の

ガ子ども″ r fイ 隷 らヽ

―

んで″ ど 後ス′ガ 若いとき″βり為人′)ク Cグ ラカ ゎ(|ま車 さんの息子ぐ

らクガ タ %でケけど だ く 動 薦 な方だか ら,貌″ つるん幅 しヽことをιたクとクヽラこと′まなかつ/_―んですよ。″ε

ことをιてクヽるのた 駒 u″ F-2辺歌鯵 ク`でもラ学粛′みυιろまラになつていたのに 庵だ●す入 らιてぐれなかつた

クと″ぅ それ ′ゞイ歳|こなっつ ち相当頭|こきてクヽたの■ たンヽらを事を始めζ スらιてぐれるとき,ま行ってたんですゲ

ど スらιてぐれなク`とまな〕あまク言わなかつたでけれ る毎蹴 仕事′こ″つζ 卒業まα孝わ てクヽなクヽでケれ ノイ

のとと 2学期ンクぐらク勁 らヽ″つてクヽなクヽで■れ 卒業式′まノ来 てクヽいでテよムと言われ/_‐/L/ですゲど ノ7で卒業式た
゛

,す行かんなんな場 の力 と,後 なヽかったでケれ

ガ子どうニメ /6つ と夕っ張ちてぼιかつたら発生た ノ

ニ涯メ ろっと先生カミ自分tこ対 ι窃 れ ぐ。列返したた力ヽら″やかιてとクヽラの′まあるんじどラぜ外扇只た力ヽらここまででい

クヽど″ち

ガ子どうZ」 そラそラ。僕 の弟の場合 炎航諄字がわからなクか らと各境を与えられる。 でもなえを月で書しヽてう漢字

,ま覚えられなクしノ

● ガ子ども/メ  /―つ
『

クヽ〃ι/_男だゲど テメハで合″ιなかつたら, 6ラ 弓盛やらなきゃク,,すなクゾでιょ。
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_~Fr それないつの議 //・議 か機 テヌ ハιて今″ιほかつたらまたテろじゃなクし

青木 r それ つα 字 ″ 停 笏 ‐ 2 
“

扁 %ま でヂっとやろ。

ガ翡 /r 覚えてなクヽゲど ラん なんかそラい夕の″
'あ

つたのれ ラちらθ″ιでなかったんねっめつちゃ2η磁

髪 ιん 倣 〃 ど 2回目|まブラジ″ルシ らヽ呼tれな″ヽった

_~ar 呼′れ なかった夕型り いラこと。

ガi%/r "ス ハで吟僣できなか つたのれ それで務ノエ2着ιたんだゲ&楚 |まうラち″テス ハするため|こ生徒を

多 ″ ん 働 呟  日本人にけ。私 ま呼|れなか つた ノ

_~W「 ′回目θttιなぐて 一生齢 かなク2着協フだ けど あなたなどラせブラジツ曖か らと呼
=れ

なぐ(2Ξ
晟 ″ ャレンジιなか つた。助 げ な  √

=ま
横

=こ
。

青木 r 呼|れなかつたん ラヽのな らラ′〃やるため|こ呼曲 ほか つたとクヽラこと。

_~7メ  そのとき″少ι傷つクヽた。

牙子どう/r ″クし

青木「 ノ耽 蹴 ラだやつα ι かつたとクヽラことまれ

元子どう/メ  ラん,そラ。

二涯「 =生懸冷Zttιた″ ど 務月呼はれなかつた″うら。

ガ子どう〆r ′

『

ク壮′ιちゃつ/_―・・・。

青木 メ タ ″ まつら″ヽつん 陵 れ

● ガ子どう/メ  あとなど務の野ク

`力

″クノと″ヽ 6′ ″″ゞ 5′ /「,ヽヽ⇒ ル 5ゞつあつた刺  でも務のとこな紹ツシ つ

C″ だ′工屈かなかつたと″ち

青木 r 日場 だからってこと?

ガ子どう/r そラ。

動 」 それ′漏 学ヽケ 2

ガ子あ /1 覚えてなクしゲどそラクヽラことうあつた

コ 雛  /1ま黙つてクヽたの 2

ガ子どう/メ  ラノ乞

青木「 それル ε`わるできノιたといラこと″ヽ九 そラクヽラわゲεやなぐζ

ガi%″ r ラー極 私から月たら,発生が
‐
ブラジイ以 たからどラで6ク クヽソ つてば仇

青木 メ ごの秘″ などラセ%ツんなクヽでιょラみたクヽなじ形秒を′麦ルレハノンル語のお″ク″
'あ

つて '日本瀞 /thク にあ

なただ″これ洵 と″ヽたちたら大ズズえ1った 2

ガ子2ビ ろ/メ  ラん ° ・ ・。
_~Fr でも扱 / 方`力t/7/1ttuap7ε まラ|こ扱つてぼιかった2 それどう′ボルんがイ%語のお″クを配られる方が

ま″ヽつた 2ノ

ガ子どう/1 〃ε″議 たかつん 蒻へのお″クえ1つたらグラジ術 でもクヽクヽんだゲど 自分
=こ
だつ/_― らみんなど″仇

青木 r 自分ヤこ西己夕 %力 ″ ハカゞ配られなクヽどまうあつた 2

万子お /メ  ラん ときらあつん

インタビューした「元子ども」たちが小中学校にいた頃には,すでに富山県では子どもの母語が話せ

る外国人相談員が各学校に派遣されており,二瓶氏をはじめとした外国人相談員が子どもたちの支えに

なつていたという声もあつた。

●  田上「 籐 ′ままぐ分かっ/_-2

ガ子どう伊  まだ
=瓶

発生がクヽたころはまだちょっと2髪ιとつた 頭|ころ形髪が残つとつたゲど それが終わつてから

全部まれて 力髪う″うなかつん

青木 r 功ゲてo塔 スル 唆 ぐなったから2

元子どう0 申学夕で信″ ιた先生といラ″ぅ力空ちゃ厳ιクしそれ′レ ク′
『

つとって ″εられる発生な二涯さんだけ
たちん

二″ r なんでも議せる仇

ガ子どうθ」 なんで6語せるスとクヽラ″ヽ

ガ子あ yメ 妨 るノt
″壁 r ″つたとき′I功ゲてぐれるとか ?

牙子どうθr 泌み事の有〃と″ち

童杢r そラクヽラス″ゞそばtこクヽなクヽど′なおヽなか頑獲れなくなるかれ

ガ子どうθ「 そうだれ

場雛  唸 な力ゞら〃′機 っヽたのよねじ らラI乍クヽたかった。そラιたら高校 うちゃんと,

ガ子どうθ「 ″グたから働 なクしわからんゲ&
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● 壺蓼  雄 ば r″′本 ではナごぐクヽεめ″
'あ

つて みんな力ゞ助ゲてぐれるといラ雰囲気 で|まな ぐζ ″ 6覧「えてるゲど
rヵミ蝶 で%を ι/_‐ ″ %を だ″ 言ヽわれ こ ラろル たヽ1つ たつ焼 それ で傷つクヽてい/_― のを覚えるゲ&
ガi%rr そラで充 めちやぐちやラろさかったと言われ〔ヽ き始めて あそこへ″ったまれ 海む クヽラ名前だつ焼

議木 r ″″噺箋髪墜うか′λ

ガ子どうrr そラ′β本語教箋 あそこを通ると ノ7ん勿 となつて あそこだちたな みたいた

しかしながら,子 どもたちを所属するクラスから取 り出して指導することについては,否定的な意見

も少なくなかった。

● ガ子どう動
" 

ポカハ″ をιゃ
^れ

る発生うクヽ/_― ので〃 ど 痛嘩%響稜財c分かるうの′ル クヽたちたのc発生に失
花に埼ど あまク後′I立たなかつたとクヽラ″ち
風卜  つまク本当に2髪ιたクヽもの″ぐれなかつたとクヽラごとだれ
ガ璃 ルrr 本当たとクヽラ″〕 蒻́ウク`必要だつたと′

『
ラんたツノど ″εうのの繰ク返ιたちた気″ゞιζ 勿えば漢字′ご

ιてう′//NIの うのにう ぐれてたんです力ゞ,裁ιだけ るらつても力つてク%β稜認)クだした仇

・  ガ謁 〃r 薩 ′幻 以疎%の方がまかつた。授業中|こ抜|ナ出して″つ4
書木 r 舜懃た と力`分からな位場 でιょラ。

ガ義 %〃 r 分からなくなつちゃって 行 の数室の議 〃 そんでぐεゃんら進んでクヽぐ仇 然ス″習つ
`ケ

クヽと言

ラ仇

『

つ
`な

クカゲなクし宿題tこ出てクヽると。でも,おれ!まやっていなクヽと言っt εtど こた行つとつた″ゞって聞しヽ

たら 腋 ク〃蒻築域室″ 。εt話 ●ま聞してク唆 クヽまねど。スス 商発を してク曖ク滲 ら要いんやけと 循選F6ιない

で学焚′I″つ4

●  壺

" 
どラいう助tすカミあつたからいク勁花ヽ 勿姥ば

=瓶
さ//6た クソ″ 妬 ′f″つて勉強ナるの″ル クヽヽ2

ガ長 喝 Zr そ油 →慶業ぶ終わつたら,大体 ″分ぐらクし /そラいう子どうたらのための授業 たぶん少 ι,鋤ゲにな
るとだヌラ。ノ

ニ涯 r  rなぜなら政ク″ι麟 ′詩 ノ

万子どうZ「  物 なろ。実第まぐなクしノ

青木「 あまク長ぐなクヽことうあるということ″ち やキま笏燿が い のかな。
ガ子どうZメ  ラ花

●  壺

“

 ε● この子″ン 学ヽ家を″ヽ′こスろとま′r願 いιたいこと′まある″ヽた
ガ子どう7r a滋 笏 。傷 場 富 と″ヽ■ま行かせ凛 ι ぐなクし
章木r 勧 ″どラιt
ガ子どうアr 麦業に若ンιろ″ヽら。

青木 r 自分力そ ラだつた″ヽら2

万子どう/r そラ。

・  ガ謁 Иr を残′絆 f嘔嘉う桧 ヤま出てクヽなかっん

青木「 どラιて出なかった 2

牙子どう∠r ″別教埜たちたの β本語のみ たいた

三菱計 でう,あれ″夕βじゃなかつた∴

ガ子あ Иr 夕βεゃなかつたノノれど ないときな図害室べ行つて′本語の物魂

彦本メ 湧ク =教えてα %の 2

ガ子島 Иメ ≠う。′分Cた から′分 う形髪ιてクヽなかつた。理″できなクし

ただ,当時の取り出し指導がほとんど自習であったという例もあり,取 り出しそのものの是非よりも,

指導の仕方や時間,取 り出しを含めた支援のあり方に検討を要するのではないかと思われる。

7.3.4.2.家庭におけるサポー ト

次に,親との関わりについて見ていく。

インタビューした 「元子ども」たちの親は,子 どもの学業継続に積極的な態度だつたようである。

● ガi%Sr 務そ臨 セこ言われてましたねし自分たち′力猿罰魏尋Cβ黙玖″S'ιたくなクヽまうな重たク、仕事と″→″クヽ仕事

を %から,戦 ′こ″つて 日本語を学ιc tttこ彬 だ 子 物 チ ヨ 助 け る,みたクヽ九
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万子どうみ  るれ  彿 ω お父 さんとお母さん う膚
|つ とつた

ガ子どもSメ  ラん 多分みんな言ラ。

●  青木 r それを 蒻 綾 ごと″ら つて各移α ち ′学夜療たなといラ気持 ち″
'あ

るでしまラ。お浮さん″ド言つても,どラιて

証 ″ご夕と′

『

つた 2

牙ぞ う〃 ′  場埼,ほけムと本当にラろさかつたから。

青木 メ ′生夕なクヽとクヽル れ で2

ガ子どう〃 r ラん

田上 r 本当l薫議 て な″ヽつた 2

万子どう〃「 でも′んフオ ク,tすんとぷってた。

学業継続を断念 した 「元子ども」たちも,親に辞めないよう言われたという。 しかし,当時子どもた

ちは親の言葉に聞く耳を持たず,結局辞めてしまった。今 「元子ども」たちは,それを後悔 し,自分を

責めている。しかし,親から更なる働きかけがあつたら,あの時自分は辞めなかったのではないか,も
つと強く説得 してほしかった, という思いもある。

● ガ子どもИ′ 今tこなつてまたノたの夕 だ`ιたくなクЪ 6ラ ン5歳なんだから。自分カウくつぎ月を聞しヽどれ′邸綜ゲてクヽたの

′ニカ槌れ 頑固だった″ヽら辞めた。たンも結局はやつ′ノ債める方′〃 自分tこクヽっちゃラ。

● ガ子どろИr 当時 ま (自分|⇒ ススだι
『

つて こんなんやってらんなクヽど′分で′ま階信してクヽたわ焼 ′まか以 ″

'言

つ

ても,用旨つているとgつ て紡 ,おや酬こ辞めるわと言ったら,そラιたクヽならそラせクヽと言われたのC
_~Fr ″ レ ,お父さん″ゞ 2

万熟 И「 ラんらその/thク疾 クたいと″ヽ言うなし自分で決めたことなιつ″ヽクやクなさクし家出しをときる層εまラな

ことたちたゲど ゴД出たら反つてくるなどク`ラダ仇 たンヽら多分 そこで止められたら続をすてたを と晟
『

ラο

●  青木 ′ Zうそ″ 〃 ど 多 姥 &夕 姥 まα 壇分=状人たを′
『

つて勧頻ナるんだツチど 今振 ク返「つてどラ′
『

夕2

ガ子あ Иr ′ル ギ'つたん

青木 r ′
『

ラ? 自分 うそ力勤 ち分かるのはけ れ 知 tこ出てぐろ子ろ′彙ん夕の子だ′れ と 言ってクえЭ覚えてる7

を 2自分はナごし

"参
考え方でま涯のスまクらススたと。僕たちブラツ4″人″クヽろいろ蓋ガしてクヽろ″ヽら,ノ7ε年のβ

黙スまクタ臥 C雄 2な つ クヽラところでどε浄ラんだみたクヽた クヽtで もまた霜ク勁 らヽ,結局ナごぐいろクヽろぼか

なことをしてクちル 化 協 &三 十歳ぐらクの ときかな 伊ワ 前ヽ|こ,それ胡 Rこψ 勇物 うらではなぐζ 務らそラだつ

たし みわなそラなんたツノ&
元熟 ∠r 本当に自分 6れをなら力 ψ。つてクヽなクし自分だをす力ちんかつてるとクヽラ考えたちた″ヽら,月クの話な全然

〃クヽていい つヽん 蒻″ゞそラιたク`つて言ラがやつたらそラせクを言つた席に それ でクヽクヽなど。―悉尊敬ιてほ だ

″うら,多分そこで墾められたらヵ練いし たヽのかなど晟gラ。嫌な顔をして続しヽてい/_‐ のからιれなクし

●  青木 r ″あるとき観 物 夕 う言わな″ヽつた2 いいル 鑑 いな感 εだった 2

ガ子どうZメ  ル 1`ン t`彦 諭ιん ノ

議木 r 駄目たン″イ タ ′ 2

ガ子どうZメ なられた。じゃ′言つてら気tこιなクツうら′で′よ仕事をιられど。辞めてゴメ盪場をったらうラを事を考めた。

青木 r εt う製 言 つてヽまι″ヽった2 勧 aを 。

ガ子どうZr もつと。ラんら訪視

●  青木 r 親′ここラιてばレ つヽたとクヽラこと′ま″かある。

ガ子どうZr らつと説存ιてぼιかつた。勉髪の

“

κ
_~W「  辞めなクヽために

書本「 自分豹 孵 してtまレ っヽたん ラヽごと2

ガ子どうZr 説観

● ガ子どうZr の すごCttιクし *****ノ
_~Fr 6っ と厳 ιぐ。

青木 r っあ厳
"α

微 れ
_―rr 多分蒻 ぅ分かってクヽたと′

『
ラまえじル らヽなクヽのたこれク生厳 ιぐιてら。

ガ翡 Zr r自分カン 数ヽ の時|こ うつと厳 ιぐιてくれてクヽたら′ ろっと希望響クになったの′亀 ノ
朝 r //ヽ学生のときた
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一方,「いずれはブラジルに帰国しよう」という親の意向が,不本意ながらも間接的に子どもの教育に

悪影響を及ぼしている例もあるようである。

・  ガ翡 7「  多分家からたと′
『

ラ。者の始 ′島 醐 からブフジノンヽこ帰 る″ヽらとまぐ言われていζ εゃあなんで日本 で

形髪 鯰籍粋 クヽヤナなクヽのとなってιまった″ヽら。
_~Wr やつ〆ク,れ 脅牢多に帰ると言つてクヽたの 2

ガi%7r うラ4/_― とき″ヽらデつと,お金をためたらブラジノレセこり尋ると言わノιていん そして ゴθ歳のとき|こ帰つて
θ力員クヽて また′本′こ戻つたのれ で ノ狭4帰る,来勇侵駒 と言われて 今 6ラ 22,裁たツノどまだ帰つてクヽなクヽ多義

● ガ子どうな  自分′通 つてたゲど ノ好クの友を′ζ〃クヽたら′クヽデれブラジ′レtこ帰ろ″うら,日本 でを蒼ιなぐてらいクヽやと

考えるス″夕 つヽん

また,伝聞情報ではあるが,親が直接的に子どもの学業継続の断念に加担するということもあるよう

である。

● ガ子どう〃メ 申学ケまで日本
=ま
義 εゃないで″ ち卒業ιて停 力ゞでまろ″ヽら, εゃを事ιし分し なヽ感じのダ6た

ぐさ′ιクヽろ。
三功πメ そこ″う間留なの

家庭の問題は,学業のみならず子どもに様々な面で悪影響をもたらす。子どもたちが学校で対人関係

に悩んだり問題行動を起こしたりすることの背景には,家庭の問題もあると考える「元子ども」たちは

多かった。

● ガi%Sr さっまのよラに 子どう力ゞ家
=こ
帰ってきてら親が誰ろクヽなクしみたクヽならそれるひどいことですよねЬ遊れ

後鑑_―″ヽらに″ちゃ/L/と所淘児なクヽと。たた多クヽどろ″ヽら′〃まならのを買つてあ′ガとる″力らまιとクヽラの′漣 ラ。愛′まお
会で買えなクヽがクか ら,ちゃんと愛ιて′まιれ 〃,まお′わ ちゃんだがてられて お懲シる お母さんう家tこお らんLお
,cth′ま夜勤C帰 っ後数ち らラ邑力ヽゲろ助凱 お′わ ちゃんがデっと一緒|こおってくれたからクヽクツル ゲヽど ′まかのノ(

参 諸 ら′ル うヾママう 伊 6家|こ)話ι鴨手力い ないみたいれ

牙子お yr 鰍 るスがクヽなクし

ガ子どう, そラ。たンヽら学夕で友達|こちょつ″ル をヽ出九 ″でかつてグつたら,相手をιてtまιクツゞ クヽね″ぅ疲 ιクツゞ
ク蛯2″ち ιまク|=こ授業から出され夕 鑑 クヽた そラ″ %6つ と孤立ιてクヽぐ。

● 動 r それ ″ 学′こ″つし なヽクヽブラジ′わた力ゞ多クヽことノな夕と〃ダιていろ″ヽ九
ガ子どうルrr それ るあると′

『
″ だ 刻 れ 勿えば日本 オ ιクヽじゃなクで″ ち待′こブラカ 妙 ろ来ζ デっと″こ

うに質アιてクる と,こ っち|こ来るとなι″ヽつたク′残業 ι懸ねヽっ/_‐ ら夕るとか膚磁れ る仇 そラク`ラの″
'あ

つて子どうを月
る好薄が少なクん ですまれ

三菱『 メ 1誠ι今ラ辱月7う なクヽまれ

ガ子どう″「 そうで九 多令それ らあっζ 子どうがどラせ蒲つてくれなクツ らヽと/gっ の 、なクん じゃなクヽかなつt
_~Fr やlまクそうだよれ

万子どう■ク それもあると′gラ 丸 子どう|こ対 ιζ 務 数■ ク勁 らヽ,を事ιなゲれ′れ ゲヽなクン らヽ,お訪′ま自分のこ

とな自分でけい つっても′子どうだ枕分からなクヽのでかわクヽそうですまれ 持tこ′■ヽ学″ δ年生なんでまだ子どうですま

れ
_~7メ  物 なゞク`またb子どろを月る余裕うなクヽ仇 霧 ろ余裕ι″ヽなクの∴ 帰つてヌハ″ たまつζ ″ たな鳴ろ

だかク。ノ

ガ子どう″ r ttπ学茂に″つたときたつな″ゞると′
『

ラんでナまれ 〃ι今いをする助協がないし 家tこり尋ってうな鳴
ったクゲんグかιたク。を補 子ゞどうにとつてスハレスになって 戦 ′こ″つて′まかのノや彰移′Iノ(つ当た ク。そんな感 ε″ゞナ

ろんで九

● ガぞ 6み  /どラιてブラツ′しくなこラなの″ぅ ということ。それた 多ぐの場合雨″た原因がある。磁 がケンカだ

″ヽクιし たヽら,子どう|ま悲 ιをbそして子どうなどうする″ち間違つた行動をとク始める。θの場合う月εC酸 父■ま

どぐなつて クヽなクし自分の始 ,ま,ズとラまぐクヽつてクヽなクし父とラまぐクヽってク`な″ヽつた″ち,僕′考 えなιlこ籠 っ

たことをιし たヽん凡 θらそラ。支えてくれるス″シ な`おヽつた″ヽら,彼■ま′シ な行動をとるようになってιまった。′ミカ

なことをιなクヽまラ,そ豪 tご ラだ上 といつも多 火 言 つて0あスた`経 なんだ 芦らそラ。僕′ま統 許で車を運

者ιん そι

“

姥ぶつゲζ ,あ′デζ 捕まつん でも厩霧′ま そんなことを 格 な′ノタ %励 クヽC薩 がケンカを

してクヽろ諷■こ,僕lま何 うタカ た み 枡 た ノ
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● ガ子ど6 Sr 家疾う発生たち膨 あ な「駄目駄目」と言ラじゃ″ でヽ充″ち でも君序子どうなナろι ttι てみて自分力ゞ

レ 撻 ラノと′

『
える″ヽどラ″ち でもそのためたこ 彼が言つたよジた 燿看ιて実さんが子どうだ会わせてぐれなクし〃

さんが力まぐなつたら ルウ稼 2ノ と屁アぐεゃ″ でヽ充′ち そラιたら ルウ t■ま不良物 らヽノみたクヽなことを言われたら′

」ク勁7カだιハ見えつ な`クヽじゃなクヽで力′ち〃つ親′坊確″ιてクヽろゲど どちら6ク クヽスたちτ
『

クヽたクツ でゞ充 実際,こ

ラちの規ぼそラなんでテけれ ど 駒 れ てうお互クヽの悪口″言わなおヽ つた。お母さんがお父さんた  ノ吟 S″こラなんた・

ゲお と言ラと,お父3/L″ 割勤 てヽ「お母多物 も こラ用クヽたゲど どラιて君|まそうなってクヽるの″ソみたいな話

をしてα %″ らヽ,そうιたら悪ク動 で,まな ぐζ 自然とル 、蒻ウに自分力滋扇レヽでクヽぐ′ ε″ゞナろ″力ら,子どうたち″ 6

ちろん その熱 こう子どうの多年影%Z夕とかをもラー愛児どιて′まιクし

子どもたちをはぐくむ場は,学校だけでもなく,家庭だけでもない。学校と家庭の両方である。子ど

もたちは,両方の場での助けや心の通い合いを望んでお り,そのどちらにも問題があると,子どもは間

違つた方向へと行つてしまうのだと言 う。そして,おそらく,学校 と家庭のどちらにも問題を抱えてい

た 「元子ども」は多い。

● ガ子どうyメ 塚たと学校′Iら周雪があれだ それて /ヾ、 家族は新とのクンカと″ぅ識 tまいεめと″ち
田上 メ タ ″ ″〕 ル 栓 為 酵 老 クヽと″ぅ気持 ちヒ分か つてぐ は クヽと″ち

ガ子どうyr 翡れるス″ル なヽクヽと″ち

7.3.5.自 らの居場所を求めて ～成功体験と心境の変化～

7.3.4.2.で ,家庭の問題が子どもに及ぼす影響についての子どもたちの語 りを見てきたが,今 「元子

ども」たち自身は親を恨んだりはしていない。日本に連れて来られたことについても,当初は「何で自

分がこんな目に」と思つたと言うし, 日伯の往来を繰 り返し, 日本とブラジル両方での不適応の辛い経

験を語つてくれた子もいたが,それでも皆一様に,今では日本に連れてきてくれた親に感謝していると

言う。

幼い頃に来日し, 日本で育った 「元子ども」たちは, 日本に対する愛着を持ち,祖国ブラジルと比較

しての日本の良さも理解し, 日本を自らが生きていく場所として認識してもいる。もちろん,ブラジル

人としてのアイデンティティはある。彼らは日本とブラジル,両方を自分の居場所として感 じているが,

裏を返せば,状況次第で,両方ともに自分の居場所がないと感 じることにもなるだろう。

● 牙子お 〃メ グラジルで′力外Zみただ
｀
ι,こ つちだ来てう″Ξん

`物

″
田上 」 ″ ″ ど%4〃 島 増 夕 う 自分■まやは クブフジタレtこ帰 った夢 以 だと多 力 ζ /球でプ 臥 ル 妻 珈

ろル 夕ヽの″ナごぐ嫌だと′gラんだツノど 自分ヤまどつちたを′

『
ラ?

ガ子どう仕  どつちでもなクヽってクヽラノ盛仇 ブラカ秋 だらなクまれてなクヽし ユ本人にもなクまれてなクし

″上 r それつα あ な感 仇 稚 凛 本人膨 らヽ,そのへん″ゞまぐ分ねヽ らなレら

ガ孔 %〃 「 月たβうそラだι′″ごラだ漏れ′ゴβヌスたっ`て言われる仇

風 卜  それな自分の申
`′

ンヽディキャンプだつたの 2

青木 r 自分の男クヽどこ夕 覚 ′
『

ラ2

万子どう〃「 ガクを ごろたをgっ ″ ゲど 今晟働 なぐなつん

日上 r ′思わなくなったル ラヽ″ぅそれ を要クヽと′
『

レヽ始めた ? 痛妨晩ン っヽてクヽろ″ヽらいクヽやど,その方力=得だと′

『

レ勢 め

た 2

ガ熟 〃 メ ラんら逆,こ。

田上 メ それ′初 まヽつ″ヽ′ナ
"坊

クま″ ち

ガ熟 〃 r 以 になつたからかなら″ごラ|こ帰つてから″ヽなど′gラ。′本のいクヽところう月えた仇

●  青木 r よっま ュ本人1鴻物 ン クソメど 勿完成 タ カ 以 だちたらブラジル′ζ漏れ|ぎしヽ クヽじゃ″ 勁)と ユ本人′ま考

えると言つてクヽたでιょラ。自分
=こ

とつて グラ′ノレ鴎 る場昴ごと′
『

ラ2

牙裂 %ユ グ′ Zこ 自分物 なゞクヽど′
『

ラο五カゞ混ぎつてクヽろ舷点でブラカレ
=こ

″ったらだ′まβネスやι 日本|こ

来ると″スや仇 そんなばεでけれ
_―ur 務 らそぅなの 広 つ では外国ス0こ こtこ来 ても外国人 でもそれば塗然気にしてクヽなクし

ガ子お ■グr tttこιてクヽるわゲεゃなクヽゲど どつち″ゞどっちかと言つたら,どつちでもなクヽでケれ ′分の居場″と

,撼レれ でヽけれ ′々 涯 場所えを″〕 ブラジクιグレ を″はないでケれ どっちだしても〃層気なのα

青木 r 大スになつてからβ本′こ来た人晟 ブラジノレ鴎 α ″ 確 ι

『
ラまれ  であ″ さんと″ヽ子どうのどま″ヽらデっと

日本lこクヽたら。
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ガ″ う″ r ″クし務潟難 ιクヽとgラんですよ。
_~7「  勇ν社 日本瑳 鶏 ιていろ″ヽら,れ ラちの息子らそラ。

自らが親 となった 「元子ども」たちは今,自分の子どもたちの居場所,生きていく国についても考え

なければならない立場にある。

● ガ子どう″′ ′分の申で,ま〕′右こ″まだι 夕 らヽノンジル帰つてうやれる″主夕′んないんCと クあえな だιだ
らぐ″日本|こクま ラと′

『

つてクヽま九

田上 メ そタナろ´ 7うたちα 勤 ″
"隊

場 ずな まゃク,クすないれ

ガ

“

″ r そ夕でけれ 子どうのことι
『

つてβ本,こクヽ/_/ク んヽですよねbブラツ4″たと子どうを′ル|こ遊=灘
た ク晟

まずできなクヽで″ らヽ。

二源 r 胎安がすごぐ悪れ

ガi%■ グr そラで充 それを考えると′本′まだιクヽι基〃もあると′
『

ラゲど だけ ど は カミクヽいといラのを考える

と,i%″ シ るヽスにとつて′ユ進ガこっちの方力渡 クヽでデれ とんなだ蓋ガιてう。

● 重 夕  餃 さんの層ってクヽろノ深育園はβ本の深裁 ソれ

ガ子どう7r ラん

二源 r グラツ%ただ 仔 どもの酬 を)月てるらラス うおろゲど 勧 などラ″ラ。

ガ子どう 7′ 務蹴
_~7メ  後でまグ%ま れ

蔑本r どラクヽ夕ところで書ガソぢ。

牙子あ 7r うι′,本の学苑′しυιたぐても,塗燃房ιケクし

青木 r ′為 議 数 るた雄 ″ ∽ 深動 彰 城 ル クヽヽとい,こ と″ち

万子あ 7r iそれた ιつゲ 6。 ノ
_~Wr ブラジクルスのところこ ただ見ろ駐うまんじ//ヽ数 ′こ入つたと多り´丸
青木 r でもクヽつ″ヽプラツルtこ帰ろラと′

『

つて賜 ん 劉 力 ?

牙子どう7r 〃ιし奴ち , 銀′まブラジ′レ
=こ
)帰クたくなクヽつて言う″ヽら。

青木 r 今tま日本|こクブ ラと′gっ てる2 たソぅらβ幕 を覚えさせて日本″ せたクし
ガ子どう7r でうノフツクのを強6ι でなιクし

壺任  日本 でど夕やってナろα
ガ子どう7r ごっち徽 えるス″滋あ らιクル でケよ。
歳任  ポルハガ物語ということれ 望みたいな形徳 わせζ
万iら 7r うι彼女力ゞブラジ′レ■こ帰 クたかったら。

援シざr 方動しろまラに ″らなψヽまラ亀
_~E「  どつち,こ転ん で6ク クヽヽということれ それた 構 蒙 れ

彼らは,今, どちらの国にも縛 られることなく,その時々の状況 (メ リット)や気持ちに合わせて自

分や家族の生きる場所を自由に選ぼうとしている。 しかし,最初からこのように 2つ ともの国を自分が

生きていく場所の選択肢 として捉えられていたわけではないようである。

● ニタ  でう′ふどブラジルtこ帰つてるクヽクヽなど′
『

ラん尼
ガ子どう〃「 今′ユ

『
ラ。

″上 メ 今|まgラ とク、物 ″ 2

万i喝 〃 r  iブラジノレキこ一時的 ⇒々 帰ろ

"ま
0こ /・7こ ラに帰つて 〃な″をナれ′ル クヽ,のみたクヽた /・7こ ラ′ξ帰っ

てう′″ごラの学′を出たわゲでもなクヽι 手′I務があるわゲでもなクヽ仇

″上 r でも,帰つてういいなどぷラの 2

ガ子どう〃 r そのときた

『

つてクヽなぐζ 遊びセこ帰 つたとまた お εク`ちやんが″ 6ι でクヽなクんわ たら, ちょうど

今β″ヽら募集ιてクヽろ″ヽら″つてごまうとクヽラグ εCそ の (実物 学夕′
・

″つたんで九

青木 r このドキュメンタノー|こ出てぐろ子たちろ′//ざ クヽこ狗 本′こ来たク′日本 で生まれたクιζ θ乍ぐらク前 こヽ

ブラカ以 の梓 が一気|こなくなったと多こ帰ることになったんたツノど それまで′ま日本 ι″:力らなクヽι 自分の居場所な

ル嫁セ ぷつし たヽ。でう′ブラジルtこ帰 つて戦 |こ通クゝをめて ブラジクレで空 までクヽこうという子うクヽろ。そうでキまなクヽ

子ういわ レ 〃 と やつ′ゴ字変と″ヽ|こ通 ラと, ここで何カカでまる″ヽ 6と希望力響 ろ″うう″ 滅 クれ 粥 燃 力 った″〕ら。

ガぞ う〃 r 謙 tこ″つた″ヽら。たぶんそれたたり っヽた″ヽ 6。

青木 r ん 塑 %でクた ら, まっとどラ″ヽた

ガ子どうル  /_‐たあιttI″つて戻つてまとつたら,多分 考え|ま変わつてクヽなかっ/_‐″ヽ 6ιれん。″ごうに帰つてう/27

をケれ滋 クヽ`のみたクソ島

吉本 r そラ亀 薮 ●こ″つた 後 は つと大き″ヽつたれ
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● ガ子どう■  この間tこクヽろク`ろとだまζ 中報 tこ入つた硼用に勤 コカ なヽかつん

青木 r ン 消 に 認 場 鰍 教 つちゃ夕 %で ケれ

ガ子ど6 rr そラ。ここ″ヽられ なっちゃって 卓ぐノンジ′レtこ帰 クたクヽとクヽラ詐 なクまιん

青木 r 言つてた。

二 型 坐 r それでブラジルtこ″つて本当観 多 様 ιん ごご″ 際 %てブラジノレtこ行 つたと&ああ虔″ヽつたと思った。

今度なブラジ′レキこクヽろん″ もノ愛疾ち夕とク`ラことCテ ス ハをどん嫁 ゲC aκつ
`な

っo多髪6進んでた仇

青木= β本で|まうラ義 窃 嫌 だつん 似 蛍 れ ブラク α 魂 額 を頑張ろラと′

『

つル 陸 れ どラιaり なつたと′gラ。

ガ″ ぅrr ブラン に 観 笏 サ タ 期 漱 κ  ζ ttε年の友ごεやなおヽ つたゲど 麦着″ヽ夕の気″ちを分かつてぐれた

の そのグラカ以 とιゃべつてるの帰К ζ l力をr″ぐの力沐 当′こ楽 ιかったんで九 でも私l液の学夜だつた だか

らゴβ申″らιなかつた の 。 でうナごマ薬 ιかつた。

ω

牙i%rr -2今
『

クヽ出したのた 私カミ通訳
=こ

なクたクヽとクヽラ,話で九 なぜ西調になクたクヽ2β 本|ま好きεゃなクヽ

ん じゃれ のヽと tブラツク物を富′り 言われたのC/74で 結蒲クヽじめられたク,日婦 力`分からなか つたといラことを芳

空だろ.~Jι α笏権 の  1ブラツの 議 、来てから′昌襦 力主分カコらなクスた機好 を け ′ヽ気持 ダ 嫁 つたの クヽε

めなあつたゲど そラク`ラ気″ちたア″多なつん

`%※
今会を鋼 をしているとクヽラ″

ガ子どうri そラで充 それがちょつとれ でもそれにさ であとは虔クヽで九 スの実顔を月るのが″&虔 ″ヽった 助か

つたみたク`九

青木 r そラ′
『

えるよ昇 ″ つたの晟 ブラン に カ ジ ヤ ま(みんな
=こ
助をすてもらったクιた″ヽら″ヽ九

ガ子どうrr そラ″、6働 なクし

`卿

″

青木 r rの 2素 磁 尻 ブラジノレヽこ″って通訳ル ラ`のもあクま充″うβ本でやつてク`ぐ。これからのこと|ま考えてろ。

万子どうrr っ広航 今ャまごごだいる″ヽら。

青木 r 今ン 場 所 幹 つてク`ぐル ラヽことれ 今′翡 クたクヽと″う
『

ラ2

ガ子どう安  あまクノ

『
わなクし 自分の蛹 カミ好 まだなクまιん

書本 r 今!まこラやつattι であ′デCa′ r」ってクヽるん ラヽグ ε″ヽれ

牙子どうrr そラ″ぅなど′
『

ラ。

● ガ子どうルグr 仕事 ら学膝ど層εまラだ必 クぢ 苦ガιたんですヽすど 野■tこ稽 膚ιてクヽなクヽι′試憮 |こ帰つてま/_‐ とき

う′今の協豪ルツ せ きの友着やつたんCナ 化 手″ゲιてくれた仇 誨は 層嚇落ノて力奪を してクヽたので″ ど そ

こ′よ先″0グられて 今のをfだ ノ笏在 ″一応 27β まで莱いとクヽラことなのc27β まで″ぐ2ノ と臓リカ ζ ル や`

6ラ ほ力ヽん, 6ラクゴヽこされん 研 か ら″ぐ層 ないじやんグと言つたら,「行カスィがやったらこつち寿クヽ∴
～ク`々 ″ 場 で0ん 燿ラミ努力 ιているところう月て初 らヽ′ ナt 凛ヽ クヽと討 力 たル 覚 ′

『
ラんC

風 臓  分かつてぐれてク`るわ′すだれ

_~ur 認められ つ %。

ガ〃 う″ f ある窟鰍′∴ が らヽβ本|こクヽてラまぐク勁才 クヽこ夕ま多ク勁 6ヽιれなクヽですゲど 兄
=!ヽ
こうラやつてク||すな

ク、とgラ らのεゃれ と` ブラジノレ
=こ

″ったらラまぐいくとクヽラことεゃなクヽ仇 逆′こβ本の方力S生活
`ま

長クヽんt勉 髪 う

ιし なヽクヽんcプ ラジイ″デったつてナぐに諄 力拐 つかるとう落ちなクヽのcヽ は このままデっとβttc
田上 r 自分のクヽろ霧 tま′本 ごとクヽラ気持 ち″ち る ?

元子どう■グr あクまけれ

ブラジルでも, 日本でも,何らかの成功体験があり,人に認められるという経験を得られれば,そこ

が自分の居場所となつていく。「ここしか生きる場所がない」という消極的な選択ではなく,日 本とブラ

ジル, 2つの国から積極的に生きる場所を選択することができた「元子ども」は, 日本であろうと,ブ
ラジルであろうと,その場所に生きる周囲の人々に貢献しようとしている。

彼らにとつて,「人に認められる」という経験は大きな意味を持つ。その「認められる」場 。方法とし

て,「学校」や「勉強」,そ して今の彼らにとつては「職場」や 「仕事」
2が

大きな役割を担っていること

が,「元子ども」たちの語りからわかる。

7.3.6. 『元子ども」か ら子どもたちヘ

デカセギの子どもとして幼い頃に来日した彼らは,大きな苦悩を背負いながらその子ども時代を駆け

抜け,今, 自身が親となつて,親の立場から, 自らの親に共感し,子どもたちの教育に悩んでいる。

● 青木= 励行π′ま戦 まどこまでわ てぼιクヽ2 //ヽ学κ 申学苑 高屹 大学と″ヽあるゲ&
ガ子どうアメ 万をな卒業ιて″ιクし

ω
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言本 r それ″自分力竣 雄 し ろヽ″ヽら2 R奪ほよ″。ったなっ
`『

ってクヽろ″ヽら2

ガ子どう 7「  そラ。

ガ費 %ル グ「 た,6蒻どιて結精厳ιク方だと′
『

ラんですよ。一番上の子と″)待′こ鞍 ′こ″つてるデ:自分 でるgラん

でナゲど 今ことまで莱るのたナといまガιてきているのC″ ε蓋ガιで″ιぐなクツ Ьヽttι ぐなるところ″ゞあるんです

∴

田上 r その 歓 慧″ 嫉 静 売 子 どうたち}ま分かつてぐれ てクヽろ 7

ガ長 %■ グr 多鈴 だと分か らなクヽでケれ 勧 う蕨 ιクスたちたゲど 若レ`どま
'ま

全然分からなかったでけれ な

るべぐ蓋ガιなクヽまラだごラクヽラごとを言つてクヽるんだなどクヽラことな そのとき′珍 からなかったでデれ 今 こヽなって新

たなって そラクヽラことたちたんにな どクヽラの″ナごしあヽクまケれ

● 万子どうケ  胸 島 今までたぐさん鹿どつ/_‐ ことをしてきた。弟にな発と月以多ζ着んでぼιぐなクし夕と″ヽ変えなき

ゃとgっ てるゲど 弟″=今考えてクヽろご″棄診 自分ク 数 と月仇 昔の′勿 協とった″動などηεことみ 影 ,どιてクヽ

ろ。僕1誹たそのことをFラ ゲど 彼i鎌 聞力ヽなクしノ

歳任  ″ε気持税

ガ謁 ιr 物を″劾 ιて変わるよラにこ々手を尽ぐιてはクヽろゲと 自分と/・7ε弁を貞でをまなぐ′ 6っと2夕ιて存

来自分まク長ク%情幹Iつ クヽてヽまιクし後悔ιなク曖 ラた ノ

自分たちが味わってきた苦悩を今の子どもたちには背負わせまいと苦言を呈するものの,当時の自分

たちと同じく,なかなか子どもたちは聞き入れないようである。

また,自 分の子ども時代の経験から,今の子どもたちにはこうしてや りたいという思いはあるものの
,

現実として自分の親たちと同じことを繰 り返さざるを得ないジレンマにも悩まされている。

● 豊生  また話力ゞ戻るゲど 今なお父さんやお母さんの難 ち力ヽ分かるのまれ お父さ′ιお母さんうだιかった りんなどっ
たル ラヽD力`分かると言つてクヽたゲど そιたら自分6今親の立場Cお父さんお母さんと″εまラなを事をしているわゲ
たから,残義り 6ヽあるし 夜動と″ううまつとあるた1ろ ラと なιクヽでιょラ。あまク子どうを構 ラ″潤かなクレウじゃなクヽ2

ガ子どうν r 正どなクでデれ 待′こ奥さん 6‐″′I仕事を沸紫 んc― ルレ採 てるんですゲど ゴ〃 訪
まぐは来 し なヽノク`つたんで九 そしたら一番上の子力ゞデつとすスになってクヽました。 `物の タロ

"字
をから物 シン っヽ

採 ζ た ん雄
・

卍ら を下スだιちや駄ヨでケよ■と言つてクヽたんですゲど √ぐtま戦 はどラやってあラんで

カラち夕つて0%ん で″ ソと激 琥 んでカゲど 発生たち″ √筋先″ 君′ままたアどうなんc うラちょっと/r/L/と

″ヽしてあげなクヽとノど。 ~なん″ うしてあげなクヽとノと言われ てる,腸 ′I∂ 潟物 らヽσ″まで仕事をιますって言つたら
ク鎌 二れる仇 と'つ ち″ゞどつちなんで″ っヽ4
動 r を聾彩 なヽクヽと鷹認つれるれ

牙子どう動
" 

そう。諄 がなゲれば資ってクヽ′ノれないし 字費″ιてう。なのc学 ´う分かって′ル るヽと′

『
ラんです

ゲど 学費力〃 までδ力月分 ぐらクたまっ″ 力 で■よ。手紙で 移 つて0労 クソフ窃フ 瀦 っヽてきて 檸 ぐあっ

て0さ クソと言ラんですゲど 〔個人勿 ″ゞ以 &あ と, r_‐ んな時間ま 裂κ ιたら駄日でケよ,―っくで戦 ,こ行か

せたら駄目でケよ」と言われ てう′蒻としてどラケれル クヽヽ″分力んなクヽですまれ を事ιなきゃいけなクヽι 子どうの面

倒を見なきやク)クすなクし

最後に,大人となった「元子ども」たちから今の子どもたちへのメッセージを紹介して結びとしたい。

● 青木r くヽ 壽ワち牧 彰笏あ朽 i喝たちた か々/だ′ンスと″ぅ言クヽたクヽこと′まある7同力漱えたいことと″ち
ガ子どう2 務′まそれ

`学

膝でのクヽじめ後 とツを塗潔涯つて このス /_‐ ちの今の気芹ち論 か クま九 学粛に″ま

たくなクヽとクヽラ気持 現 でらクヽつた あのときるつと顔 〃 ″厳 ″ヽつたとクヽラ気持 ちになる。そのとき″自分のことι″ヽ

考姥てクヽなくζ ″莱なんかどラでうクヽクヽどクヽラ気″ちだつたのでるいじめ″よれてクヽたゲど 笏 のために数 ●こクヽると

いう気持 ちだつ/_‐ ら (自分 磁 顔 を続 |す0,今  戯 幌 ガ イもっとノラまくなってクヽたと′
『

ラ。たンヽら戦 でクヽεめ″
'あってら,それを気をこιなクヽでど″言えわ ツノど  仔 クヽ時′ま)2労のことを考えたらクヽク勁 6ヽιれなクし″来のためた ま

た創 し ツ ジ′レtこ行かないと駄目つてク`ラこと位 あ ″ヽ 6″は クヽゲど で6日本の触 tまグラル は 先 %で るεゃん

ブジ,夕″マデったら力弦″つ かろ″ヽら,あまクつらくならなクをgラ。

●  青木 メ 今の子どうたちに多 咤 クヽことと″ヽあるかれ π潔沿 中学′年生の子と″ぅ/y澤咳,σ 年生でスった″から,σ 年生

の子と″ヽ′こ向かつて言υえ ク`こと′伝えを こヽと′まある″ヽ九 今の%歳の自分力t

ガ子どうИ r スの議 を聞こラつてク`ラ。幾ら自分力以メだι
『

っとつても,やつ′ゴ後 彰 タナるから。
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● ガ子どうσ」 不要をやつとるやつたコ たヽいことな 不良をやろなら=生懸論やれ で6,いつか万に反れ力 と言ク`た

クヽれ  ちやんあ薙塑%ろまつζ ttιたク`こと′ユ

『

いまつてやれ′ル いヽゲど 後から後海するよラなことなケんなまと。

"の
あと淘窃 解萄 癬議 %な とクヽラことシ え ク九 逆|こ助′ナ4ち んと。

7.4.おわりに
7.1.でも述べたとおり,当初このインタビューはイベントのための内々の情報収集として行われた。

しかし,彼 らの話を聞けば聞くほど,映画に描き出されていた若者たちと共通した悩みや葛藤,後悔 ,

そして希望が,富山の「元子ども」たちにも見出され,彼 らの経験を通して,富山の,そ して日本の抱

える教育の課題がはつきりと浮かび上がってくるように思われた。我々は,いくつかのインタビューを

通して,ディスカッションの重要なポイントを抽出することができたわけだが,こ のインタビューの内

容,すなわち「元子ども」たちの語りそのものが提起しうる問題群は,短いイベントのディスカッショ

ンで扱いきれるようなものではなく,こ の語りを広く公開することで,一人でも多くの人に一緒に考え

てもらうべきなのではないかと強く思うようになった。

今回このような形でインタビューの一部を公開するにあたり,「元子ども」の青年たちには,事後承諾

という形で同意書にサインを求めることになつてしまつた。しかし,彼 らは全員こころよく応じてくれ,

中には,「 自分の経験が,今の子どもたちの役に立つなら」と,イベントの参加を仲間や親戚に呼びかけ

てくれた青年や,イ ンタビューのポル トガル語部分の文字化を手伝つてくれた青年もいた。十分な分析

もできず,本稿が彼らの思いを的確に捉え,伝えられているか,全く自信はないのだが,外国にルーツ

をもつ子どもたちへのこれからの支援を考えるための一次的な資料として,一人でも多くの方の目に触

れる機会を提供できていれば,幸いである。

1二
瓶博子氏は, 日本国籍を持つ日本人である。3歳で渡伯し,ブラジルで教育を受け,大学を犠 45歳で

来日するが,ブラジルにおいても家庭内で日本語を使用していたため日本語に堪能であり,富山県において

は,その語学力を生かし,通訳・翻訳者として長年活躍している。

2現
在も彼らは「認められたい」「もつと認められるべきだ」と,もがき,戦つている。

● ガ子どうν メ 鬱 む のことで細か 錯 多 %こ とだつい

“

婦 窟 つ 隆力働 笏 縫 蒙

あると′

『
ラん でケすヽど ん 骸 〃 εゃ″ んヽですまれ 結局 そのスの中身がどうかたを′

『
ラん ですまれ  `中

″ ル らヽ月返 ιでやクたクヽと′

『

クヽまケよ。多分今 で物殊客ノ″ で後を名ノのスを月返 ιているん じゃなクヽで

力九 今自分|ま′分の″″でやってクヽろわゲc〔中嚇 それ″ゞくだ
｀
らなクヽとクヽラ″らなんでそこだクヽぐんで

″ ぅ うつと大″などころ″場 るんじゃれ でヽウ とヽなるんでナまれ 芳亀 ルーノレtこ自分力`押 ιつぶされる
まうな感 εだなって そ稀 蕩隊ん凛 れ

● ガ子どうZrr僕の考えだケど β不スこ 漢たり権双″沼木どクヽラロをうのオごぐ功ゲし るヽとクヽラことに
″を向ゲろべきたとgラ。 でら′ βネスを″ こと考え6ιなクゝノ

-81-



第 8章 創造/想像的異文化の主体としての移民の子どもたち

小倉利丸 (富山大学経済学部)

本稿で私は,この二年にわたる本プロジェクトヘの関わりの中から得た「共生」という困難な課題

についての私なりの総括的な見解を述べることにしたい。本報告書の各執筆者による具体的な事例 とは

違って,以下で述べることはやや抽象的であり,また,移民とその子どもたちが地域で置かれている現

状に対して極めて批判的なスタンスをとっている。とりわけ,学校教育という制度が果す役割について

は,私は,異なる文化の相互理解に基づく共存は,「国民教育」という枠組そのものの根本的な再考なし

にはありえないのではないか, という観点に立っている。一見するとオール 。オア・ナッシングである

かのような印象を持たれるかもしれない。しかし,そ うではない。市J度の大枠は「国民教育」という観

点に縛られねばならないとしても,主体である子どもたちや地域の人びとの共同 (協同)のなかには,

「国民」といういまや狭過ぎるアイデンティティを越える可能性もあるのだということを示唆したつも

りである。
「多文化共生」や 「異文化共生」という言葉は,政府や自治体が公式文書で用いるようになっている

ことからもわかるように,すでにコンセンサスを得た概念になっている感がある。しかし,現実に,少
数の異文化的な背景を持つ人びとが,地域で多数を構成するエスニックグループ (日 本では「日本人」

ということになるが)から十分な理解を得て,差別や偏見なく生活することができるかといえば,これ

は,そ う容易なことではない。大原則として,人種や鵬 りによつて資質や能力に優劣はないにもかかわ

らず,国籍が外国籍であることによって,その人の人格そのものに何か問題があるのではないかという

ような疑いの感情を,多数者の側が抱くということが起こりうることが少くない。だから,人種差別や

民族差別がいわれのないこととして社会問題化し,だからこそ 「多文化共生」が自治体などの政策とし

て採用されてきたともいえる。

たとえば,「外国人犯罪」という言葉がマスメディアの報道や警察などの政府機関が用いることがあ

る。何か事件が起きた時に,その犯罪が特定の国の人によって引き起こされたりしたときに,「OO人の

犯罪組織」といった表現が用いられると,ごくわずかな人の逸脱した行為から,その人が属するエスニ

ックグループ全体があたかも潜在的な犯罪者集団でもあるかのような偏見にさらされることがある。あ

るいは,2001年の同時多発テロ以降,イ スラム教徒をテロリス トの可能性のある人びととみなして,他
の宗教と区別 して,イ スラム教徒全体をより厳しい監視下に置くことを容認するような世論が,欧米社

会で拡がつた。このことが更に,宗教間の対立と緊張を増長させることにもなつた。そして,近年, 日

本と近隣諸国との間の領土問題についても,国境をめぐる紛争という国家間の外交 。安全保障問題が浮

上すると,国家間の対立が個人間の感情的な民族対立に転移して,地域の異文化共生を支える人間関係

に深刻な亀裂を生じさせるといつた事態も生じかねないことになつている。国家の立場と個人の価値観

をきちんと区別することができない結果として,国家という存在が,むしろ個人の安全や安心を脅かす

原因を形成していしまっている。ここ20年ほど,こ うした国家がもたらす個人の生存への危険について

は,「人間の安全保障」という観点から国家の安全保障とは別の 0寺には対立する)視点からのアプロー

チが必要であることが少しずつ理解されるようになつてきた。なかでも,移民や難民など国境を越えて

移動する人びとの人権や生存の権利,居住の権利は,重要な課題となりつつある。

世界のどの地域においても,移民の問題は,その社会・国家の国際関係の歴史と切 り離すことはでき

ない。非西欧世界と西欧世界との人の結びつきは,奴隷貿易や植民地としての政治 。経済関係の深いつ

ながりなど,平等とはとうてい言い難い関係を前提とした人の移動をともなって展開してきた。かつて

植民地であつた地域からその宗主国であつた国へと向う人の移動は, 日本においても旧植民地地域から

日本への人の移動として顕著であった。戦前・戦中の強制連行や強制労働の影響を受けて,朝鮮人や中

国人は,戦後日本における人口のなかの重要な 「外国人」を構成してきた。明治以降の日本が「脱亜入
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欧」と「富国強兵」の政策と植民地支配のなかで,アジア人への蔑視と自民族への優越意識が繰 りかえ

し強調され,侵略を正当化する心情が形成されてきた。教育はこうした民族的な優越を強調する日本人

のアイデンティティ形成に重要な役割を果してきた。そして戦後の日本は,軍事的敗北を逆手にとるか

のようにして,高度経済成長を経て世界第二位の「経済大国」に登りつめたことから,経済的優位を日

本人の優秀さの証しとみなす感情が形成された。高度成長が,アジアにおける二つの大きな戦争,朝鮮

戦争とベ トナム戦争の特需に依存していたことなどより,む しろ, 日本人が優秀だから世界の トップに

登りつめることができたのだという神話ばかりがはびこることになった。その裏返しとして,経済的に

後発のアジア諸国を見下すかのような価値観が拡がり,これが戦後日本のナショナリズムを形成してき

た。一見すると何の問題もなさそうにみえる「経済大国日本」を自慢したり誇りに思う心情が,その裏

側に無意識のうちに他民族への蔑視と欧米諸国への羨望や卑屈な追従意識を大衆の日常意識のレベルで

生み出してきた。

しかし,かつて日本が植民地とした中国や韓国に経済力において追い抜かれ,あるいは互角の競争相

手となつている現在,戦後日本の経済ナショナリズムもまたその根拠を失いはじめており,こ の意味で,

近隣諸国に対する優越的な地位を暗黙のうちに前提した温情主義的なあるいはパターナリズム的な「多

文化共生」の発想そのものが根本から問われているのが現在の状況だろう。文字通りの意味において,

民族の人口における多数か少数か, 日本国籍か外国籍かといった差異に基づく差別を制度的にも感情や

価値観のレベルにおいても払拭する新しい 「共生」の理念を創造することが問われる時代になつたので

ある。

あるいは更に, 日本ではあたかも重大犯罪であるかのようにみなされている「不法滞在」の外国人の

人びとについても,「不法」とか「違法」といつたカテゴリーではなく,未登録undOctlmentedの外国人と

して位置づけなおし,地域の正当な住民として受け入れることができるような発想の転換も求められて

いる。グローバル化の時代といわれ,資本や物・サービスがますます容易に国境を越えて,市場経済の

原理に沿つて最も収益率の高い行動をとることが可能になつているのにもかかわらず,人間については,

その生存に必要な労働と所得を得るための自由な選択が未だに困難な状態のままにある。

こうした困難に挑戦する人びとが国境を越え,異なる社会環境のなかで新たな人間関係を構築しよう

とするとき,こ の異文化環境にあつて最も脆弱な状態に置かれるのは,子どもや女性である。生まれ故

郷の国から離れて日本に来た移民の子どもたちは,直面する「異文化」体験を通じて,「排除と同化」と

いう,相反するベクトルのなかで,そのいずれでもない第二のベクトルを試行錯誤 しながら構築する倉J

造的な未来の主体でもある。同じ地域からの大量の移民が都市の一部に集中的に居住するような形態を

とるばあい,こ うした移民の居住地域は,時には多数の民族からは,空間的な排除の場所としてゲット

ー化され,また,移民のコミュニティはその民族的な記憶を再生産するなかで,過去の伝統を自らのア

イデンティティの中核に据えることによつて排除に対抗しようとする。これは,近代国家が生まれて以

来,こ の数世紀, どの国でも見ることのできるエスニック 0マイノリティの状況のようにみなされてき

た。しかし,こ の一見わかりやすい図式は,現実の社会が長期的に形成してきた文化的な変容の条件に

着目したときに,説得力がないことがよくわかる。移民を差別 し排除しようとする力は確実に存在する。

この排除に抗う移民たちの抵抗の存在も重要な権利のための生存のための闘いとして,歴史的な意義あ

る結果をもたらしたことはいくらでも示すことが可能だ。しかし,これは,排除を拒否して同化を要求

するものではない。他方で,同化の圧力に対して,移民たちは一見すると自民族や母国の伝統とみえる

ものを維持しようとしているように見える場合があるが,必ずしもそうではない。同化ではなく,異な

る民族の伝統をも受け入れるべきだという要求のように見える場合があるが,世代を越えて形成される
「異文化」は,固定された伝統的な異文化ではない。とりわけ若い世代は,先にも述べたように,その

いずれでもない第二のベクトルを創造するのである。それも,彼らが住む,「異郷」の地において。支配

的な文化とも親 (どちらの親であれ)の文化とも異る文化を生み出す主体が移民の若い世代なのである。

学校という場はもちろんのこと,学校外の日常生活の場においても,肌の色などの身体的な見かけか

ら,言葉,文化的な慣習に至るまで,身体性の全てが,こ の排除と同化のベクトルのなかで,一瞬一瞬
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の試練の連続を経験する。だから,移民たちは,母国の伝統や文化を単純に持ち込むのではない。むし

ろ,ポール・ギルロイが強調したように,彼 らの存在は常に,今ここにある支配的な文化との関わりの

なかで,常に,この支配的な文化にはない文化や価値観や言語表現を,母国での経験を参照しながらも

これとは決定的に異なる別のものとして, 日々 生み出すのである。とくに,子どもたち (往々にして,

母親と父親とは異なる民族的出自である場合も珍しくない)は,ま さに親の文化を受け売りするもので

もない。学校文化を無条件に受け入れるわけでもない存在として,いずれの側にとつても,批判的な未

来の世代なのである。

すでに,ジョン・デューイなど教育学の古典的な革新者たちが指摘してきたように,学校という秩序

は, 自由と多様性を奪い,子どもたちを画一的な秩序のなかで訓育する国家の制度となる危険性を常に

はらんでいた。そして,20世紀後半には,ブラジルの革新的な民衆教育の提唱者,パウロ 。フレイレも

フランスの哲学者, ミシェル・フーコーも,メ キシコの思想家,イ ヴァン・イリイチも,学校の本質と

は,教えられる「教育」の内容そのものにはなく,む しろ,監獄とならんで,近代の工場制度に適応で

きる人間を訓育する組織,社会のなかの被抑圧者たちを抑圧したり同化するための制度であるというこ

とを強調する観点が世界中でみられるようになる。また,イ ギリスの社会学者,ポール・ウィリスは『ハ

マータウンの野郎ども』のなかで,なぜイギリスの労働者階級の若者たちは,高学歴の方が有利である

ことがわかっていながら,進学を選択せずに,学校をドロップアウトする道を選択するのかを調査し,

学校という制度が労働者階級の価値観を否定し,支配的は価値観を押し付けるある種のイデオロギーの

制度となっているということへの若者たちの拒否の感情を明ら力ヽ こした。かれらは,学校という公式の

制度がそれじたいとして,何か道徳的にも知識の教授という点においても,好ましい価値の具体的な制

度であるという既成の前提を退ける。むしろ,学校は新たな創造的な可能性を抑圧してはいないか,既
存の秩序への同調を強いてはいないか, と問うのである。

確力ヽ こ,学校が体現している知識と文化的な価値への同調は,学歴によって労働市場の階層化と差別

化が構造化している日本のような社会においては,サバイバルと「まともな仕事」へのアクセスのため

に必要最低限の条件であることは事実であろう。しかし,こ の事実は,学校の制度から無視できない数
の移民の子どもたちが ドロップアウトする現実を説明できるものではない。ましてや, ドロップアウト

する子どもたちの側が内包している既存の文化や価値観の間尺にあわない潜勢力にこそ,新 しい文化と

価値観の可能性の萌芽があるなどということは夢にも思いえがかないに違いない。しかし,ほとんど全

ての大衆文化 (た とえば,ジャズやロックからヒップホップに至る音楽文化を想起すればわかりやすい

かもしれない)は,その源流をたどれば,多かれ少なかれ移民の若者たちが創造した文化ぬきには語る

ことはできないものである。そして,こ うした確立された大衆文化はまた,新しい世代の新たな創造/

想像力によつて乗 り越えられるべき対象となる。こうしたダイナミックな潜勢力は学校文化からも支配

的な文化からも生まれることはないのである。

近代国家による学校教育が「国民」の世代的再生産の制度としてある以上,移民の子どもたちにとつ

て学校 という制度が抑圧的に機能せざるをえないことは避けられない。これは,学歴社会のなかで,成
績で選別され,「劣等生」のレッテルを貼られる若者たちにも言えることである。しかし,上で述べたよ

うに,こ うした若者たちは,公教育の制度の側からは不可視であり,不可解であり,厄介者扱いされる

にしても,彼らには,教育の制度が生み出すことのできない創造ノ/想像力の潜在的な主体としての大きな

可育旨性があることを忘れるべきではない。そして,同時に,こ うした子どもたちの潜勢力を抑圧しない

ような関係を,学校制度を前提してもなお,かろうじて,維持できるとすれば,それは,学校現場にい

る多くのマジョリティに属する子どもたち自身が,こ うした自分たちとは異質な存在が持つ可能性に気

づき,学校文化とは異なる価値観をも内面化する力を自立的に形成できるかどうかにかかつている。こ

のことを,古い世代の大人たちが,どこまで寛容とリスペクトの気持ちをもつて見守り,支えられるか,

これが地域の文字通りの意味における「異文化共生」「多文化共生」の試金石になるであろうと思う。
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【巻末資料】 活動の記録
◆ 2011年度～2012年度の活動のあらましをまとめる

月 日 容内 場 所

20114巨

11月 25日

活動の計画案を持ち寄り,活動の方向性について話

し合う

環 日本海交流会館

2012角巨

1月 22～ 23日

「外国人児童生徒教育シンポジウム 201l in
Matsusaka」 に参カロサ

~る

。外国人児童生徒初期適応教室 「ふたば」の見学
。小中学校公開授業を参観

・シンポジウム「『いっぽ』からひろがり,つながる

地域力」参加

二重県松阪市

・松阪市民文化会館
。子ども支援研究セン

ター

・第二,第五小学校

久保中学校

日4月 イベン ト事前打ち合わせ 高岡市内

4月 29日

～5月 17日

元子どもの青年たちにインタビュー調査を行う 高岡市内

日5月 イベント事前打ち合わせ 富山大学経済学部

5月 20日 イベン ト実施

ドキュメンタリー上映会&トークイベント
「デカセギの子どもたちの今『孤独なツバメたち

～デカセギの子どもに生まれて～』」

高岡市ふれあい福祉セ

ンター

7月 13日 イベントの総括を行い,今後の活動計画を立てる 富山市内

9月 16日 報告書作成の企画をまとめる 高岡市内

9月 29日 高校進学説明会に協力する

高校進学・受験に関するアンケー ト調査を行 う

射水市立小杉中学校

10月 16日 高校進学説明会に協力する

高校進学 。受験に関するアンケー ト調査を行 う

富山市立奥田中学校

10月 24日 高校進学説明会に協力する

高校進学・受験に関するアンケー ト調査を行う

高岡市立志貴野中学校

2013年

3月

報告書完成

-86-



外国人の子どもの教育・ 進学に関する意識調査 2012年
niversidade de■ynma CEAKS Enquete para verincacao de hteresse ao ensino e pttec50 para ensino 2012

【巻末資料】 調査票

今日は外国人のための高校進学説明会への参加,おつかれさまでした。

私 たちボランティアグループと富山大学は,今後も子どもたちの教 育 向 上を目指し,必要とされる情 報 提 供

や学 習支援を継続 していきたいと考 えております。そのために,言葉や文化の異なる日本に暮らす皆様にとつ

てどのような情 報や支援が必要か,的確に把握することが必要です。つきましては,以下の教 育に関する富山
だいがく ちょうさ   きようりょく ねが  もう

大学のアンケート調査にご協 力 くださいますようお願い申しあげます。
Agradecemos pela participa"o na O‖enta"o de htte.

Nos,voluntariOs do grupo da Universidade de Toyama,9ostariamos de estar dando continuidade ao oferecimento

de inforrna90es e apoio ao estudos  para melhoria da educa9ao das crian9as Para isto gostariamos de saber dos

estrange‖ os que residem no」 apao,oque pensam para poder oferecerinforrna96es e apoios que seiam dncientes

e de necessidade Agradecemos previamente pela colabora95o nesse enquete

ф

◆年齢
Falxa e僣 na

10代

10…19

だい        たい

20イt  ・  30+t
20-29    30-39

だ い だ い だいいしょつ

40イt  ・ 50イt  ・  60イt2t_L
40-49   50…59  acirna de 60

◆性別
Sexo

男・ 女

M・ F

◆あなたの国籍
Nacionalidade

あなたの国籍が「日本」の場合:親の国籍 (日本以外)

SesuanmonJdadebttponeSa,ma隠 「a naoonJ‖adedos Pas鮨ねmdOppone→

◆日本での滞在歴 (日 本にいる期間の合計を記入 してください。長期間母国に帰つていた場合は (  )内

に帰国した期間を書いてください。)Marcar o total de anos residentes no」 apao.Quem 10ou mulotempo
fora do」 apaO,marcar dentro dos parenteses()o periOdo que ncou nO extenor

a.1年以下 menos de l ano

b.1年以工5年以十adma d6 1anO a 5 anos (                       )
c5年以上10年以下 adma de 5 anos a loanOs (                       )
d.10年以上 mais de 10 anos   (                       )

◆あなたの日本語力 seu nivel deiapones

a.会話,読み書きともに不自由はない Naotem d面 culdade na∞ nversa"o,lenura e escnta

b.会話はよくできるが,読み書きが苦手 Consegue∞ nvettar nomal,mastem dttcudade na escrta eね lura
よ   か

c.会話が少しできるが,読み書きはできない Consegue convesarum pou∞ ,mastem dttcJdade na escnta e blu旧

d会話,読み書きともによくわからない Tem d面 culdade na∞ nversa,escnta e lelura

かいわ

◆将来について quanto ao和 tuЮ

a 日本に永住希望 Pretende morar para sempre no」 apao.

b.uざらくは日村こ住むが し汚距母肇J尋 りたいⅧ morarporumtmpono」 釘Ю ,ITaSittnrnenbprendevOlbrparaoseu Pab.

→いつごろ?Quando?  b‐a.2年以内 dentro de 2 anos,  b―b5年以内 dentro de 5anos,

b―c.10年以内 dentro de 10anos, b‐ d.10年以上先 depois de 10anos

c.近々,母国へ帰る予定 Pretende voLarlogo,nesses pЮ ズmos meses.

d.決めていない・わからない Nao tem preⅥ sao,naO sel

e.その他 outЮs(                       )
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<B>

◆今回の説明会をどのようにして知りましたか。(※あてはまるもの全てにOをつけてください。)
o9m9,9Ч be de,129nenia"0?CirCule todas as respostas que se enquadram.

a.学校からのお便り lnforrnalvo da Es∞ la

b.先生から聞いた atravёs do Professor

c.市役所で聞いた na Prefelura

d.知人から聞いた atravёs de amooS,COnheddos

e.その他Outros(              )

◆今回の説明会で初めて知つたことはありましたか。Teveaburrla∞ isa que i∞ u sabendo pela la vez nesta o雨enh゛o?

a.あ つた Sim → それは何ですか?O que?

b.なかつた Nao → 何を知りたかつたですか?O que mais gosta面 a de sabeρ

◆説明の内容はどうでしたか? Oque achou quanto ao contettdo da onenta“0?

a.よかつた        b.ふ つう          c.わ るかった
Bom             Mais ou menos             Mai

◆説明はわかりやすかったですか? A ex口 ta"O fOi∞ mpreensivel?

a.わかりやすかった     b.ふ つう          c.わ かりにくかった
Sim             Ma!s ou menos            Nao

c.あまり参考にならなかった
Nao foiinteressante

b.ふつう
Mals ou menos

aftfiAtrHffil*85t'Lt=lttz O que achou das hist6rias das experiOncias contadas pelos veteranos?

a.興味深かつた

lnteressante

◆説明会の進め方はどうでしたか? Oque achou do procedimento da onenta∞ 0?
a.よかった         b.ふ つう          c.わ るかつた
Ocorreu bem             Ma:s ou rnenos                  Mal

Como achou sobre o localda odenta"o?

b.ふつう
Mals ou rnenos

◆会場はどうでしたか?
a.よかつた

Gostei

わるかつた
Nao gOstei

C

◆進路に関する情報をいつもどのように得ていますか?

a.学校 か ら  b 市 役所 か ら  c.
(          )

pela Escola pela Prefeitura peio llho(a) pelos amiqos outros

Como vocOlunta asinfoma9∞ s sobre o seguimento mturo?

子 ど もか ら   d 友人 か ら   e.そ の 他

◆進路に関する情報をどこから得たいですか?
futuЮ?

De onde voc6 gostaria ter informafoes sobre o seguimento

a.学校から
pela Escola

b.市役所から
pela Prefёlura

d.友人か ら
pelos arnigos

eそ の他 (

outros

c.子どもから
pelo llho(a)

)

◆来年度も説明会を開きたいと思います。よりよい説明会のために,ご意見・アドバイス等ありましたら,

お書きください。Pretendemos realizar esta onenta"o ano que vem tambё m.Por favor,9ostattamos que

escrevesse a sua opiniaO,cOnselho,etc,para a melhoria.

※                       (Nお prccisa responder o forlnulttio<D>)

※                    (Nao prcdsa responder o fomlul航 o<C>)
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ほごしゃよう

保護者用<C> somente vels

◆今回の説明会の対象となる肝 さわ 国籍 0年齢・学年
Maquea dade,“たenaoondidadedolhoo)queSeren nendm嗜 ゎ

国籍 :               年齢 :            学年 :

Naciona‖ dade                    ldade                      Sё ‖e

◆子どもには,将 来どの国で暮らしてほしいですか。
Em que Pais gosta‖ a que seu llho(a)reSldiSse futuramente?

それはどうしてですか。lsto porque?

at\2*t# H A*lt*tf=LrTfr5r, At6 que idade pretende dar educagSo aos seus filhos(as)?
ちゅうがく せんもんがっこう  たん きたいがく だいがく だいがくいんいじょう

a.中 学まで  b.高校まで  c専 門学校・短期大学まで   d.大学まで   e大 学院以上

atё glnasio   atё  cOlёg:o   由菌山de― alattad田ヵ  atё faculdade  A16m da faculdade

それはどうしてですか。lsto porque?

しょくぎょう

◆どのような職 業 についてほしいですか。Que lpo de traba:ho,prdssao gOstana que seu網 !ho(a)lVesse?

それはどうしてですか。撼to porque?

◆子どもの教育について悩みや心配なことはありますか。(※あてはまるもの全てにOをつけてください。)
Tem alguma preocupa`コo quanto a educa∝lo dO Seu llho(a)?CirCule todas as respostas que se

enquadrarn

に ほ ん ご  しゅうとく                    がつこう  せいせき              しんがく  じゅけん

a.日本語の習得sobЮ ‖ng.」aponesa, b.学校の成績Noh es∞ lar, c進学・受検Seguimenb nos esLdos,vestbubЮ s,

d.い じめ 口友人関係
もんだいこうどう

Bullyng , relagSo com mlegas,

f.問題行動 al仙de pЮbbmalca,
きょういくひ

g.教育費

i 母隔吾σ)イ雀拌F Esqueclmenlo dalingua malema,

k.その他 outЮs(

ふとうこう

e.不登校 Ddxardelrpan aubs,

Despesas es∞ bЮs,  h。 学校との連絡 Comuntaφ o∞m Es∞ b,

j.子どもとの意思疎通 Comunlmao∞ m ttho(o

) |.悩みはないNお bm pЮ∝upa゛o
うえ  えら    なや    しんばい              ぐたいてき  おし

上に選んだ悩みや心配ごとについて,具体的に教えてください。FavorescЮ vg∞m maS ddJhes sobЮ  a preocupa9ao adma.

◆これまで,学校や地域で日本語や勉強のサポートを受けたことがありますか。
無3agom bm recebdo au剤 b ou apob nos estudos da‖ nguapponesa pela Escobou pebs hslitul∝ bs dOS BJrros?

a.サポートを受けたことがある    b.サポートを受けたことはない
jl,""り 9p9o           N11∞ reCebev apo!Q

a.サポートを受けたことのある方→ これまで受けたサポートでよかったものは何ですか。
Para quem respondeu que recebeu apoio.Que tipo de apoio recebido fbirnelhor de todos?

◆子どもの教育に関して,どのようなサポ■卜があつたらよいと思いますか。
Quetpo de apoiodevena terpara educa9odostthos?

◆ご意見,ご要望など,ご自由にお書きください。
Se tiver alguma opiniao,sugestao,pedido,escreva aqui a vOntade.
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せいとよう

<D> +^lfr.H somente Alunos

◆あなたの年齢・学年

年齢 :

ldade

Sua idade e s6rie

学年

Sё百e

◆いつまで教 育 を受けたいですか。

Querreceber ak,que nivel de ensino?
ちゆうがく          こうこう         せんもんがっこう  たん きたいがく           だいがく           だいがくいんいしょう

a.中 学まで  b.高校まで  c.専門学校 口短期大学まで   d.大学まで   e.大学院以上
at6 ginasio  ato cOlё gio attescohdeespec副を中 oulac cunadu中  ab faculdade  Alё m da faculdade

それはどうしてですか。にto porque?

◆いま,悩みや心配なことはありますか。 (※あてはまるもの全てにOをつけてください。)

Tem alguma preocupa`ρ o atualmente?Circule todas as respostas que se enquadram

a.日本語が難 しい師側dadeelnlngua,pontt b学 校の勉強でわからない時があるTem℃邸 queninonsegttmlenderぉ aub

c 進学や受検に不安があるTenhO pЮ∝upa98o quanb a seg面 menb tttuЮ e vestbJan

d.友 だ ち と の 関 係 が う ま く い か な い ,友だ ち が で き な い N5o∞ nd9obrbOa relaφ ocom amooS,naO∞ nscObramOOS

e.先生との関係がうまくいかない Nao me dOu bem∞m Professor

f学校に行きたくない時があるけnvez6quen∞ queD「 paraEscda   g.母語がうまく使えないTenhodI山‖adena mhhattua matema,

h親 とうまく話せないときがある,親が自分の気持ちをわかつてくれないことがある
Tenho vezes que naO cOnsigo∞ municarbem com meus Pais,Tem hora que eles n5o me entedem.

しょうらい       しごと        ら、あん

i.将 来,どんな仕事ができるか不安があるOnhO pЮ∝upa∞o quanb ao meu lrabalho仙 仙Ю.

j.その他 outЮs(                      )  k.悩 みはないNaoね nhO pЮocupa9ao

上に選んだ悩みや心配ごとについて,具体的に教えてください。
Favor escrever oom mais detalhes sobre a preocupa9ao acima.

◆これまで,学校や地域で受けたサポー トでよかったものは何ですか。
Que tipo de apoio receb:do pe!a Escola ou pelas instituicao do Ba:rro,foirnelhor de todos?

おも

◆どのようなサポートがあったらよいと思いますか。Que lpo de apdo devetta ter?

しょうらい  ゆめ  おし

◆将来の夢を教えてください。Escreva aqui.QuJ o seu sonho do futuЮ ?

◆思つていること,伝えたいこと,なんでも自由に書いてください。
Escreva a vontade tudo que pensa em relacao e rnenSagem que querdeixar
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あとがき

私が2010年に外国人の子どもたちの学習支援ボランティアを開始したとき,頭の中にあつたのは,あ る3人のブラ

ジル人の子どもたちを進学させたい,そのことだけであつた。その子たちは,2009年度当時に私が外国人相談員と

して小中学校で指導を担当した児童生徒のうちの,思春期を迎えていた3人であつた。3人はそれぞれ別の学校に通

っていたが,いずれもその前の年度までは,私のような相談員による特別な支援,いわゆる「日本語指導」を学校

で受けていなかつたという。実際,彼らは日本で生まれたり幼少期に来日したりした子たちであり,普段の日本語

での会話には全く問題がない。しぐさや行動も日本人的で,全く他の日本人と見分けのつかない子もいた。しかし,

3人に共通していたのは,と にかく「勉強がわからない,授業に全くついていけない」ということ,そ して,二言目

には「どうせ…」「自分なんか…」「無理」「自分はバカだから」と,全く自分に自信がないことだった。一人目は,

授業が全くわからず何もすることができないまま何時間も教室で座っていることができず,周 りにちょつかいを出

して問題を起こし,教室に出入 り禁止となっていた。その子は,結局高校を受検しなかつた。彼は,小学校の時必

死になって勉強を教えてくれた担任の先生との思い出を,ずっと大事にしていた。「あの時,あの先生のおかげで,

少し授業がわかって,テス トで点数が取れた。」彼にとっては,それがそれまでで唯一の学業上の成功体験だつた。

そして最初で最後の成功体験になつてしまった。二人目は,勉強は全く駄目だつたが,柔道という特技を持つてい

た。気が優しく,いつも自信なさげにしていたが,最後は推薦で私立高校に入ることができた。しかし,高校で勉

強に柔道にとバリバリやつていく自分が想像できないようで,高校合格に喜びながらも戸惑っているような表情も

見せていた。二人目は,当時小螂 年生にして「自分は高校には行かない」と私に言つた。私はその言葉に衝撃を受

けた。自分が小螂 年生の頃,果たして自分が高校へ行かないという選択肢について考えたことがあっただろう力、

行けないかもしれないという可能性について考えたことがあっただろう力、担任の先生は,「あんなに漢字が書けな

い子は,知的な障がいのある子を除いて今まで他に知らない」と,普通とは違う何かに気づき,首をかしげながら

も,結局は「あの子は,頑張ろうという気持ちがなくて」と意欲の問題と認識してしまつていた。私は,何とかし

なければと,必死に指導していたが,週に1時間や2時間の付け焼刃的な支援では,焼け石に水のような無力感を感

じる日々。それでも,子どもたちは日一日と成長していく。そして,学校という舞台から,去っていく。毎年毎年,

私は小学校や中学校で新たな外国人生徒に出会うが,言葉の壁,学習の壁,進学の壁…みな深刻な,そ して共通の

悩みを抱えている。そして,毎年毎年同じことを繰 り返している…。

ボランティアの学習支援を始めて,何か変わつただろう力、 子どもたちをとりまく厳しい現実は全く変わってい

ない。ボランティアでできる支援など,本当に取るに足らないものにすぎないと実感する。しかし,当時小螂 年生

だったあの子は今,ボランティア教室で高校入学をめざして一生懸命勉強している。「将来は調理師になりたい」,

そう夢を語る彼女の表情は,真剣だ。

このプロジェクトに協力してくれた元外国人相談員の二瓶博子氏は言う。「長年,ブラジル人の子どもたちと関わ

つてきて,本当にいろんなことがあった。でも,振 り返って思うのは, どんな問題の解決も,自 分一人では何もで

きなかったということ。担任をはじめ,校長,教頭,教務,養護教諭…いろんな先生に相談して,協力してもらっ

て,連携をとることで,いつも問題を解決できた。」

富山では,多くの人々が学校や地域で模索を続けている。そしてそれぞれが課題を抱えて活動している。子ども

たちの現実の一方で,富山では手探りの状態からスター トし,多くの経験や蓄積を得てきた。これまでにどのよう

な取り組みが行われてきたのか,今支援の体制はどのような状況にあるのか, どこまでができて何が依然として課

題なのか,今後目指すべき方向性を見出すためにも,それらを明らかにすることが必要であろう。多方面の方々の

貴重な協力を得て,本報告書において一旦整理できたと思う。ここに文章を寄せてくださつたすべての方々に改め

て御礼を申し上げたい。

外国人の問題は,一般にはなかなか「見えない」のかもしれない。でも「見えない」ことと「問題が小さい」と

いうことはイコールではない。それぞれの支援者,組織が問題を共有し,いかに連携していくことができるか,そ
して現在の支援体制をさらに整えていくことができるのれ 多くの関係者で考えていく材料,資料集としてこの報

告書を読んでいただきたいと思う。

2013年 2月

アレッセ高岡 青木由香

トヤマ・ヤポニカ 田上栄子
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